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｣
ロ
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･
フ
ェ
ス
テ
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て
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設
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｢国
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｣
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て

･!
!
!
!
!
!
!
!
!
i
!
!
!
!
!
!
!
!
整
備
調
整
室

6

都
市
局
街
路
課

地
域
活
性
化
を
支
援
す
る
道
路
整
備
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も
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行
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開
発
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各
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建
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･
沖
縄
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合
事
務
局
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概
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!
!
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毒
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飢

道
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!
!
!
!
!
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部
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道路行政セミナー

今月の表紙 :
中央を緑の山波で区切り、上方に都市の道路を図案化し、下方には道路管理者が設置する警戒標識の一つ、

uY 形道路交差点あり"を配した。



,
平
成
一
〇
年
度
道
路
関
係
重
点
施
策

、

平
成
霊○
年
度
重
点
施
策
に
つ
い
て

~
｢国
土
建
設
｣
か
ら
｢国
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
｣
へ
の
転
換
~

道
路
局
道
路
総
務
課
企
画
係

は
じ
め
に

副
題
を

『｢国
土
建
設
｣
か
ら

｢国
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
｣

へ
の
転
換
』
と
銘
打
っ
た
平
成
一
○
年
度
建
設
省
重
点
施

策
が
、
去
る
八
月
五
日
に
発
表
さ
れ
た
。

平
成
一
○
年
度
重
点
施
策
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
第
一

部
で
、
中
期
的
な
観
点
か
ら
、
建
設
行
政
に
つ
い
て
の
｢基

本
的
考
え
方
｣、
｢
こ
れ
か
ら
の
政
策
課
題
｣、
｢政
策
手
法

の
転
換
｣
を
示
す
と
と
も
に
、
第
二
部
で
、
こ
れ
ら
の
政

策
課
題
や
政
策
手
法
の
転
換
に
向
け
た

｢平
成
一
〇
年
度

の
主
要
施
策
｣
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
第
一
部
の
概
略
と
、
第
二
部
の
主
要
な
も

の
に
つ
い
て
道
路
関
係
部
分
を
中
心
に
概
要
を
紹
介
す
る
。

第
一
部

こ
れ
か
ら
の
建
設
行
政
の
課
題
と

政
策
転
換
の
方
向
(概
略
)

ー

基
本
的
考
え
方

現
在
、
我
が
国
は
、
高
齢
化
と
少
子
化
、
高
度
情
報
化
、

経
済
･
社
会
の
国
際
化
等
が
進
展
す
る
中
、
厳
し
い
財
政

事
情
や
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
様
々
な
改
革
が
行
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
建
設
行
政
に
つ
い
て
も
、
大
き

な
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
転
換
期
に
あ
っ
て
、
い
わ
ば

｢本

格
建
築
｣
と
も
い
う
べ
き

｢魅
力
あ
る
国
土
づ
く
り
｣
を

行
う
と
と
も
に
、
適
正
な
国
土
管
理
に
よ
り
国
民
生
活
や

経
済
･
社
会
活
動
を
支
え
る
と
い
う
建
設
行
政
の
基
本
的

使
命
に
立
ち
帰
り
、
従
来
の
需
要
に
合
わ
せ
て
足
ら
ざ
る

住
宅
･
社
会
資
本
を
整
備
す
る

｢国
土
建
設
｣
か
ら
、
住

宅
･
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
や
自
然
環
境
の
保

全
等
を
含
め
た
、
総
合
的
な

｢国
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(整

備
･利
用
･保
全
)｣
へ
、
政
策
全
般
の
あ
り
方
を
転
換
す

る
%

2

こ
れ
か
ら
の
政
策
課
題
と
政
策
手
法
の
転
換

国
土
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
に
当
た
り
、
｢連
携
交
流

型
国
土
構
造
の
実
現
｣、
｢循
環
型
社
会
の
確
立
｣、
｢危
機

管
理
型
防
災
対
策
の
構
築
｣
を
戦
略
的
な
政
策
課
題
と
し

て
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
単
な
る
施
設
整
備
に
と
ど
ま

ら
な
い
管
理
、
連
携
、
技
術
開
発
な
ど
の
総
合
的
な
施
策

の
展
開
、
市
場
の
整
備
･
誘
導
に
主
軸
を
移
し
た
住
宅
･

宅
地
政
策
の
推
進
、
公
共
事
業
改
革
の
強
化
な
ど
、
政
策

手
法
の
転
換
を
行
う
。
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鱒
二
部

平
成
一
〇
年
度
の
主
要
施
策

一

こ
れ
か
ら
の
政
策
課
題
に
対
応
す
る
主
要
施

策
1

ス
ト
ッ
ク
を
有
効
に
活
用
し
、
経
済
･
社
会
の
潜
在

的
活
力
を
最
大
限
引
き
出
す
連
携
交
流
型
国
土
構
造
の

実
現

o
平
成
一
○
年
度
か
ら
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

を
策
定
し
、
道
路
の
持
つ
様
々
な
機
能
向
上
を
図
る

た
め
の
道
路
政
策
を
体
系
的
に
強
力
に
推
進
す
る
。

ま
た
、
そ
の
た
め
の
財
源
の
確
保
を
図
る
。

○

経
済
･
社
会
活
動
を
支
え
る
都
市
と
地
域
の
再
構
築

①
都
市
機
能
の
整
備
･
再
配
置

(略
)

②
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
広
域
的
な
観
点
か
ら
の
地
域

の
再
生

地
方
都
市
を
始
め
と
し
た
中
心
市
街
地
に
つ
い
て
、

関
係
省
庁
と
連
携
し
、
都
市
基
盤
･
居
住
環
境
の
整
備
、

交
通
環
境
の
改
善
、
各
種
都
市
機
能
の
充
実
、
再
生
等

を
図
る
。
ま
た
、
生
活
面
･
経
済
面
で
自
立
し
た
生
活

圏
の
形
成
に
資
す
る
効
率
的
な
住
宅
･
社
会
資
本
整
備

を
推
進
す
る
。

o
中
心
市
街
地
活
性
化
施
策
の
総
合
的
･
重
点
的
な
実

施･
道
路
･
街
路
事
業
の
各
種
メ
ニ
ュ
ー
を
一
括
し
て

採
択
す
る

｢賑
わ
い
の
道
づ
く
り
事
業
｣
の
創
設

や
交
通
環
境
の
改
善
を
推
進

･
駐
車
場
整
備
の
支
援
の
拡
充
、
駐
車
場
案
内
シ
ス

テ
ム
の
整
備
な
ど
駐
車
場
対
策
を
推
進

o
複
数
の
市
町
村
が
自
ら
の
発
意
に
基
づ
き
公
共
･
公

益
施
設
の
共
同
整
備
･
共
同
利
用
等
を
図
る
場
合
に
、

必
要
と
な
る
市
町
村
間
を
連
絡
す
る
道
路
整
備
を
重

点
的
に
支
援
す
る
た
め
の

｢地
域
連
携
強
化
支
援
道

路
事
業
｣
の
創
設

③
地
域
資
源
と
し
て
の
公
丑
完
工
間
の
有
効
利
用

道
路
･
河
川
等
を
公
丑
完
工
間
と
し
て
再
評
価
し
、
ま

ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た
活
用
を
図
る
。
ま
た
、
官

庁
施
設
の
交
流
拠
点
機
能
を
活
か
し
、
周
辺
地
域
と
連

携
し
た
整
備
を
図
る
。

④
都
市
内
交
通
環
境
の
改
善
の
た
め
の
総
合
的
な
対
策
の

推
進バ

イ
パ
ス
、
環
状
道
路
の
整
備
、
交
通
需
要
管
理
の

導
入
、
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
推
進

な
ど
、
ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
総
合
的
な
対
策

を
推
進
す
る
。

o
｢都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
計
画
｣
の
策
定
、
T
M

A

(交
通
混
雑
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
)
設
立
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
、
路
面
電
車
の
整
備
支
援
、

都
心
の
環
状
道
路
等
の
整
備
に
合
わ
せ
て
都
心
部
へ

の
一
般
車
の
流
入
を
制
限
す
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー

ル
の
導
入
を
推
進

o
E
T
C
(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
)

の
実
用
化
等
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
道
路
交

通
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
を
推
進

o
集
中
工
事
等
を
活
用
し
た
モ
デ
ル
工
事
の
試
行
、
集

中
工
事
等
の
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
等
に
よ
り
、

路
上
工
事
の
縮
減
を
推
進

0
幹
線
道
路
沿
道
で
の
開
発
行
為
に
よ
る
交
通
影
響
を

計
画
段
階
で
予
測
、
調
査
す
る
交
通
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
試
行

o
交
差
点
等
主
要
な
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
の
混
雑
緩
和
･
解

消
を
図
る
た
め
、
第
三
次
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

策
定
、
公
表

⑤
高
齢
社
会
へ
の
対
応
や
質
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
、
歩
行
者
中
心
の
道

づ
く
り
な
ど
安
全
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
る
。

o
歩
行
者
等
の
利
用
し
や
す
い
道
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、

･
住
居
系
地
区
等
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
ゾ
ー

ン
の
整
備
や
交
通
量
の
変
化
等
に
応
じ
た
道
路
空

間
の
再
構
築
を
推
進
。
ま
た
、
環
境
道
路
な
ど
沿

道
敷
地
や
建
築
物
内
の
空
間
活
用
に
よ
る
歩
行
空

間
の
確
保
策
に
つ
い
て
具
体
化

･
点
検
に
基
づ
き
、
横
断
歩
道
橋
の
撤
去
、
ス
ロ
ー

プ
化
、
直
結
化
な
ど
必
要
な
改
善
や
バ
リ
ア
フ
リ

ー
緊
急
対
策
を
実
施

･
今
後
の
歩
行
空
間
整
備
は
住
民
参
加
を
基
本
と
し
、

｢歩
行
空
間
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
｣
を
策
定
し
て
バ
リ
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ア
フ
リ
ー
化
を
促
進

②

連
携
交
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
点
的
整
備

①
骨
格
と
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
重
点
化
･
効
率
化

幹
線
道
路
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
真
に
整
備
効
果

の
高
い
も
の
へ
の
重
点
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
特

性
に
応
じ
た
経
済
的
な
道
路
構
造
の
採
用
に
よ
る
効
率

化
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
複
数
交
通
機
関
の
間
で
の
連

携
強
化
に
よ
る
複
合
一
貫
輸
送
を
推
進
す
る
等
物
流
の

効
率
化
を
図
る
。

o
高
規
格
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
経
済
情
勢
が
大
き

く
変
化
し
な
け
れ
ば
、
基
本
的
に
は
料
金
水
準
を
上

げ
な
い
よ
う
様
々
な
工
夫
を
行
い
な
が
ら
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
投
資
効
果
の
高
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
は
早
期
に
連
続
性
を
確
保
す
る
よ
う
重
点

的
な
整
備
を
推
進

o
広
域
道
路
整
備
基
本
計
画
を
見
直
し
、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
、
地
域
高
規
格
道
路
の
計
画
路
線
及
び
候
補
路

線
を
追
加
指
定
す
る
と
と
も
に
、
路
線
特
性
、
交
通

特
性
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
経
済
的
な
道
路
構
造
を

採
用

o
複
合
一
貫
輸
送
な
ど
物
流
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

主
要
な
港
湾
、
空
港
等
と
連
絡
す
る
道
路
を
重
点
的

に
整
備

o
車
両
の
大
型
化
、
I
S
0

(国
際
標
準
化
機
構
)
規

格
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
海
陸
一
貫
輸
送
に
対
応
す
る
た

め
、
物
流
上
重
要
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、

車
両
総
重
量
の
規
制
緩
和
に
対
応
し
た
橋
梁
補
修
･

補
強
等
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
通
行
規
制

に
関
わ
る
制
度
に
つ
い
て
見
直
す

②
新
た
な
連
携
の
構
築
や
地
域
間
の
情
報
格
差
の
是
正
の

た
め
の
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

道
路
、
河
川
、
下
水
道
な
ど
の
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ

ー
等
を
整
備
し
、
こ
れ
ら
公
共
施
設
の
収
容
空
間
を
活

用
し
て
民
間
事
業
者
に
よ
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備

を
支
援
す
る
o

o
道
路
･
河
川
･
下
水
道
管
理
の
高
度
化
を
図
る
と
と

も
に
、
都
市
と
都
市
を
結
ぶ
主
要
幹
線
道
路
な
ど
情

報
通
信
ニ
ー
ズ
の
高
い
区
間
に
お
い
て
情
報
B
O
X

等
の
公
共
収
容
空
間
を
重
点
的
に
整
備

o
新
た
な
電
線
類
地
中
化
五
箇
年
計
画
の
策
定

o
公
共
施
設
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
活
用
し
た
地
域

の
情
報
化
の
支
援

③
地
域
交
流
圏
の
形
成
等
の
地
域
社
会
単
位
の
見
直
し
に

対
応
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

生
活
面
･
経
済
面
で
自
立
し
た
広
域
的
な
市
町
村
か

ら
な
る
交
流
圏
の
形
成
に
資
す
る
た
め
、
圏
域
内
の
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
対
し
て
重
点
的
に
支
援
を
行

　　　
　

o
複
数
の
市
町
村
が
自
ら
の
発
意
に
基
づ
き
公
共
･
公

益
施
設
の
共
同
整
備
･
共
同
利
用
等
を
図
る
場
合
に
、

必
要
と
な
る
市
町
村
間
を
連
絡
す
る
道
路
整
備
を
重

点
的
に
支
援
す
る
た
め
の

｢地
域
連
携
強
化
支
援
道

路
事
業
｣
の
創
設

(再
掲
)

o
新
た
な
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画
及
び
積
雪

寒
冷
特
別
地
域
道
路
交
通
確
保
五
箇
年
計
画
の
策
定

④
自
然
･
文
化
な
ど
の
再
評
価
に
よ
る
地
域
社
会
連
携
の

構
築

(略
)

2

持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
循
環
型
社
会
の
確
立

の

水
循
環
な
ど
資
源
循
環
の
確
立
に
向
け
た
施
策
の
推
進

①
質
量
と
も
に
安
全
で
快
適
な
水
の
流
れ
の
構
築
を
目
的

と
し
た
総
合
的
水
行
政
へ
の
転
換

(略
)

②
建
設
副
産
物
を
始
め
と
す
る
廃
棄
物
対
策
の
充
実
と
未

利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
有
効
活
用

(略
)

②

良
好
な
自
然
･
生
活
環
境
や
歴
史
･
文
化
等
の
次
世
代
へ

の
継
承

①
国
土
全
体
に
わ
た
る
環
境
へ
の
負
荷
低
減
施
策
の
推
進

国
土
全
体
に
わ
た
り
、
建
設
行
政
に
係
る
環
境
施
設

を
総
合
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
民
間
に
お
け
る
環

境
へ
の
取
り
組
み
を
促
進
す
る
。
特
に
、
地
球
温
暖
化

の
防
止
の
た
め
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
策
を
推
進

、す
る
。

o
環
状
道
路
等
道
路
網
の
整
備
、
T
D
M

(交
通
需
要

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
)
施
策
、
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
等

を
通
じ
た
交
通
の
円
滑
化
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
の
利

用
促
進
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
策
の
実
施

②
社
会
資
本
整
備
を
通
じ
た
自
然
環
境
の
保
全
･
回
復
･

創
造



河
川
や
公
園
な
ど
そ
れ
自
体
が
生
物
の
生
息
･
生
育

や
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
社
会
資
本
の
み
な
ら
ず
、

下
水
道
や
道
路
な
ど
の
整
備
に
当
た
っ
て
も
自
然
環
境

の
保
全
･
回
復
･
創
造
を
積
極
的
に
実
施
す
る
。

o
｢水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｣
を
形
成
し
、
環
境
の

維
持
改
善
、
生
物
多
様
性
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

緑
の
基
本
計
画
の
策
定
を
推
進

o
道
路
整
備
に
お
い
て
十
分
な
自
然
環
境
保
全
措
置
を

講
ず
る
た
め
の
方
策
等
を
取
り
ま
と
め
た
指
針
の
策

定
を
推
進

③
環
境
負
荷
の
小
さ
な
都
市
づ
く
り
･
住
宅
づ
く
り
(略
)

④
地
域
固
有
の
歴
史
･
文
化
等
を
創
造
･
継
承
す
る
個
性

あ
る
ま
ち
づ
く
り
･
地
域
づ
く
り

文
化
性
豊
か
な
生
活
環
境
を
享
受
で
き
る
よ
う
、
先

人
が
築
い
た
文
化
ス
ト
ッ
ク
、
自
然
や
景
観
、
地
域
の

個
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
･
地
域
づ
く
り
を
推
進

し
、
歴
史
･
文
化
等
と
の
調
和
を
図
る
。

3

被
害
の
最
小
化
を
基
本
と
し
た
危
機
管
理
防
災
対
策

の
構
築

①
地
域
主
体
の
危
機
管
理
対
策
の
確
立

防
災
施
設
等
の
整
備
と
併
せ
、
平
常
時
か
ら
災
害
を

想
定
し
た
対
策
及
び
災
害
発
生
後
の
被
害
を
軽
減
す
る

た
め
の
対
策
を
推
進
す
る
。

o
平
常
時
か
ら
の
危
険
箇
所
や
避
難
場
所
の
周
知
徹
底

等

o
平
常
時
の
警
戒
避
難
情
報
の
提
供
及
び
救
援
、
復
旧

の
支
援

･
道
路
防
災
カ
ル
テ
等
に
基
づ
く
、
防
災
管
理
体
制

の
強
化

②

｢減
災
｣
を
目
的
と
し
た
施
設
整
備
へ
の
転
換

防
災
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
の
基
本
的
考
え
方
を
、

災
害
の
発
生
を
前
提
と
し
つ
つ
、
被
害
を
最
小
限
に
す

る
と
い
う
方
向
に
転
換
す
る
。

③
都
市
に
お
け
る
総
合
的
な
防
災
対
策
の
充
実

大
災
害
発
生
時
に
お
け
る
安
全
性
の
向
上
や
経
済
･

社
会
機
能
麻
痺
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
･
社
会
資
本
の
防

災
性
の
向
上
や
密
集
市
街
地
の
整
備
な
ど
ハ
ー
ド
･
ソ

フ
ト
両
面
か
ら
総
合
的
な
大
規
模
災
害
対
策
を
推
進
す

"る
0

0
沿
道
建
築
物
の
耐
震
性
向
上
と
一
体
と
な
っ
た
緊
急

輸
送
道
路
整
備
の
実
施

o
ス
ー
パ
ー
堤
防
を
核
と
し
て
河
川
舟
運
を
活
用
し
た

リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
あ
る
内
陸
防
災
拠
点
の
整
備

三

政
策
手
法
の
転
換
に
対
応
す
る
主
要
施
策

1

管
理
や
技
術
開
発
な
ど
ソ
フ
ト
面
を
重
視
し
た
総
合

的
な
施
策
へ
の
転
換

①
需
要
管
理
手
法
の
導
入

需
要
に
追
随
し
て
施
設
整
備
を
行
う
だ
け
で
な
く
、

需
要
そ
の
も
の
を
調
整
･
抑
制
す
る
施
策
の
導
入
を
実

施
す
る
。

o
T
M
A
設
立
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
及
び
路

面
電
車
の
整
備
支
援
を
推
進

(再
掲
)

②
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用

住
宅
･
社
会
資
本
の
一
層
の
有
効
活
用
を
図
る
。

0
地
方
都
市
周
辺
に
お
け
る
通
勤
な
ど
近
距
離
多
頻
度

利
用
者
の
た
め
の
料
金
割
引
等
多
様
な
料
金
施
策
を

通
じ
た
道
路
利
用
の
促
進

o
I
T
S
に
よ
る
他
の
交
通
機
関
の
情
報
の
提
供
、
物

流
効
率
化
の
た
め
の
商
用
車
の
連
行
支
援
シ
ス
テ
ム

の
開
発
、
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム
の
整
備
等
を
通
じ

た
既
存
の
道
路
ス
ト
ッ
ク
利
用
の
効
率
化

o
橋
梁
等
の
老
朽
化
に
対
応
し
た
定
期
点
検
、
健
全
度

評
価
、
そ
れ
に
基
づ
く
計
画
的
維
持
管
理
手
法
の
開

発
及
び
そ
の
試
行

③
施
策
･
事
業
の
総
合
化
の
た
め
の
連
携
施
策
の
推
進

公
共
事
業
を
効
率
的
･
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

省
庁
の
枠
を
も
超
え
た
事
業
間
の
連
携
強
化
を
行
う
と

と
も
に
、
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
社
会
資
本
の
管
理
の

効
率
化
を
推
進
す
る
。

o
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
の
推
進

o
複
数
道
路
管
理
者
が
道
路
に
関
す
る
意
見
、
提
案
を

一
律
的
、
総
合
的
に
受
け
付
け
る
窓
ロ
の
充
実
『
道

の
相
談
室
｣
の
設
置
)

建
設
分
野
に
お
け
る
科
学
技
術
研
究
開
発
の
強
化

①
環
境
創
造
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
な
ど
｢政

策
課
題
解
決
型
｣
へ
の
転
換
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住
宅
･
社
会
資
本
整
備
に
関
す
る
技
術
研
究
開
発
に

②
市
場
で
は
供
給
が
困
難
な
分
野
へ
の
公
的
取
組
み
の
強

つ
い
て
、
政
策
課
題
を
解
決
す
る
技
術
研
究
開
発
を
重

化

(略
)

視
す
る
。

o
新
た
な
道
路
技
術
五
箇
年
計
画
の
策
定
、
公
表

②
民
間
･
大
学
等
と
の
連
携
･
交
流
の
充
実

技
術
研
究
開
発
に
お
け
る
民
間
･大
学
等
と
の
連
携
･

交
流
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
国
の
役
割
の
明
確
化

や
民
間
に
お
い
て
開
発
さ
れ
た
新
技
術
の
活
用
体
制
を

整
備
す
る
。

0
I
T
S
に
つ
い
て
、
I
S
O
等
国
際
標
準
へ
の
位
置

づ
け
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
関
係
省
庁
や
民
間
等

と
の
連
携
に
基
づ
き
、
A
H
S

(自
動
運
転
道
路
シ

ス
テ
ム
)
や
シ
ス
テ
ム
間
の
互
換
性
の
確
保
を
図
る

た
め
の
技
術
研
究
開
発
や
基
礎
的
研
究
を
推
進

o
地
方
建
設
局
に
お
い
て
、
新
技
術
の
信
頼
性
評
価
等

を
行
う
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
創
設

③
国
土
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

国
土
に
関
す
る
基
礎
的
空
間
情
報
の
高
度
化
を
図
る

と
と
も
に
、
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。
ま

た
、
防
災
等
に
資
す
る
た
め
、
測
地
･
地
理
分
野
に
お

け
る
基
礎
研
究
を
充
実
す
る
。

2

市
場
の
整
備
･
誘
導
に
主
軸
を
移
し
た
住
宅
･
宅
地

政
策
の
推
進

①
新
た
な
市
場
分
野
の
開
拓
等
を
目
的
と
し
た
市
場
の
枠

組
み
づ
く
り
や
民
間
活
動
の
誘
導

(略
)

3

国
民
に
開
か
れ
た
公
共
事
業
を
目
指
し
た
改
革
の
強

　
　

①
真
に
必
要
で
優
先
度
の
高
い
事
業
へ
の
投
資
の
重
点
化

投
資
分
野
の
思
い
切
っ
た
重
点
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
個
々
の
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
で
き
る
限
り

客
観
的
な
基
準
に
よ
る
優
先
順
位
づ
け
を
行
う
。

o
道
路
整
備
の
効
果
の
客
観
的
な
評
価
手
法
の
開
発
･

活
用

②
コ
ス
ト
縮
減
の
た
め
の
事
業
執
行
改
革
の
推
進

民
間
技
術
を
一
層
活
用
す
る
多
様
な
入
札
･
契
約
制

度
の
導
入
等
に
よ
り
、
公
共
事
業
に
お
け
る
市
場
競
争

の
促
進
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
発
注
者
側
も
技
術
基

準
の
見
直
し
等
に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
る
。

③
事
業
の
計
画
･
実
施
過
程
の
透
明
化

事
業
の
計
画
段
階
か
ら
、
一
層
の
情
報
公
開
を
進
め
、

住
民
参
加
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
事
業
の
見
直
し
、

国
民
参
加
に
よ
る
社
会
実
験
の
実
施
な
ど
を
進
め
る
。

o
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
･
公
表

o
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ

ー
ル
整
備
等
に
お
け
る
社
会
実
験
の
実
施

④
民
間
活
力
の
活
用
、
特
殊
法
人
の
改
革
及
び
地
方
分
権

の
推
進

業
務
の
外
部
委
託
化
、
民
間
の
資
金
･
技
術
等
を
活

用
し
た
整
備
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
特
殊
法
人
に

つ
い
て
、
業
務
の
見
直
し
等
の
改
革
を
行
う
。

o
日
本
道
路
公
団
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
等
の
活
用

に
よ
る
I
C

(イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
)、
S
A

(サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
)
、
P
A

(パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
)
に
お

け
る
多
様
な
事
業
を
推
進
し
て
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

を
一
層
向
上
し
つ
つ
、
そ
の
収
益
の
高
速
道
路
本
体

へ
の
還
元
を
図
る
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へ

平
成
一
〇
年
度
道
路
関
係
重
点
施
策
~
ぶ
≧

＼

嘩
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て

道
路
局
国
道
課
道
路
整
備
調
整
室

都

市

局

街

路

課

は
じ
め
に

近
年
、
道
路
、
駐
車
場
等
の
都
市
基
盤
整
備
の
遅
れ
は
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
等
を
背
景
に
し
た
公
益
施
設
の

郊
外
移
転
、
商
業
施
設
の
郊
外
展
開
等
と
も
相
ま
っ
て
、

中
心
市
街
地
の
衰
退
や
空
洞
化
を
進
行
さ
せ
て
お
り
、
我

が
国
が
進
め
る
べ
き
経
済
構
造
改
革
の
課
題
の
ひ
と
つ
で

も
あ
る
物
流
の
効
率
化
等
を
妨
げ
る
要
因
と
も
な
っ
て
い

る
。
特
に
全
国
の
商
店
街
の
過
半
数
が
空
店
舗
比
率
五
%

を
超
え
る
な
ど
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
は
大
き
な
問
題

と
な

っ
て
い
る
(図
1
)。
こ
の
対
策
と
し
て
中
心
市
街
地

の
活
性
化
を
進
め
る
た
め
に
は
、
交
通
環
境
の
改
善
、
土

地
の
有
効
高
度
利
用
の
促
進
、
各
種
都
市
機
能
の
充
実
･

再
生
等
を
図
る
よ
う
市
町
村
自
ら
が
総
合
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
建
設
省
で
は
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計

画

(案
)
及
び
平
成
一
〇
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
中
心

市
街
地
の
活
性
化
を
主
要
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ

け
、
道
路
や
駐
車
場
等
の
活
性
化
基
盤
の
充
実
や
各
種
施

設
の
立
地
に
つ
い
て
関
係
省
庁
と
連
携
し
つ
つ
、
制
度
の

充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
取
り
組
み
を
総
合
的

か
つ
重
点
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、

具
体
的
に
は
次
に
示
す
施
策
を
重
点
的
に
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
る

(図
2
)
。

二

中
心
市
街
地
に
.あ

げ
る
活
性
化
基
盤
の
充

実
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
阻
害
す
る
ひ
と
つ
の
要
因
と

し
て
は
、
交
通
渋
滞
に
よ
る
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
悪

化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
人
口
二
万
人
以
上
の
自
治
体

注) 全国の商工会議所、 商工会連合会を通じて管内の商店街を

対象に実施。
< 資料> 日本商工会議所 ｢商店街に関する実態調査｣ (1994年)

図 1 全国の商店街における空店舗比率
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図 2 中心市街地活性化の支援スキーム
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閼
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て
攪

樂
し
通

援
事
と
交

支
り
問
共

備
の
く
空
公

塾
へ
づ
遊
の

点
備
造
園
等

重
整
の
の
草

の
構
い
者
電

廃
車
わ
行
面

道
駐
賑
歩
路
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周辺の都

‐
市掛範博さのき牀ニッ.

軽豆逞発汐誤ら延彗逸按し長ぜ報

等

gづLク一ワ勢ネ路遣のど
備

な
整

路
の

遺
ク

状

一
備

環
ワ
整

、ト
の

ス
ツ
点

バ
ネ
拠

イ
報
流

バ
情
物

乱
巍
u

に
お
け
る
商
店
街
の
実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
商
店
街
の
衰
退
の
理
由
と
し
て
約
八
割
の
自
治
体
が

｢商
業
環
境
が
自
動
車
交
通
に
対
応
で
き
な
い
｣
こ
と
を

挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
(図
3
)
。
こ
の
た
め
、
中
心

市
街
地
内
の
道
路
や
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
、
連
続
立
体

交
差
事
業
な
ど
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
点
的
な
整
備
を

推
進
し
、
通
過
交
通
の
排
除
と
中
心
市
街
地
内
の
自
動
車

交
通
の
適
切
な
誘
導
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

(図
4
)。

さ
ら
に
、
誰
も
が
安
全
か
つ
快
適
に
買
い
物
等
が
楽
し

め
る
よ
う
、
歩
行
者
優
先
の
空
間
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

道
路
や
歩
行
者
専
用
道
路
、
歩
車
共
存
道
路
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
交
通
負
荷
の
軽
減
が
進
ん
で
い
る
中
心

市
街
地
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
等
に
お
い
て
は
ト
ラ
ン
ジ

ッ
ト
モ
ー
ル
化

(商
店
街
の
自
動
車
を
排
除
し
て
、
歩
行

者
専
用
空
間
と
し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等
に
、
路
面

電
車
、
バ
ス
、
あ
る
い
は
ト
ロ
ー
リ
ー
バ
ス
等
路
面
を
走

行
す
る
公
共
交
通
機
関
を
導
入
し
た
空
間
を
整
備
す
る
こ

と
)
な
ど
を
進
め
、
中
心
市
街
地
内
の
道
路
を
歩
行
者
･

自
転
車
優
先
の
空
間
と
し
て
再
構
築
す
る
。
ま
た
、
バ
ス
･

路
面
電
車
等
の
公
共
交
通
機
関
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

そ
の
他

も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
都
市
の
道
路
整
備
は
、
コ
ス
ト
、
土
地
利
用
等

7

で
制
約
が
大
き
く
、
短
時
間
の
整
備
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
"

都
市
の
早
急
な
渋
滞
対
策
と
し
て
、
道
路
整
備
に
加
え
、

セ

交
通
需
要
の
調
整
･抑
"制
策

(T
D
M
施
策
)･
交
通
需
要

断

の
転
換
策

(
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
)
を
総
合
的
に
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ト
ラ
ン
ジ

ッ
ト
モ
ー
ル
化
を
は
じ

め
と
す
る
新
規
施
策
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
く
た
め
、

場
所
や
期
間
を
限
定
し
て
国
民
と
と
も
に
施
策
･
事
業
を

試
行
･
評
価
す
る
社
会
実
験
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
と
し

て

い
る
。

中
心
商
業
地
の
組
織
が
十
分
で
な
い

中
心
商
業
地
の
商
業
者
の
リ
ー
ダ
ー
が
い

な
い

個
店
に
魅
力
が
な
く
商
品
の
種
類
も
不
足

し
て
い
る

中
心
商
業
地
の
商
業
者
の
経
営
意
欲
が
不

足
し
て
い
る

…中
心
部
の
商
業
環
境
が
買
い
物
空
間
と
し
て
-

…未
整
備
で
あ
る
た
め

----.----l--.-"---･l
‘-‐‐---‘--･･I･l.---‐-･･--･･--‐-‐‐-‐‐"･･--▼.--･･l-‐｣

注) 人口 2 万人以上の全自治体を対象として実施。
< 資料> 民間都市開発機構 ｢商店街の実態に関するアンケート

調査結果｣ (平成 3年) より建設省作成

図 3 在来中心商業地の地盤沈下の理由

中
心
部
に
立
地
し
て
い
た
施
設
八
文
化

･

行
政

･
教
育
等
V
が
周
辺
に
移
転
し
た
た

中
心
部
の
人
口
が
減
少
し
て
い
る
た
め

薊

外
部
へ
の
大
型
店
や
中
規
模
店
の
出
店
に
…

…よ
る
影
響

中
心
商
業
地
に
あ
る
大
型
店
の
力
が
落
ち

た
一｣
と
に
よ
る
影
響

商
業
環
境
が
自
動
車
交
通
に
対
応
で
き
な
い

た
め

･
道
路
及
び
駐
車
場
な
ど
の
未
整
備
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三

中
心
市
街
地
の
再
生
･
再
構
築
の
た
め
の

面
整
備
の
促
進

都
市
機
能
が
衰
退
し
て
い
る
地
方
都
市
等
の
中
心
市
街

地
に
お
い
て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
市
街
地
再
開
発
事

業
の
面
整
備
事
業
に
よ
る
基
盤
施
設
の
整
備
･
再
整
備
、

低
未
利
用
地
の
集
約
化
、
土
地
利
用
の
再
編
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
他
省
庁
と
の
連
携
に
よ
り
、
商
業
施
設
や
福

祉
、
文
化
等
各
種
生
活
交
流
施
設
の
立
地
を
誘
導
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
活
性
化
を
図
る
。

四

駐
車
対
策
の
推
進

道
路
交
通
の
安
全
と
円
滑
化
を
図
り
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
た
め
、
駐
車
場
の
整
備
や
違
法
駐
車

中心市街地活性化のための交通環境の改善

の
取
締
り
な
ど
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
る
総
合
的

な
駐
車
対
策
を
推
進
す
る
。
こ
の
う
ち
、
公
共
駐
車
場
に

つ
い
て
は
、
都
市
中
心
部
の
駐
車
需
要
が
多
い
も
の
の
民
,

間
主
体
で
は
整
備
が
困
難
な
地
区
な
ど
に
お
い
て
、
道
路

空
間
を
活
用
し
た
地
下
駐
車
場
や
立
体
駐
車
場
の
整
備
を

推
進
す
る
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
へ
の
自
動
車
交
通
需
要

を
軽
減
す
る
た
め
、
郊
外
の
鉄
道
駅
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

等
に
お
い
て
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
ン
ド
駐
車
場
の
整
備
を
推

"

め
る
。

セ

ま
た
･

既
存
の
駐
車
場
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
利
用
を
促
進

擶

4

し
、
路
上
駐
車
や
う
ろ
つ
き
交
通
の
解
消
、
利
用
者
の
利

8

図

便
性
向
上
な
ど
を
図
る
た
め
、
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム
の



整
備
を
推
進
す
る
。

五

中
心
市
街
地
活
性
化
(賑
わ
い
の
地
区
形

成
)
方
策
の
充
実

地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
地
元
の
創
意
工
夫
を
活
か

し
つ
つ
総
合
的
に
展
開
さ
れ
る
取
り
組
み
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
一
〇
年
度
概
算
要
求
に
お
い

て
は
以
下
の
よ
う
な
施
策
を
重
点
的
に
展
開
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

①

賑
わ
い
の
道
づ
く
り
事
業
の
創
設

中
心
市
街
地
の
関
係
者
と
地
元
自
治
体
が
一
体
と

な
っ
て
策
定
す
る
活
性
化
計
画
に
基
づ
き
、
各
種
の

道
路
整
備

(商
店
街
の
通
過
交
通
を
迂
回
さ
せ
る
バ

イ
パ
ス
、
電
線
類
の
地
中
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路

の
整
備
、
モ
ー
ル
化
、
歩
道
の
整
備
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ

ー
ク
、
道
路
修
景
等
)
を
一
括
し
て
採
択
し
、
短
期

集
中
的
に
総
合
的
に
整
備
す
る

｢賑
わ
い
の
道
づ
く

り
事
業
｣
を
創
設
す
る
。
平
成
一
〇
年
度
に
お
い
て
J

は
約
二
〇
地
区
の
中
心
市
街
地
に
お
け
る
商
店
街
に

お
い
て
施
策
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る

(図

5
)
0

②

都
市
再
開
発
関
連
公
共
施
設
等
整
備
促
進
事
業

(仮
称
)
の
創
設

中
心
市
街
地
の
活
性
化
等
都
市
の
再
開
発
を
一
層

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、

市
街
地
再
開
発
事
業
等
の
促
進
に
資
す
る
関
連
道
路
、

1 賑わいの道づくり事業

□
□
□
□
□



武

r

＼
び

を

　　

　
　

　
　　

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
広
場
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
等
の

施
設
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

③

21
世
紀
活
力
圏
創
造
事
業
の
推
進

交
通
環
境
の
改
善
等
と
あ
わ
せ
て
通
産
省
の
商
業
･

産
業
振
興
施
策
を
一
体
的
に
行
う

｢21
世
紀
活
力
圏

創
造
事
業
｣
を
活
用
す
る
。

六

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
建
設
省
で
は
他
省
庁
の
施
策
と
も
連
携

を
図
り
つ
つ
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
地
域
の
取
り

組
み
を
総
合
的
か
つ
重
点
的
に
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い

ろ
%今

後
と
も
、
国
民
の
多
様
な
経
済
･
社
会
の
ニ
ー
ズ
を

反
映
し
つ
つ
、
積
極
的
な
道
路
整
備
を
進
め
て
い
く
所
存

で
あ
り
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
す
る
次
第
で

あ
る
。

メ0 道イテセ 97,9

図 5ー 2 賑わいの道づくり事業
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平
成

一
〇
年
度
道
路
関
係
重
点
施
策

ー梟
ベノ

地
域
活
性
化
を
支
援
す
る
道
路
整
備

道
路
局
地
方
道
課
市
町
村
道
室

は
じ
め
に

大
都
市
圏
へ
の
人
ロ
･
機
能
の
集
中
が
続
く
一
方
、
地

方
部
で
は
生
活
環
境
基
盤
が
確
保
さ
れ
ず
、
過
疎
化
･
高

齢
化
の
進
行
や
雇
用
就
労
機
会
の
減
少
な
ど
、
地
域
の
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
o

多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
に
お
い
て

も
多
様
な
都
市
的
及
び
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
の
享
受
が
可
能

と
な
る
自
立
的
圏
域
の
形
成
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
複
数
の
市
町
村
間
の
交
流
･
連
携
を
促

進
す
る
た
め
、
市
町
村
間
を
連
絡
す
る
交
通
基
盤
の
整
備

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
地
域
の
交
流
･
連
携
の
核
と
な
る
拠
点
の
形
成

を
促
進
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
今
後
の
道
路
行
政

に
お
い
て
、
地
域
間
の
連
携
を
強
化
す
る
道
路
整
備
及
び

地
域
活
性
化
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
支
援
を
行
う
。

二

地
域
連
携
を
促
進
す
る
道
路
整
備
の
推
進

交
通
基
盤
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
地
方
部
に
お
い
て
、

自
立
的
圏
域
の
形
成
を
促
進
す
る
た
め
、
市
町
村
間
を
連

絡
し
、
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
道
路
整
備

を
重
点
的
に
推
進
す
る
。

ー

地
域
連
携
強
化
支
援
道
路
事
業
の
創
設

地
方
部
の
市
町
村
に
お
い
て
は
、
地
域
で
十
分
な
都
市

的
及
び
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な
い
場
合
が
多
い
。

そ
の
た
め
地
域
の
選
択
に
よ
る
広
域
的
な
市
町
村
連
携
に

よ
り
、複
数
市
町
村
に
よ
る
公
共
公
益
施
設
の
共
同
整
備
･

＼　　
崗

＼ '　　　　　
もう
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‐‐‐ ｢地域連携強化支援道路事業｣ の前提条件

公共 ･公益施設の共同整備 ･共同利用等、広域
的な市町村圏を形成するための各市町村の同意

.---‐･･-‐.-----‐

-

-

-

-------------------------"---------------------------
　

｢地域の交流 .連携によ
“
る活性化計国｣ の策定

当該市町村は協力して、 ｢地域の交流 ･連携による活性化計画｣ を策定
･現状の連携の実態
･連携の将来目標の明確化 (救急医療アクセス時間、総合防災カバー人口等の明示)
･各種施設の整備計画や活用計画の策定
･必要な道路銅計画の策定
･道路網の整備効果 (生活改善効果や活性化効果 等) の予測

共
同
利
用
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

｢地
域
連
携
強
化
支
援
道
路
事
業
｣
に
よ
り
、
複
数
の

市
町
村
が
自
ら
の
発
意
に
基
づ
き
公
共
･
公
益
施
設
の
共

･連檄とよる生活改善効果や活性化効果が大きしこと 皿 り
各道路管理者ま協ヵして、道路事業 ･連携計画の実現-こ道路整備が必要不可欠であること 施 、

の実施計画を策定

地域連携強化支援道路事業の実施

同
整
備
･
利
用
等
を
図
る
場
合
に
、
当
該
市
町
村
が
協
力

し
て
策
定
す
る
連
携
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
市
町
村
連

絡
道
路
等
の
整
備
を
重
点
的
に
支
援
す
る
。

ネ ネ 都 2 絡 し 同
｢地域連携強化支援道路事業｣ 実施フロー案 本 ル ル 道 地 道 て 整

事 ･ や 府 形 交 路 策 備

2

交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
整
備
事
業
の
推
進

地
形
的
な
制
約
に
よ
り
、
相
互
の
交
流
が
遅
れ
て
い
る

都
道
府
県
間
、
市
町
村
間
等
を
連
絡
す
る
大
規
模
な
ト
ン

ネ
ル
や
橋
梁
を
重
点
的
に
整
備
す
る
交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン

ネ
ル
･
橋
梁
整
備
事
業
を
推
進
す
る
。

本
事
業
に
よ
り
、
市
町
村
間
の
交
通
不
能
区
間
の
解
消

表 1 新たな奥地等産業開発道路整備五箇年計画の概要

計画規模 (単位 :km、 億円)

区 分

新たな奥産道路
整備計画 (案)

前奧産道路
整備計画 倍 率

A / B
事業量 事妻 事業量 曙費

一般道路事業 582 2,290 575 2,280 1 ･00

地方単独事業 159 630 135 620 1.02

計 741 2 ,920 710 2,900 1.01

調 整 費 120 60 2.00

合 計 741 3,040 710 2 ,960 1.03

あ 模 れ 業 市
い な て の 町
ト ト い 推 村
ン ン る 進 連

指定路線

新たな指定路線 前 指 定 路 線

区 分 路線数 延長(km) 路線数 延長(km)

一般都道府県道

市 町 村 道

小 計

163

69

232

1,887

411

2 ,298

174

84

258

2 4 77

539

2 ,716

主 要 地 方 道 113 2 ,030 101 1 ,922

合 計 345 4 ,328 359 4 ,638

奥
地
等
に
お
い
て
は
、
森
林
資
源
、
水
産
資
源
及
び
観

光
資
源
等
が
十
分
に
あ
り
な
が
ら
、
交
通
条
件
が
悪
く
、

産
業
の
開
発
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
産

や
通
行
規
制
の
解
除
、
連
絡
時
間
の
大
幅
な
短
縮
が
図
ら

れ
、
広
域
的
な
市
町
村
の
連
携
の
強
化
、
生
活
圏
域
の
拡

大
、
観
光
地
客
の
増
加
等
を
支
援
し
、
地
域
の
活
性
化
が

3 促 大 れ
進 、 、

定 新 さ 観 広

3

新
た
な
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の

れ
る

計画目標 (単位 :km、 % )

指定延長
平成9年度末 平成14年度末

改良済延長 改良率 改良済延長 改良率

主 要 地 方 道

一般都道府県道

市 町 村 道

2,030

1,887

411

1,097

632

143

54 ,O

33 .5

34.8

1,434

922

257

70.6

48.9

62.5

合 計 4,328 1,872 43.3 2 ,613 60.4

ノ2 道行セ 97.9



業
開
発
を
図
り
、
福
祉
、
教
育
、
医
療
等
の
生
活
環
境
の

向
上
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
奥
地
等
と
主
要
な
道
路
等
を
連
絡
す
る
道
路

を
、
奥
地
等
産
業
開
発
道
路

(以
下

｢奥
産
道
路
｣
と
い

う
。)と
し
て
指
定
し
、
新
た
な
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整

備
計
画

(案
)
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
計
画
的
に
整

備
を
推
進
す
る
o

な
お
、
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

道
路
の
新
設
又
は
、
改
築
に
要
す
る
費
用
の
国
の
補
助
率

の
特
例
措
置
に
よ
り
重
点
的
な
整
備
を
図
る
。

い
て
、
集
積
の
活
性
化
に
資
す
る
所
管
事
業
を
重
点
的
に

実
施
し
、
地
域
の
振
興
を
支
援
す
る
。

の

建
設
省
支
援
施
策

･
高
速
道
路
、
港
湾
、
空
港
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
等

の
整
備

･
工
場
用
地
等
整
備
の
た
め
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の

実
施

②

通
商
産
業
省
支
援
施
策

･
工
場
、
研
究
施
設
等
整
備
の
た
め
の
助
成
の
実
施

･
法
人
税
等
課
税
の
特
例
措
置
の
設
置

等

③

事
業
実
施
地
区

表
2
の
一
○
地
域
に
つ
い
て
、
平
成
九
年
度
第
一
期
承

認
を
行
っ
た
。

道行セ 97.9 ノ3

表 2 基盤的技術産業集積活性化計画承認地域

地域(都道府県名) 地 域 設 定

北上川流域地域

(岩手県)

北上市
、

水沢市
、

花巻市
、

江刺市
、

金ヶ崎町

県北臨海地域

(茨城県)
市
村

田

海

大

東
陸

、

常
田

、
珂

市

郡

立

、

日

町覇･セニー

市
十

萩

、

高
市

、
}

市

拗
城

ち

茨

た

｣作･
ヒ

ひ

戟鰄
市
町

谷
栄

千

･

小

町
市
部

燕

、

、
市

市
尾珠

栃
市
聯

繃
湘

市
市

岡
附

長

見

富山 ･ 高岡地域

(富山県)
市

町

部
門

矢
大

月
町

肺
杉′′

滑

、

、
町

市
中

湊
婦

新
町

市

尾

町

間

八

同

高

、
福

、
町

、

市
野
町

山

沢

島

富
大
大

金沢 ･ 小松地域

(石川県) 願美工
爪

市
幡
井
町

賀
津
寺
中

加

、

、
山

、
町

町

、

市
灘
塚
町

松
内
七
ロ

小

、

、
辰

、
町

町

、

市

市

松

町

任
々

高
北

松
野

、
川

、

、
町

、

市

町

気

町

沢

来

ノ

上

金
鶴
字
根

大津 ･ 南部地域

G滋賀県)
町
町

韓
輔

噸
町
町

東
口
賀

栗

水

志

市
町
町

山

西

楽

守
甲
信

市

町

町

津
部
賀

草
石
甲

市

町

町

津

洲

山

大

野

土

大阪府中央地域

(大阪府) 、肺
市

柏

、

尾

、
市

八

市

寺

市
穣
耕

ロ

、

、
町

守

市

市

原

、
東

野

美

市

大

曳

、

中

･
、
羽

市

豊

市

、
畷

、
原
市
條

市
松
津
四

堺

、
摂

、

、
市

、
市

市

川

市

阪

阪

屋

真

大

大
寝
門
東

鰔㈱
虹
、

田

町

海
浦

虹
安

中

町

府
瀬

、
黒

弱
町離斯

卿
市

町

町

島
野
尻

広
熊
川

臟
鸚

剤
筒 、獺

市
高

寺

、
町

通

町

尾

善
津
仁

市
籤
町

出

、
間

坂
町
託

、
津

、

鰤
移
廓

丸

、
三

、
市

、

市

寺

町

松
音
中

高
観
豊

欝 踰陽嘉嗽抓
津
御

大
町

町
志
村

合
合
原

富
西
西

市
町
村

池
水
志

菊
泗
旭

市
町
町

本
志
城

熊
合
益

2

S
A
･
P
A
を
活
用
し
た
地
域
拠
点
整
備
の
推
進

高
速
道
路
等
の
S
A
･
P
A
と
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け

る
地
域
振
興
施
設

(商
業
施
設
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
等
)
と
の
一
体
的
整
備
を
促
進
す
る
。

(整
備
例

佐
久
平
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
)

上
信
越
自
動
車
道
佐
久
平
P
A
に
隣
接
す
る
平
尾
山
公

三

地
域
活
性
化
の
拠
点
の
形
成
を
支
援
す
る

道
路
整
備
の
推
進

地
方
部
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
地
域

の
交
流
･
連
携
の
核
と
な
る
拠
点
を
形
成
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
産
業
･
文
化
･
生
活
等
の
拠
点
を
形
成

す
る
た
め
の
施
設
の
立
地
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。

1

新
産
業
創
出
基
盤
形
成
事
業

産
業
空
洞
化
の
影
響
を
受
け
て
い
る
製
造
業
、
機
械
修

理
業
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
等
の
産
業
集
積
の
活
性
化
を
図
り
、

地
域
産
業
の
自
立
的
発
展
の
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
、
新

産
業
創
出
基
盤
形
成
事
業
を
実
施
す
る
。

本
事
業
で
は
、
通
商
産
業
省
、
運
輸
省
と
と
も
に

｢特

定
産
業
集
積
の
活
性
化
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
｣
を
所
管

し
、
産
業
空
洞
化
の
影
響
を
受
け
て
い
る
産
業
集
積
に
お



プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
上
で
不
可
欠
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
確
保
す
る
バ
イ
パ
ス
、
拡
幅
等
の
道
路
事
業
を
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
に
併
せ
、
計
画
的
に
推
進
す
る
。

ま
た
、
学
校
、
公
園
等
の
施
設
整
備
に
あ
わ
せ
て
、
施

設
の
利
用
に
欠
か
せ
な
い
ア
ク
セ
ス
道
路
等
、
関
連
す
る

道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

4

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
真
に

豊
か
さ
の
感
じ
ら
れ
る
生
活
空
間
を
実
現
し
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
に
残
さ
れ
て
い
る
伝
統
的
･
歴

史
的
･
文
化
的
な
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
地
区
内
の
各
種
の
道
路
整
備
を
一
体
的
に

実
施
す
る
く
ら
し
の
み
ち
づ
く
り
事
業
や
、
幹
線
道
路
の

整
備
と
併
せ
、
周
辺
の
公
園
や
緑
地
等
の
整
備
を
行
う
街

並
み
･
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
を
推
進
す
る
。

こ
の
よ
う
な
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
活
か
し
た
特
色

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
、
個
々
の
地
域
に
お
け
る
活

力
と
個
性
を
生
み
出
し
、
豊
か
さ
の
実
感
で
き
る
生
活
空

間
が
創
造
さ
れ
る
。

5

道
の
駅
の
整
備

地
方
公
共
団
体
等
の
設
置
す
る
物
産
館
や
郷
土
資
料
館

等
の
地
域
振
興
施
設
の
整
備
と
連
携
し
て
、
｢道
の
駅
｣
の

整
備
を
推
進
し
、
道
の
駅
に
よ
る
地
域
情
報
の
発
信
を
支

園
と
を

一
体
的
に
整
備
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を

初
め
と
す
る
屋
外
遊
具
や
多
目
的
広
場
が
整
備
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
冬
期
に
は
、
人
工
降
雪
に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ

レ
ン
デ
と
し
て
隣
接
し
て
い
る
ス
キ
ー
場
と

一
体
と
な
っ

た
利
用
が
さ
れ
て
い
る
。

3

地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援

地
域
活
性
化
の
拠
点
の
形
成
を
支
援
す
る
た
め
、
現
在

計
画
さ
れ
て
い
る
地
方
拠
点
都
市
地
域
整
備
等
の
種
々
の

援
す
る
。

｢道
の
駅
｣
は
、
疲
労
に
起
因
す
る
交
通
事
故
の
防
止

な
ど
を
図
る
た
め
の
休
憩
機
能
の
ほ
か
、
人
･
歴
史
･
文

化
等
の
地
域
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
情
報
交
流
機
能
、

地
域
内
及
び
地
域
間
の
連
携
の
場
と
し
て
の
地
域
の
連
携

機
能
の
三
つ
の
機
能
を
併
せ
持
つ
複
合
型
休
憩
施
設
と
し

て
地
域
の
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。

四

お
わ
り
に

道
路
の
整
備
は
直
接
的
に
地
域
活
性
化
に
結
び
つ
く
も

の
で
は
な
く
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
各
種
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
道
路
は
地

域
づ
く
り
の
主
役
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
サ
ポ
ー
ト
的
な

施
設
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
交
通
基
盤
が
脆
弱
な
地
域
で
地
域
づ
く
り
が

で
き
な
い
の
も
事
実
で
あ
り
、
鉄
道
等
の
公
共
交
通
基
盤

が
皆
無
な
地
方
部
に
お
い
て
は
、
道
路
の
整
備
が
依
然
と

し
て
強
く
望
ま
れ
て
い
る
o

こ
の
た
め
、
本
稿
で
述
べ
た
各
種
施
策
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
自
治
体
や
地
元
住
民
等
の
各
種
の
取
り
組
み
と

の
有
機
的
な
連
携
の
も
と
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
た
い
。

メイ 道イテセ 97.9
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↑

平
成
一
〇
年
度
道
路
関
係
重
点
施
策
こ
ぎ
J

tゞ

“
#

“

嚢
心
し
て
住
め
る
国
土
の
実
現

道
路
局
企
画
課
道
路
防
災
対
策
室

一

概

要

我
が
国
は
災
害
が
発
生
し
や
す
い
厳
し
い
自
然
条
件
下

に
あ
る
。
特
に
阪
神
･
淡
路
大
震
災
等
の
大
災
害
を
契
機

に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
国
土
づ
く
り
を
求
め

る
声
が
強
ま
っ
て
い
る
。
道
路
は
、
国
民
生
活
や
社
会
経

済
活
動
を
支
え
る
最
も
基
礎
的
な
社
会
資
本
で
あ
り
、
災

害
に
強
い
道
路
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
国
土
の
実
現
の
上
で
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
の
り
面
等
の
防
災
対
策
や
緊
急
輸
送
道
路
の
耐

震
補
強
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
、
防
災
管
理
体
制
の
強
化
な
ど

の
ソ
フ
ト
面
の
両
面
か
ら
防
災
対
策
、
危
機
管
理
へ
の
対

応
を
強
化
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
雪
国
の
冬
期
の
暮
ら
し
の
安
心
と
地
域
の
振
興

を
図
る
た
め
、
平
成
一
○
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新
た
な

積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道
路
交
通
確
保
五
箇
年
計
画
を
策
定

し
て
雪
寒
事
業
を
実
施
し
、
冬
期
の
安
全
で
快
適
な
通
行

を
確
保
す
る
。

二

平
成
一〇
年
度
重
点
施
策

1

重
点
的
な
防
災
事
業
の
実
施

災
害
の
未
然
防
止
、
災
害
の
拡
大
防
止
、
迅
速
な
災
害

復
旧
を
図
る
た
め
、
道
路
防
災
総
点
検
に
基
づ
く
防
災
･

震
災
対
策
事
業
や
、
管
理
体
制
の
強
化
を
推
進
す
る
。
こ

の
う
ち
、
防
災
･
震
災
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
一

○
年
度
か
ら
始
ま
る
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
㈱
に

お
い
て
、
次
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
き
、
事
業
を
実
施
す

る
･0な

お
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
推
進
に
必
要
な
事
業
費
と
し

て
、
平
成
一
〇
年
度
に
は
、
四
、
六
七
九
億
円

(公
共
)

を
要
求
し
て
い
る
。

①

豪
雨
等
に
対
す
る
安
全
性
･
信
頼
性
の
確
保

平
成
八
･
九
年
度
に
実
施
し
た
道
路
防
災
総
点
検

に
基
づ
き
、
緊
急
的
に
防
災
対
策
が
必
要
と
判
断
さ

れ
た
の
り
面
等
約
五
六
、
七
○
○
箇
所
に
つ
い
て
、

重
点
的
に
対
策
を
実
施
し
、
今
後
五
箇
年
間
で
概
成

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
平
成
一
〇
年
度
に

は
、
こ
の
う
ち
、
約

一
四
、
○
○
○
箇
所
に
つ
い
て

対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
平
成
八
年
二
月
の
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事

故
を
踏
ま
え
た
緊
急
点
検
に
基
づ
く
の
り
面
対
策
に

つ
い
て
は
、
平
成
一
〇
年
度
内
に
当
面
必
要
な
対
策

を
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

②

地
震
等
に
対
す
る
安
全
性
･
信
頼
性
の
確
保

道
路
防
災
総
点
検
に
基
づ
き
、
道
路
構
造
物
の
耐
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震
補
強
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
五
箇

年
間
で
約
三
八
、
五
〇
〇
箇
所
に
つ
い
て
重
点
的
に

対
策
を
行
い
、
緊
急
輸
送
道
路
上
の
橋
梁
の
耐
震
補

強
を
概
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
平
成
一

〇
年
度
に
は
、
こ
の
う
ち
、
約
一
0
、
○
○
○
箇
所

の
橋
梁
等
に
つ
い
て
、
耐
震
補
強
を
実
施
す
る
。

2

沿
道
施
設
等
を
含
め
た
緊
急
輸
送
道
路
の
耐
震
性
の

向
上
の
検
討

災
害
発
生
時
に
お
け
る
緊
急
輸
送
活
動
を
円
滑
に
実
施

す
る
た
め
に
は
、
道
路
構
造
物
の
耐
震
補
強
だ
け
で
な
く
、

沿
道
施
設
等
も
含
め
た
総
合
的
に
耐
震
性
の
高
い
道
路
空

間
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
平
成

一
〇
年
度
は
、
市
街
地
に
お
い
て
緊
急
輸
送
道
路
の
沿
道

施
設
、
占
用
物
件
等
に
つ
い
て
耐
震
性
を
点
検
し
、
こ
れ

ら
を
含
め
た
耐
震
性
の
高
い
道
路
空
間
の
整
備
手
法
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

3

防
災
管
理
体
制
の
強
化

災
害
の
発
生
を
で
き
る
限
り
防
止
す
る
と
と
も
に
、
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
防
災
事
業
の
実
施
に

加
え
、
情
報
化
や
地
域
と
の
連
携
･
協
力
な
ど
の
ソ
フ
ト

面
も
組
み
入
れ
、
総
合
的
な
道
路
防
災
管
理
の
強
化
･
高

度
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
次
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
進
め
る
。

①

道
路
防
災
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築

道
路
防
災
総
点
検
に
基
づ
き
、
斜
面
等
の
監
視
の

ポ
イ
ン
ト
や
適
切
な
点
検
時
期
等
を
記
し
た
防
災
カ

ル
テ
を
作
成
し
、
さ
ら
に
移
動
電
子
端
末
等
を
活
用

し
て
、
災
害
要
因
を
よ
り
効
果
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る

管
理
方
法
を
全
国
的
に
導
入
す
る

(図
1
)。

図 1 道路防災管理システムの概念
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②

防
災
管
理
体
制
の
強
化

地
域
住
民
等
と
連
携
し
て
、
斜
面
等
の
監
視
、
異

常
の
通
報
を
行
う
監
視
･
防
災
管
理
を
行
う
体
制
づ

く
り
や
、
大
規
模
な
道
路
災
害
が
発
生
し
た
際
の
、

道
路
管
理
者
間
で
の
復
旧
機
材
、
人
員
の
相
互
支
援

体
制
の
強
化
に
努
め
る
。

③

岩
盤
斜
面
等
の
計
測
技
術
の
開
発

岩
盤
斜
面
の
崩
落
に
つ
い
て
は
、
発
生
事
例
、
計

測
事
例
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
崩
壊
発
生
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
は
じ
め
と
し
て
不
明
な
部
分
が
多
い
。
こ
の

た
め
、
全
国
八
箇
所
で
岩
盤
斜
面
の
現
地
計
測
を
実

施
し
、
計
器
観
測
に
よ
る
岩
盤
斜
面
の
管
理
の
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

4

雪
国
の
暮
ら
し
を
支
え
る
冬
期
の
安
全
で
円
滑
な
道

路
交
通
の
確
保

平
成
一
○
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新
た
な
積
雪
寒
冷
特

別
地
域
道
路
交
通
確
保
五
箇
年
計
画

(計
画
規
模

一
兆

四
、
三
〇
〇
億
円
)
を
策
定
し
、
雪
寒
施
策
を
推
進
す
る
。

こ
の
た
め
に
必
要
な
事
業
費
と
し
て
、
平
成
一
〇
年
度
は
、

一
、
二
四
九
億
円

(公
共
)
を
要
求
し
、
次
の
課
題
に
取

り
組
む

(図
2
)。

①

新
し
い
交
流
･
連
携
時
代
に
お
け
る
冬
期
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
確
保

拠
点
間
を
結
ぶ
主
要
な
広
域
幹
線
道
路
を
中
心
に
、

重
点
的
な
除
雪
、
防
雪
事
業
を
推
進
す
る
。

②

安
全
な
歩
行
空
間
･
快
適
で
魅
力
あ
る
生
活
空
間

の
形
成

冬
期
の
交
通
支
障
箇
所
と
な
る
凍
結
路
面
箇
所
等

に
つ
い
て
、
重
点
的
に
消
雪
施
設
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
中
心
市
街
地
や
通
学
路
、
福
祉
施
設
周
辺
等

に
お
け
る
歩
行
空
間
を
確
保
す
る
。
ま
た
、
流
雪
溝

を
整
備
し
、
地
域
と
連
携
し
た
雪
処
理
を
進
め
る
。

③

安
全
･
信
頼
性
を
支
え
る
冬
期
道
路
交
通
情
報
の

提
供
の
充
実
、
技
術
開
発

凍
結
路
面
検
知
器
、
気
象
情
報
収
集
装
置
等
の
整

備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
除
雪
機
械
の
省
力
化
･
省

人
化
、
冬
期
交
通
の
安
全
支
援
技
術
等
の
技
術
開
発

を
進
め
る
。
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今
年
も
八
月
一
〇
日
の
｢道
の
日
｣
を
記
念
し
て
、
｢道

の
日
｣
実
行
委
員
に
よ
る
中
央
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
で
の
ウ
オ
ー
ク
と
、
東

京
･
お
台
場
で
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
二
本
立
て
。
約
一

五
〇
名
の
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
、
お
台
場
を
訪
れ
た
多
く
の

方
々
、
さ
ら
に
は
報
道
各
社
を
通
じ
て
全
国
の
方
に

｢道

の
日
｣
の
趣
旨
を
P
R
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
｢道
の
日
｣親
子
ウ
オ
ー
ク

･
日
時
…
平
成
九
年
八
月
一
〇
日
㈲

9
…
"
i
12
…
節

･
日
時
…
平
成
九
年
八
月
一
〇
日
㈲

9
…
00
i
12

･
会
場
…
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
橋
梁
部

(千
葉
県
木
更
津
市
)

木
更
津
市
で
は
、
今
年
一
二
月
一
八
日
供
用
予
定
の
自

動
車
専
用
道
路

｢東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
｣
の
橋
梁
部
を

歩
き
、
人
と
人
、
地
域
と
地
域
を
結
ぶ
道
路
の
役
割
を
体

感
し
て
い
た
だ
く
親
子
ウ
オ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

公
募
で
選
ば
れ
た
約
一
五
〇
名
の
参
加
者
と
、
約
五
〇

名
の
報
道
陣
は
、
午
前
九
時
に
袖
ヶ
浦
市
庁
舎
に
集
合
し
、

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
接
岸
地
で
あ
る
木
更
津
料
金
所
に
移
動
。

料
金
所
広
場
で
は
、
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
陣
内
貴
美
子
さ
ん

(元
五
輪
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
･
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ス
タ
ー
)

と

｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会
の
天
目
石
事
務
局
長
が
元
気

よ
く
出
発
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
午
前
一
〇
時
、
参
加
者

は
バ
ス
に
乗
り
込
ん
で
橋
梁
上
を
一
路
｢海
ほ
た
る
｣
(木

更
津
人
工
島
)
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

海
ほ
た
る
の
手
前
で
U
タ
ー
ン
し
、
海
抜
約
四
0
m
の

最
高
点
か
ら
、
い
よ
い
よ
ウ
オ
ー
ク
の
開
始
。
照
り
つ
け

る
太
陽
と
潮
風
の
中
を
、
日
本
道
路
公
団
、
東
京
湾
横
断

道
路
㈱
職
員
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
約
四
如
の
復
路
を

一
時
間
か
け
て
料
金
所
ま
で
歩
き
ま
し
た
。
一
二
月
の
供

用
後
は
歩
け
な
い
場
所
で
あ
り
、
特
に
子
供
た
ち
は
、
近

づ
く
カ
モ
メ
に
歓
声
を
上
げ
大
喜
び
で
し
た
。

報
道
陣
も
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
伝
え
よ
う
と
、
職
員
や

参
加
者
に
盛
ん
に
カ
メ
ラ
や
マ
イ
ク
を
向
け
質
問
。
参
加

者
は
｢雲
の
上
を
歩
い
て
い
る
よ
う
｣
｢開
通
す
る
と
歩
い

て
渡
れ
な
い
の
で
一
生
に
一
度
の
思
い
出
｣｢橋
が
と
て
も
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長
い
の
で
驚
い
た
｣
な
ど
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
報
道
に
つ
い
て
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
取
材
し

た
放
送
局
が
昼
の
ニ
ュ
ー
ス
で
放
送
す
る
な
ど
、
当
日
の

昼
か
ら
翌
日
の
朝
に
か
け
て
各
局
の
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
聞
報
道
は
翌
日
が
休
刊
日
だ

っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
複
数
の
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
等
で
取
り

上
げ
ら
れ
、
大
き
な
P
R
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

｢道
の
日
｣
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
･
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

･
日
時
"
平
成
九
年
八
月
一
〇
日
㈲

的
…
卸
-
お
"
00

･
会
場
…
お
台
場

潮
風
公
園
太
陽
の
広
場

(東
京
都
品
川
区
)

お
台
場
で
は
、
臨
海
副
都
心
を
訪
れ
る
家
族
連
れ
等
に
、

ゲ
ー
ム
や
ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
道
と
く
ら

し
と
の
関
わ
り
を
訴
え
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
中
部
地
方
建
設
局
の
有
志
に
よ
る
バ

ン
ド

｢
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
｣
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
ア

ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
親
子
そ
ろ
っ
て
熱
心
に

鑑
賞
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
広
場
内
に
は
、
全
国
四
七
都
道
府
県
と
道
路
関

係
公
団
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

｢ふ
れ
あ
い
の
道
｣
の
パ
ネ
ル

が
飾
ら
れ
、
パ
ネ
ル
を
見
て
ク
イ
ズ
に
答
え
る

｢道
の
ク

イ
ズ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
｣
に
は
子
供
を
中
心
に
約
五
〇
〇
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た

(全
問
正
解
者
に
は

｢道
の
日
｣
T

シ
ャ
ツ
な
ど
の
記
念
品
を
進
呈
)。

メ
イ
ン
と
な
る

｢道
の
日
｣
セ
レ
モ
ニ
ー
は
午
後
二
時

三
〇
分
か
ら
ス
テ
ー
ジ
上
で
実
施
。
来
賓

(道
路
局
長
、

都
市
局
長
、
川
崎
市
長
、
木
更
津
市
長
)
の
紹
介
、
｢道
の

日
｣
実
行
委
員
会
浅
井
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
今

年
初
め
て
一
般
か
ら
募
集
し
た

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣

推
進
標
語
の
表
彰
式
、
さ
ら
に
、
午
前
中
東
京
湾
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
を
見
学
し
た
川
崎
と
木
更
津
の
親
子
代
表
、
陣
内

貴
美
子
さ
ん
、
川
崎
市
長
、
木
更
津
市
長
に
よ
る
ミ
ニ
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
午
後
三
時
、
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

｢道の日｣ ロードパーク ･フェスティバル

来
場
者
は
、
途
中
か
ら
合
流
し
た
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
見
学

者
と
、
川
崎
市

｢道
の
日
｣
行
事
参
加
者
を
含
め
、
延
べ

六
、
0
0
0
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

最
後
に

今
年
は
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
加
え
、
話
題
性
の
あ
る

行
事
を
実
施
し
て
、
｢道
の
日
｣
の
意
義
を
報
道
各
社
を
通

じ
全
国
に
発
信
す
る
と
い
う
試
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多

く
の
方
か
ら

｢テ
レ
ビ
で
見
た
｣
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、

目
的
は
一
応
達
成
さ
れ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
歩
い
た
方
や
、
お
台
場
を
訪
れ
た
方
に

も
道
路
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま

す
。最

も
基
礎
的
な
社
会
資
本
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
ま
り
に

も
身
近
で
あ
る
た
め
に
そ
の
存
在
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な

道
路
に
つ
い
て
、
今
後
と
も

｢道
の
日
｣
が
そ
の
重
要
性

を
再
認
識
す
る
契
機
と
な
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
b

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
行
事
の
実
施
に
当
た
り
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
方
面
の
皆
様
に
こ

の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

道行セ 97.9 メタ
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平
成
九
年
度

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
活
動
報
告

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

2 0 道行セ 97.9

お
年
寄
り
ま
で
の
幅
広
い
世
代
の
人
々
に
様
々
な
行
事
を

通
じ
て
、
道
路
整
備
の
必
要
性
や
道
路
の
持
っ
て
い
る
役

割
、
使
い
方
等
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
各
種
運
動
を
展
開
し
て
き
た
。

そ
し
て
本
年
度
も
八
月
一
日
か
ら
八
月
三
一
日
ま
で
の

一
カ
月
間
を

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
と
し
て
、
国
民
生

活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
道
路
を
良
好
に
保
持
す
る
た

め
、
交
通
安
全
施
設
等
の
点
検
と
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

道
路
の
正
し
い
利
用
の
指
導
と
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
を

図
る
こ
と
と
し
た
。

官庁街の道路清掃の様子

建
設
省
で
は
、
道
路
の
意
義
･
重
要
性
に
対
す
る
国
民

の
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
毎
年
八
月
を

｢道
路
を
ま

も
る
月
間
｣
と
し
た
。

本
月
間
は
、
道
路
を
常
に
広
く
美
し
く
、
安
全
に
利
用

す
る
気
運
を
高
め
る
た
め
、
地
方
自
治
体
等
の
道
路
管
理

者
と
と
も
に
関
係
機
関
と
協
力
し
て
全
国
各
地
で
各
種
施

策
を
実
施
し
て
い
る
o

早
い
も
の
で
本
月
間
も
今
年
で
四
〇
回
目
を
迎
え
た
が
、

そ
の
間
、
建
設
省
を
は
じ
め
と
す
る
各
道
路
管
理
者
は
、

関
係
省
庁
、
関
係
団
体
等
の
協
力
を
得
つ
つ
、
子
供
か
ら

平成9年度
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ま
た
、
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
の
中
心
行
事
と
し
て
、

｢道
の
日
｣
(八
月
一
〇
日
)が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
道
路

の
意
義
･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
道
路
愛
護
の

精
神
を
高
め
る
た
め
、
本
年
度
も
全
国
各
地
で
八
月
一
〇

日
の

｢道
の
日
｣
を
中
心
に
パ
レ
ー
ド
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

道
路
清
掃
な
ど
の
道
に
ち
な
ん
だ
行
事
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
八
月
六
日
困
午
前
八
時
四

五
分
か
ら
九
時
三
〇
分
ま
で
、
建
設
省
道
路
局
、
関
東
地

方
建
設
局
の
主
催
に
よ
る

｢霞
が
関
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
作

戦
｣
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
一
般
国
道
一
号

(桜
田
通
り
)
の
警
視
庁
前

｢道路をまもる月間｣ 推進標語審査会の模様

最優秀受賞者の西村和子さん(右)と司会の中村江理子さん

桜
田
門
交
差
点
か
ら
虎
ノ
門
交
差
点
ま
で
の
約
一
如
の
歩

道
や
緑
地
帯
を
、
沿
道
の
官
庁
や
ビ
ル
な
ど
に
勤
務
さ
れ

て
い
る
方
々
約
三
七
〇
名
が
箒
、
熊
手
等
を
手
に
清
掃
を

行
い
、
快
い
汗
を
流
す
と
と
も
に
通
勤
途
中
の
方
々
に
も

道
路
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

さ
ら
に
、道
路
管
理
者
の
み
な
ら
ず
道
路
利
用
者
の
方
々

に
、
生
活
の
向
上
と
経
済
の
発
展
に
結
び
つ
き
を
持
つ
国

民
共
有
の
財
産
で
あ
る
道
路
を
安
全
で
快
適
な
も
の
と
し

て
維
持
し
、
子
孫
に
受
け
継
い
で
い
く
と
い
う
認
識
に
た

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣推
進
標

語
を
広
く
一
般
か
ら
募
集
し
、
改
め
て
道
路
の
重
要
性
に

{＼

式

　　

　
　

,ふ
む
き
表

つ
い
て
、
多
く
の
方
々
に
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
道
路
愛
護
の
普
及
と
高
揚
を
図
る
こ
と
と

し
た
。

推
進
標
語
は
、
｢国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
道
路
は
、
常

に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
｣
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
全
国
か
ら
下
は
六
歳
か
ら
上
は
九
三
歳
ま
で
の
幅

広
い
方
々
か
ら
一
、
三
七
九
点
も
の
応
募
が
あ
り
、
渡
辺

文
雄
(俳
優
)/
審
査
委
員
長
、
陣
内
貴
美
子
(ス
ポ
ー
ツ

キ
ャ
ス
タ
ー
)、
浅
井
新
一
郎

(｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会

会
長
)、
佐
藤
信
彦

(建
設
省
道
路
局
長
)
の
各
氏
に
よ
り

審
査
が
行
わ
れ
、
最
優
秀
作
/
建
設
大
臣
賞
一
点
、
優
秀

作
/
建
設
省
道
路
局
長
賞
五
点
が
選
定
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
八
月
一
〇
日
㈱
に
都
立
潮
風
公
園

(臨
海
副

都
心
)
で
行
わ
れ
た

｢道
の
日
｣
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
･
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、
平
成
九
年
度

｢道
路
を
ま
も
る

月
間
｣
推
進
標
語
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、
最
優
秀
作
品

を
作
ら
れ
た
京
都
府
城
陽
市
の
西
村
和
子
さ
ん
、
優
秀
作

品
を
作
ら
れ
た
宮
城
県
鴬
沢
町
の
菅
原
広
美
さ
ん
、
広
島

県
福
山
市
の
坂
本
由
布
子
さ
ん
、
富
山
県
礪
波
市
の
関
伸

一
さ
ん
、
宮
城
県
岩
出
山
町
の
佐
々
木
ト
シ
さ
ん
、
千
葉

県
多
古
町
の
安
藤
富
枝
さ
ん

(代
理
/
安
藤
正
彦
さ
ん
)

に
、
審
査
員
長
の
渡
辺
文
雄
さ
ん
か
ら
賞
状
が
、
審
査
員

の
陣
内
貴
美
子
さ
ん
か
ら
副
賞
が
手
渡
さ
れ
た
。

表
彰
後
の
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
西
村
和
子

さ
ん
か
ら

｢今
の
道
路
は
、
車
の
た
め
の
道
路
。
歩
行
者

の
た
め
の
道
路
を
作

っ
て
欲
し
い
。｣
と
の
道
路
に
つ
い
て

道イテセ 97.9 2〆



の
感
想
を
頂
い
た
の
ち
、
渡
辺
文
雄
さ
ん
か
ら

｢審
査
に

当
た
っ
て
の
総
評
｣
を
以
て
平
成
九
年
度

遜

路
を
ま
も

坊
H
O
K
K
A
I
D
O
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

る
月
間
｣
推
進
標
語
表
彰
式
は
幕
を
閉
じ
た
。

な
お
、
選
ば
れ
た
標
語
は
、
本
月
間
期
間
中
に
道
路
情

報
板
等
に
掲
示
し
た
ほ
か
、
最
優
秀
作
品

｢よ
ち
よ
ち
歩

き
の
私
に
は

ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
で
も

と
お
せ
ん
ぼ
｣
を

北
海
道
開
発
局
で
は
、
今
年
度
も
八
月
の

｢道
路
を
ま

使
っ
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
役

も
る
月
間
｣
及
び
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に

立

っ
て
い
る
。

そ
っ
て
、
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

(北
海
道

次
に
各
地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣

及
び

｢道
の
日
｣
の
行
事
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

受賞者のみなさんと審査員、 司会の中村江里子さん

開
発
局
･
北
海
道
･
各
市
町
村
･
日
本
道
路
公
団
の
各
道

路
管
理
者
共
催
)
を
組
織
し
、
各
種
協
賛
団
体
の
協
力
を

得
て
、
『ぬ
く
も
り
と
豊
か
さ
を
育
む
北
の
道
』を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
と
し
て
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
道
内
各
地
に
お
い
て

開
催
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
札
幌
市
に
お
い
て
は
、
八
月
一
〇

日
の

｢道
の
日
｣
に
、
札
幌
市
内
中
心
部
に
あ
る
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

｢
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
｣
を

会
場
と
し
て
、
『
97
H
O
K
K
A
I
D
0
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
を
実
施
し
た
。

サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
ア
ト
リ
ュ
ー
ム
内
の
ス
テ

ー
ジ
で
は
、
｢道
の
日
｣記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
実
行
委
員

長
の
挨
拶
の
後
、道
内
各
地
か
ら
多
数
応
募
の
あ
っ
た
｢道

の
日
｣
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

･
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

式
、
道
を
テ
ー
マ
と
し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
道
の
日
ク
イ

ズ
大
会
の
ほ
か
、
、ト
ー四
駆
レ
ー
ス
等
が
行
わ
れ
、
終
始

和
や
か
な
楽
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
会
場
に
は
、
子
供

た
ち
の
歓
声
が
響
き
わ
た
っ
て
い
た
。
ま
た
、
会
場
で
は
、

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り

･
輪
投
げ
な
ど
の
縁
日
コ
ー
ナ
ー
、
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト

･
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展
示
コ
ー

ナ
ー
、
道
の
駅
物
産
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
と
と
も
に
、
ミ

ス
札
幌
と
道
路
管
理
者
の
代
表
に
よ
る
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
配

子供たちに囲まれる『M r.D o』

北
海
道
開
発
局

第



布
を
行
い
、
道
路
の
意
義
･
重
要
性
、
道
路
の
正
し
い
利

用
、
道
路
愛
護
思
想
の
啓
蒙
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
で
は
、
H
O
K
K

A
I
D
O
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
更
な
る
充
実
･
発
展

を
図
る
た
め
、
今
年
度
か
ら

｢み
ち
の
大
切
さ
を
つ
た
え

あ
る
く
｣
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

『M
r
･
D

o
』
(ミ
ス
タ
ー

･
ド
ゥ
)
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
に
囲
ま
れ
た
M
r
･
D

o
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
握
手
攻
め
に
あ
い
、
汗
だ
く
に
な
り

な
が
ら
も
嬉
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
た
。

札
幌
市
以
外
の
会
場
で
は
、
留
萌
市
内
の
開
発
事
務
所

構
内
に
お
い
て
、
地
元
小
学
校
の
児
童
と
父
兄
の
約
四
〇

名
を
招
き
、
除
雪
車
、
清
掃
車
、
散
水
車
、
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
等
の
維
持
用
機
器
の
試
乗
･
見
学
会
を
行
っ
た
。
子

供
た
ち
が
普
段
何
気
な
く
見
て
い
る
維
持
用
機
械
も
、
実

際
に
近
づ
い
て
乗
っ
て
み
る
と
、
予
想
以
上
に
大
き
く
、

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
に
試
乗
し
た
子
供
た
ち
か
ら
は

｢か

っ
こ
い
い
な
ー

･
で

っ
か
い
な
ー
｣
と
い
う
声
が
上
が
っ

た
。
残
念
に
も
雨
の
中
で
の
試
乗
･
見
学
会
と
な
っ
た
が
、

道
路
を
安
全
に
き
れ
い
に
保
つ
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、

身
を
も
っ
て
感
じ
て
も
ら
え
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
他
の
会
場
に
お
い
て
も
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

･

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
等
を
展
示
し
た
道
路
パ
ネ

ル
展
、
パ
レ
ー
ド
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
道
路
工
事
現

場
見
学
会
等
が
各
地
で
実
施
さ
れ
、
各
行
事
と
も
多
く
の

方
々
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
改
め
て
道
路
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

道
内
各
地
の
実
行
委
員
会
、
各
協
賛
団
体
の
方
々
に
は
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
も

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
及
び

｢道
の
日
｣
の
充

実
を
図
り
、
道
路
の
正
し
い
利
用
、
道
路
の
重
要
性
、
道

路
整
備
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
P
R
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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｢道
路
を
ま
も
る
月
間

･
道
の
日
｣
の
取
り
組
み

東
北
地
方
建
設
局

(秋
田
工
事
事
務
所
)

｢道
路
･
み
ち

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
餅
｣

維持用機械見学 ･試乗会 真剣な
眼差しで説明に聞き入る子供たち

東
北
地
方
建
設
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
を
ま
も
る
月

間
｣
及
び
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
そ
い
、

道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
べ
く
本
局
を
は
じ
め
と
し
て

各
事
務
所
で
種
々
の
行
事
を
実
施
し
た
。
簡
単
に
主
な
も

の
を
紹
介
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

青
森
…
｢道
路
パ
ネ
ル
展
｣

(青
森
工
事
事
務
所
)

岩
手
…

｢ザ

･
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
野
｣

(岩
手
工
事
事
務
所
)

｢道
路
展
野
m
宮
古
｣
(三
陸
国
道
工
事
事
務
所
)

秋
田
…

｢
口
!
ド
フ
ェ
ア
あ
き
た
卵
｣

(湯
沢
工
事
事
務
所
)

(能
代
工
事
事
務
所
)

｢街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣

山
形
"
｢愛
し
の
道
路
フ
ェ
ス
タ
甥
｣(山

形
工
事
事
務
所
)

｢か
わ
と
ぴ
あ
&
道
の
日
野
｣(酒

田
工
事
事
務
所
)

福
島
…
｢道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣
(福
島
工
事
事
務
所
)

｢
マ
リ
ン
ロ
ー
ド

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

イ
ン



相
双

･
い
わ
き
｣

(磐
城
国
道
工
事
事
務
所
)

｢I

L
O
V
E

R
O
A
D

郡
山
坊
｣

(郡
山
国
道
工
事
事
務
所
)

宮
城
県
内
で
は
、
八
月
五
日
関
に
道
路
を
ま
も
る
月
間

実
行
委
員
会

(東
北
地
方
建
設
局
及
び
仙
台
工
事
事
務

所
･
東
北
幹
線
道
路
調
査
事
務
所
･
宮
城
県
･
仙
台
市
･

日
本
道
路
公
団
東
北
支
社
･
宮
城
県
道
路
公
社
)
主
催
の

｢道
路
フ
ェ
ア
ー
坊
｣
が
仙
台
市
宮
城
野
区
の

｢国
際
ゆ

め
交
流
博
覧
会
｣
会
場
内
で
開
催
さ
れ
た
。

イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
宮
城
県
立
多
賀
城
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、

主
催
者
代
表
挨
拶
に
引
き
続
き
、
仙
台
市
内
の
小
学
生
の

応
募
に
よ
る

｢道
路
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
｣
と
東
北
地
方

開会のあいさつをする青山局長

の
道
路
を
対
象
と
し
た

｢東
北
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
｣
の
入
賞
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
今
年
は
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
に
は
三
、
九
八
五
点
、
写
真
に
は
三
、
0
二
三

点
も
の
応
募
が
あ
り
、
回
数
を
重
ね
る
毎
に
た
く
さ
ん
の

優
秀
作
品
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
入
賞
作
品
は
、
東
北
地
方
建
設
局
等

で
出
展
し
て
い
る
建
設
ド
ー
ム
み
ら
い
都
市
パ
ビ
リ
オ
ン

に
八
月
三
一
日
ま
で
展
示
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
今
年
の
｢
パ
リ
･

ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー
｣
で
日
本
人
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
初
の

総
合
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
篠
塚
建
次
郎
氏
の
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
が
行
わ
れ
た
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
パ
リ

･
ダ
カ
ー
ル

ラ
リ
ー
の
ビ
デ
オ
を
放
映
し
、
過
酷
な
レ
ー
ス
を
振
り
返

る
と
と
も
に
同
氏
は

｢ラ
リ
ー
で
は
、
進
む
先
に
道
が
あ

る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
。
日
本
に
戻
る
と
道
路
の
あ
り

が
た
さ
を
痛
感
す
る
｣
と
語
り
、
日
本
の
道
路
の
安
全
性

と
快
適
さ
の
P
R
に
一
役
買
っ
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
後
は
、
道
路
に
関
す
る

｢早
押
し
ク

イ
ズ
大
会
｣
が
行
わ
れ
、
回
答
者
や
観
客
は
楽
し
み
な
が

ら
道
路
に
関
す
る
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

優
勝
者
に
篠
塚
氏
か
ら
賞
品
が
贈
ら
れ
た
。
平
日
で
一
日

だ
け
の
開
催
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
三
、
○
○
○

↑八
の
入
場
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
ほ
か

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
運
動
期
間
中
に
は
、

警
察
、
公
益
事
業
者
等
と
の
合
同
に
よ
る
道
路
占
用
物
件

｢ダカ…ル ･ラリー｣ の過酷なレースぶりなどさまざままざまさど

一

な
ヨ

リ
シ

ぶ
ク

ス

一
一
ト

し

な話が出た篠塚建次郎さん(左)のトークショー

　　 　　　　　 　　　



の
適
正
化
指
導
･
パ
ト
ロ
ー
ル
、
道
路
施
設
等
の
安
全
点

検
、
大
型
車
両
の
現
地
指
導
取
締
等
を
行
い
、
不
法
占
用

物
件
の
是
正
措
置
、
交
通
安
全
確
保
等
に
努
め
た
。

今
後
と
も
道
路
の
意
義
、
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
理

解
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
、
快
適
な
道
路
の
利
用
を

促
進
す
る
た
め
に
、
本
運
動
期
間
中
に
限
ら
ず
、
日
頃
か

ら
道
路
愛
護
の
必
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
若
者
を
主
な
対
象
と
し
て
、
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
走

行
中
の
車
の
音
、
缶
を
道
に
捨
て
る
音
な
ど
道
に
関
す
る

様
々
な
音
を
擬
音
で
お
も
し
ろ
お
か
し
く
表
現
す
る
ケ
ン

ト
･
フ
リ
ッ
ク
の
ロ
ー
ド
S
E

(サ
ウ
ン
ド
エ
フ
ェ
ク
ト
･

擬
音
効
果
音
)
シ
ョ
ー
や
現
在
若
者
等
に
絶
大
な
人
気
を

誇
る
爆
笑
問
題
の
ラ
イ
ブ
を
行
っ
た
。
縦
横
無
尽
に
し
ゃ

べ
り
ま
く
る
彼
ら
を
一
目
見
よ
う
と
会
場
に
は
著
者
を
は

じ
め
と
し
て
多
数
の
人
々
が
何
重
に
も
人
垣
を
つ
く
り
大

盛
況
で
あ
っ
た
。

加
え
て
、
明
日
を
担
う
子
供
達
を
対
象
に
道
路
を
汚
し

た
り
壊
し
た
り
す
る
悪
役
を
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
が
や

っ
つ
け
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の

｢道
路
を
ま
も
る

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
テ
ィ
ガ
｣
シ
ョ
ー
を
行

っ
た
。
会
場
は
テ

ィ
ガ
を
応
援
す
る
子
供
達
等
の
歓
声
で
盛
り
上
が
り
を
見

せ
、
同
時
に
子
供
達
に
道
路
を
汚
さ
ず
き
れ
い
に
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
周
知
す
る
一
助
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
に
も
、
主
催
者
や
協
賛
企
業
に
よ
る
道
路
等
に

関
す
る
ク
イ
ズ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
子
供
の
み
な
ら
ず
大

人
ま
で
楽
し
め
た
と
思
わ
れ
る
。

ス
テ
ー
ジ
で
以
上
の
こ
と
を
行
う
傍
ら
、
会
場
内
で
は

道
路
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
を
行
う
と
と
も
に
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
の
配
布
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
、
多
数
の
人
々
に

道
路
事
業
の
P
R
が
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
協
力
を
い
た
だ
い
た
団
体
や

関
係
各
位
に
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
関
連
行
事

関
東
地
方
建
設
局

に
お
い
て
も
そ
の
趣
旨
に
基
づ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
年
に
お
い
て
も
、
各
地
方
公
共
団
体
や
関
係
機
関
等

と
協
力
し
て
多
種
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
そ
の

一
つ
と
し
て
、
｢関
東
道
路
フ
ェ
ア
坊
｣
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。

関
東
道
路
フ
ェ
ア
"

八
月
八
日
錢
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
の
池
袋
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
シ
テ
ィ
噴
水
広
場
に
お
い
て
、
関
東
地
方
建
設
局
の

主
催
、
日
本
道
路
公
団
･首
都
高
速
道
路
公
団
･N
T
T
･

東
京
電
力
･
東
京
ガ
ス
の
関
係
各
機
関
の
協
賛
に
よ
り
、

｢関
東
道
路
フ
ェ
ア
"
ー
S
T
R
E
E
T

P
R
E
S
E

N
T
A
T
I
O
N
｣
を
開
催
し
た
。

当
日
は
外
は
三
〇
度
を
超
え
る
暑
さ
の
中
、
会
場
に
は

約
五
、
○
○
0
人
の
人
々
が
来
場
さ
れ
昼
よ
り
行
事
を
実

施
し
た
。

関
東
地
方
建
設
局
で
は
、
毎
年
八
月
の

｢道
路
を
ま
も

る
月
間
｣
及
び
八
月

一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
に
あ
わ
せ
て
、

本
局
路
政
課
や
道
路
管
理
課
を
は
じ
め
と
し
て
各
事
務
所

弍

さ

も

ミ
選

　

　
　



そ
の
他
の
行
事

･
｢道
の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
写
真
展
｣

(本
局
道
路
管
理
課

八
日
黛
-
-
七
日
㈲

科
学
技

術
館
)

･
｢少
年
少
女
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
｣

(東
京
国
道
工
事
事
務
所

八
日
箇

国
道
一
号
等
)

･
｢八
王
子
道
路
フ
ェ
ア
｣

(相
武
国
道
工
事
事
務
所

-
-二
日
箇

東
京
都
八
王
子

市
内
)

･
｢ク
リ
ー
ン
作
戦
｣

(首
都
国
道
工
事
事
務
所

国
道
二
九
八
号
)

･
｢道
路
フ
ェ
ア
か
わ
さ
き
｣

(川
崎
国
道
工
事
事
務
所

六
日
鱒

川
崎
市
内
)

き

~

↑
＼ズ

ミ
ト

ミ
イ

ゞ

~

ミ
ニ
ク

報

、す

る
＼
す

　　

　

　
　

　
　
　　

　　　
　

･
｢
み
ち
フ
ェ
ス
タ
馬
o
封
封
日
P
97
｣

(横
浜
国
道
工
事
事
務
所

一
日
箇

横
浜
市
内
)

･
｢道
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣

(大
宮
国
道
工
事
事
務
所
、
北
首
都
国
道
工
事
事
務
所

二
日
田
埼
玉
県
越
谷
市
内
)

･
｢
ロ
ー
ド
フ
ェ
ア
ち
ば
坊
｣

(千
葉
県
国
道
工
事
事
務
所

七
日
内

千
葉
市
内
)

･
｢土
浦
キ
ラ
ラ
祭
り
坊
｣

(常
総
国
道
工
事
事
務
所

一
日
鋤

茨
城
県
土
浦
市

内
)

･
｢道
の
日
写
真
展
｣

(宇
都
宮
国
道
工
事
事
務
所

一
一
日
側

宇
都
宮
市

内
)

･
｢道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
坊
｣

(長
野
国
道
工
事
事
務
所

一
ニ
ニ
日
田

長
野
県
内
道
の

駅
)

･
｢道
の
日
フ
ェ
ス
タ
｣

(常
陸
工
事
事
務
所

六
日
困

水
戸
市
内
)

･
｢ま
え
ば
し
道
路
フ
ェ
ア
野
｣

(高
崎
工
事
事
務
所

二
四
日
㈱

前
橋
市
内
)

･
｢
や
ま
な
し
道
路
フ
ェ
ア
"
｣

(甲
府
工
事
事
務
所

一
日
釜

甲
府
市
内
)

･
｢東
京
湾
岸
道
路
調
査
事
務
所

九
日
田
千
葉
県
船
橋

市
内
)

こ
の
よ
う
に
、
各
行
事
を
通
じ
て
道
路
の
重
要
性
や
公

共
性
な
ど
に
つ
い
て
広
く
一
般
の
方
々
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

た
も
の
と
思
う
。
今
後
と
も

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
の

趣
旨
に
そ
っ
て
よ
り
効
果
の
高
い
広
報
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
o

｢道
路
を
ま
も
る
月
間

o
道
の
日
｣
の
取
り
組
み

北
陸
地
方
建
設
局

事
務
所
)

･
長
岡
ま
つ
り
｢わ
ん
ぱ
く
広
場
(道
の
コ
ー
ナ
ー
)｣
(長

岡
国
道
工
事
事
務
所
)

･
道
と
あ
そ
ぼ
う
･
ど
う
ろ
ば
ー
く
(高
田
工
事
事
務
所
)

･
野
出
会
い
･
ふ
れ
あ
い
の
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(富
山

工
事
事
務
所
)

26 道行セ 97,9

北
陸
地
方
建
設
局
管
内
の
各
事
務
所
で
は
、｢道
路
を
ま

も
る
月
間
･
道
の
日
｣
の
一
環
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
道
路
関
係
機
関
、
各
協
賛
団
体
及
び

地
元
の
協
力
を
得
て
、
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、

道
路
愛
護
思
想
の
普
及
を
目
的
と
し
、

･
館
に
い
が
た
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(新
潟
国
道
工
事



･
道
路
ま
つ
り

(歩
行
者
天
国
)
(金
沢
工
事
事
務
所
)

を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。
更
に
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
作
戦
、

街
頭
広
報
･
街
宣
パ
レ
ー
ド
、
道
路
見
学
会
等
多
彩
な
行

事
に
取
り
組
ん
だ
。

野
に
い
が
を
道
路
フ
土
ス
テ
イ
バ
ル

建
設
省
、
新
潟
県
、
新
潟
市
、
日
本
道
路
公
団
を
は
じ

め
一
八
機
関
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、

今
年
も
八
月
五
日
に
新
潟
市
の
万
代
シ
テ
ィ
通
り
に
お
い

て
、
夏
の
楽
し
い
恒
例
行
事
の
一
つ
と
し
て
新
潟
市
民
に

定
着
し
て
い
る

｢
坊
に
い
が
た
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣

を
開
催
し
た
。

会
場
中
央
の
お
祭
り
広
場
で
は
、
新
潟
県
警
音
楽
隊
及

び
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
の
パ
レ
ー
ド
と
演
奏
、
小
学
生
に
よ
る

万
代
太
鼓
や
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
競
演
な
ど
に
多
く
の

人
垣
が
で
き
た
。

ま
た
、
各
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
道
路
愛
護
ポ
ス

タ
ー
の
表
彰
式
と
作
品
の
展
示
、
は
し
ご
車
や
リ
フ
ト
車

な
ど
の
自
動
車
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
落
書
き
コ
ー
ナ
ー

や
道
の
な
ぞ
な
ぞ
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
た
。

今
年
で

一
五
回
目
を
迎
え
た
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

天
候
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
小
学
生
や
家
族
連

れ
な
ど
を
中
心
に
約
二
万
人
の
参
加
者
で
大
い
に
賑
わ
い
、

楽
し
く
有
意
義
な
夏
休
み
の
一
日
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

内野小学校マーチングバンド演奏(新潟国道工事事務所)

長
岡
ま
つ
り

｢わ
ん
ぱ
く
広
場

(道
の
コ
ー
ナ
ー
)｣

八
月
三
日
、
長
岡
ま
つ
り
の

｢わ
ん
ぱ
く
広
場
｣
に
道

路
管
理
者
グ
ル
ー
プ

(建
設
省
･
日
本
道
路
公
団
･
新
潟

県
･
長
岡
市
)
で

｢道
の
コ
ー
ナ
ー
｣
を
出
展
し
、
プ
ー

ル
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
、
メ
ル
ヘ
ン
号

(山
車
)
と
記
念
撮

影
、
リ
フ
ト
車
に
よ
る
わ
ん
ぱ
く
広
場
展
望
、
法
面
点
検

車
の
展
示
な
ど
を
実
施
し
、
ま
た
P
R
用
品
の
配
付
な
ど

を
行
い
、
｢道
の
コ
ー
ナ
ー
｣
は
ま
つ
り
を
楽
し
む
多
く
の

人
た
ち
で
賑
わ
っ
た
。

道
と
あ
そ
ぼ
う
･
ど
う
う
ば
-
<

八
月
七
日
、
上
越
市
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

上
越
市
沿
道
連
絡
協
議
会

(建
設
省
･新
潟
県
･上
越
市
･

日
本
道
路
公
団
上
越
管
理
事
務
所
等
)
の
主
催
に
よ
る
｢道

と
あ
そ
ぼ
う
･
ど
う
ろ
ば
ー
く
｣
が
開
催
さ
れ
た
。

会
場
に
は
、

一
二
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
多
く
の
子
供
達
や
家
族
連
れ
で
大
い

に
賑
わ

っ
た
。

当
日
は

｢サ
ク
ラ
大
使
｣
三
名
の
手
に
よ
り
、
来
場
者

に
P
R
用
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
子
供
達
は
カ
ラ
フ
ル

な
風
船
や
カ
ブ
ト
虫
を
手
に
ゲ
ー
ム
や
な
ぞ
な
ぞ
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
。
｢ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
･か
き
氷
コ
ー
ナ
ー
｣
で
は
並

び
直
す
ほ
ど
の
盛
況
。
メ
ル
ヘ
ン
号
で
は
サ
ク
ラ
大
使
と

記
念
撮
影
の
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
、
ま
た
ミ
ニ
四
駆
コ
ー

ナ
ー
で
は
男
の
子
の
人
垣
が
で
き
、
親
子
共
々
迫
力
あ
る

レ
ー
ス
を
楽
し
ん
で
い
た
。
ま
た
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

七
月
に
開
通
し
た
妙
高
野
尻
バ
イ
パ
ス
や
阪
神
･
淡
路
大

震
災
の
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
、
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
一
〇
月
に
開
通
予
定
の
上
信
越
道
の
パ
ネ
ル
に
多
く

の
人
が
興
味
深
く
見
入
っ
て
い
た
。

年
々
各
コ
ー
ナ
ー
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
遊
び
な
が
ら
意

義
あ
る

｢ど
う
ろ
ば
ー
く
｣
に
発
展
し
て
い
け
ば
と
願
っ

て
い
る
。

道々テセ 97.9 2 7

"
出
会
い
･
煎
れ
あ
い
の
道
フ
土
ス
テ
イ
バ
ル

八
月
八
日
、
富
山
駅
前
広
場
に
お
い
て
道
路
管
理
者
連

絡
協
議
会

(建
設
省
･
富
山
県
･
富
山
市
･
日
本
道
路
公

団
富
山
管
理
事
務
所
)
の
主
催
に
よ
る

｢餅
出
会
い
･
ふ



れ
あ
い
の
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣
が
開
催
さ
れ
た
。

内
容
は
、
お
も
し
ろ
ァ
イ
デ
ア
道
路
標
識
展
、
地
元
中

学
生
に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
、
婦
警
さ
ん
に
よ
る
交

通
安
全
の
腹
話
術
、
白
バ
イ
の
展
示
、
ぬ
い
ぐ
る
み
と
ジ

ャ
ン
ケ
ン
、
い
ら
い
ら
棒
、
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
大
道
芸
な
ど
多
彩
な
催
し
が
展
開
さ
れ
、
約
四
万
人
の

参
加
者
で
賑
わ
っ
た
。

標
識
コ
ン
テ
ス
ト
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
九
回
目
を

迎
え
た
今
年
は
九
三
三
点
も
の
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
応
募

が
あ

っ
た
。

事
務
所
で
は

｢
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
子
供
達
も
お
り
、
来
年
以
降
も
続
け
て
実
施
し
て
い
き

た
い
。
｣
と
考
え
て
い
る
。

白バイと記念撮影(富山工事事務所)

道
路
ま
つ
り

(歩
行
者
天
国
)

八
月
四
日
、
金
沢
市
の
中
心
街
で
あ
る
一
般
国
道
一
五

七
号
香
林
坊
･
片
町
間
を
メ
イ
ン
に
広
坂
通
り
の
一
部
に

お
い
て
道
路
管
理
者
連
絡
会

(建
設
省
･
石
川
県
･
金
沢

市
･
日
本
道
路
公
団
金
沢
管
理
局
)
と
地
元
市
民
の
組
織

に
よ
る
実
行
委
員
会
と
が
共
催
し
、
地
元
新
聞
社
の
特
別

協
力
を
得
て
、
歩
行
者
天
国
と
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
実
施

さ
れ
た
。

午
後
四
時
に
交
通
規
制
を
行
い
、
金
沢
工
事
事
務
所
長

が
開
会
を
宣
言
し
、
実
行
委
員
会
会
長
の

｢道
路
を
守
り
、

愛
す
る
心
を
育
て
て
ほ
し
い
。｣と
の
挨
拶
に
続
い
て
、
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
、
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
行
進
で
イ
ベ
ン

ト
は
ス
タ
ー
ト
。
歩
道
で
待
ち
構
え
て
い
た
市
民
は
、
開

幕
と
同
時
に
ど
っ
と
道
路
に
繰
り
出
し
、
い
つ
も
は
車
が

行
き
交
う
道
路
は
ま
つ
り
ム
ー
ド
一
色
に
包
ま
れ
た
。

今
回
で
一
〇
回
目
と
な
る
道
路
ま
つ
り
は
、
｢石
川
の
夏

ま
つ
り
｣
と
し
て
地
元
に
定
着
し
た
行
事
と
な
り
、
路
上

を
能
登
き
こ
り
が
勇
壮
な
太
鼓
の
響
き
と
と
も
に
練
り
歩

き
、
和
太
鼓
に
よ
る
迫
力
満
点
の
演
奏
を
楽
し
ん
だ
り
、

地
震
体
験
車
に
よ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
各
種
の
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
た
。

道
路
管
理
者
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
わ
ん
ぱ
く
広
場
、
ら
く

が
き
コ
ー
ナ
ー
、
道
路
ク
イ
ズ
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

加
え
、
側
溝
清
掃
車
、
リ
フ
ト
付
き
作
業
者
な
ど
の
展
示

実
演
を
行
い
、
道
路
環
境
保
持
に
理
解
を
深
め
た
。

こ
の
よ
う
に
、
各
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
人
波
が
続

き
、
午
後
八
時
の
終
幕
ま
で
若
者
や
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
、

県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の
人
々
が
ま
つ
り
を
堪
能
し

た
。お

わ
り
に

こ
れ
ら
の
行
事
を
通
じ
て
、
一
般
市
民
の
方
々
と
り
わ

け
子
供
達
に
、
大
切
な
道
路
の
重
要
性
や
役
割
を
理
解
し

鋭

て
も
ら
え
た
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
道

セ行

路
管
理
者
と
し
て
、
子
供
達
に
道
路
愛
護
の
精
神
を
伝
え

道

る
こ
と
が
、
未
来
へ
の
最
大
の
贈
り
物
だ
と
思
え
る
よ
う

28

な
各
イ
ベ
ン
ト
の
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

多くの市民で賑わう会場(金沢工事事務所)



平
成
九
年
度

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
報
告中

部
地
方
建
設
局

す
る
事
が
で
き
た
。

さ
て
、
当
日
は

一
五
時
か
ら
プ
レ
イ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
子
供
達
に
大

人
気
の

｢ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
G
T
｣
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ

ー
を
皮
切
り
に
ス
テ
ー
ジ
は
開
演
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
多
加
良
浦
保
育
園
児
七
〇
人
に
よ
る
、

か
わ
い
い
演
奏
に
引
き
続
き
、
井
上
中
部
地
方
建
設
局
長

に
よ
る
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
所
属
、

南
部
輸
送
㈲
の
石
川
さ
ん
に
よ
る
｢安
全
運
転
宣
言
｣、
園

児
全
員
唱
和
の

｢道
を
き
れ
い
に
宣
言
｣
と
、
来
場
者
に
、

道
路
の
大
切
さ
、
道
路
整
備
の
重
要
性
を
呼
び
か
け
た
。

恒
例
の
歩
け
歩
け
大
会
は
、
｢部
会
の
真
ん
中
で
、
自
然

と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
家
族
や
友
達
と
ゆ
っ
く
り
歩
こ
う
｣

を
テ
ー
マ
に

｢
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ウ
オ
ー
ク
｣
を
実
施
し
た
。

テ
レ
ビ
塔
･
せ
せ
ら
ぎ
公
園
な
ど
、
都
会
の
公
園
の
中

を
約
二
、
0
0
0
名
の
参
加
者
が
、
約
二
･
五
畑
の
コ
ー

ス
を
、
ビ
ル
の
谷
間
の
夕
暮
れ
時
を
満
喫
し
な
が
ら
ウ
オ

ー
ク
ラ
リ
ー
に
参
加
し
、
盛
況
な
も
の
と
な
っ
た
。

引
き
続
き
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
若
者
と
子
供
達
に
楽
し
み

な
が
ら
、
交
通
マ
ナ
ー
や
道
路
の
愛
護
の
趣
旨
を
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
、
吉
本
興
業
お
笑
い
若
手
タ
レ
ン
ト

｢
×

は
じ
め
に

中
部
地
方
建
設
局
で
は
、
道
路
愛
護
の
普
及
、
高
揚
を

図
る
た
め
、
毎
年
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣を
管
内
の
各
県
、

市
町
村
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
道
路
美
化
活
動
等
の
様
々

な
催
し
を
行
い
、
多
く
の
方
々
の
参
加
を
得
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
催
し
の
中
か
ら

｢第
u
回
み
ち
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣
と
｢ラ
ジ
オ
公
開
生
放
送
｣
｢青
葉
ロ
ー

ド
パ
ー
ク
｣
｢
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
大
垣
｣
｢道
フ
ェ
ス

三
重
効
｣
に
っ
い
て
を
紹
介
し
た
い
。

倖

第
竹
回
み
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

中
部
地
方
建
設
局

八
月
九
日
田
名
古
屋
市
中
区
栄
の
久
屋
大
通
公
園
に
お

い
て
、名
古
屋
地
区
道
路
を
ま
も
る
月
間
実
行
委
員
会
(建

設
省
･
愛
知
県
･
名
古
屋
市
･
日
本
道
路
公
団
･
愛
知
県

道
路
公
社
･
名
古
屋
高
速
道
路
公
社
)
の
主
催
に
よ
り
、

第
11
回

｢
み
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣
を
開
催
し
た
。

今
夏
は
、
週
末
に
な
る
と
台
風
が
日
本
に
来
襲
す
る
と

い
う
異
常
な
気
象
で
、
こ
の
日
も
前
日
か
ら
台
風
一
一
号

の
影
響
に
よ
り
天
気
が
心
配
さ
れ
、
関
係
者
を
ヤ
キ
モ
キ

さ
せ
た
が
、
幸
い
に
し
て
雨
も
降
る
こ
と
も
な
く
、
名
古

屋
に
し
て
は
、
す
ご
し
や
す
い
一
日
で
無
事
行
事
を
終
了

-
G
U
N
、
(バ
ツ
グ
ン
)｣
に
よ
る

｢道
コ
ン
ト
ス
テ
ー

ジ
｣、
｢お
笑
い
ロ
ー
ド
ク
イ
ズ
大
会
｣
が
行
わ
れ
、
約
一

時
間
、
会
場
に
つ
め
か
け
た
、
熱
心
な
若
者
中
心
に
集
ま

っ
た
人
達
を
爆
笑
の
渦
に
巻
き
込
ん
だ
。

最
後
に
、
地
元
西
春
町
｢天
神
太
鼓
｣が
勇
壮
に
披
露
さ

れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
栄
の
街
の
夕
闇
に
優
雅
な

｢花
火

シ
ョ
ー
タ
イ
ム
｣
で
四
時
間
の
ス
テ
ー
ジ
の
幕
を
閉
じ
た
。

一
方
、
会
場
内
で
は
、
清
涼
感
あ
る
｢氷
の
彫
刻
｣、
管

内
｢道
の
駅
｣九
駅
に
よ
る
物
産
展
示
販
売
、
｢歴
史
国
道
｣

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
い
に
し
え
の

｢み
ち
｣
東
海
道
と
中
山

道
の
関
係
市
町
村
に
よ
る
特
産
品
の
展
示
即
売
を
開
催
し

第11回みちフェスティバル
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盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
ま
た
、
協
賛
企
業
に
よ
る
各
種

ゲ
ー
ム
大
会
に
は
、
常
に
長
蛇
の
列
が
で
き
、
特
に
名
古

屋
市
の

｢か
つ
て
道
路
は
遊
び
場
だ
っ
た
ー
･･し

コ
ー
ナ

ー
で
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
昔
風
の
お
菓
子
屋
さ
ん
が
現
れ
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
、
今
年
の
名
古
屋
に
し
て
は
、
過
ご
し
や
す
い

中
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
子
供
か
ら
若
者
、
年
輩
者

ま
で
含
め
約
五
、
0
0
0
名
の
参
加
の
も
と
、
無
事
終
了

で
き
た
の
も
ご
協
力
戴
い
た
協
賛
企
業
や
関
係
各
位
の
た

ま
も
の
と
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
更
に
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
す
る
よ
う
心
掛

け
、
住
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
永
く
継
続
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

2

ラ
ジ
オ
公
開
生
放
送
国
道
を
行
く

名
古
屋
･
愛
知
･
名
四
国
道
工
事
事
務
所

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
｢道
の
日
｣
の
P
R
も
兼
ね
た

一
行
事
と
し
て
、
地
元
放
送
局
の
C
B
C
ラ
ジ
オ
に
お
い

て
、
特
集
番
組

｢ザ
･
特
集

道
ス
ペ
シ
ャ
ル
国
道
を
い

く
｣
を
企
画
し
、
お
盆
の
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
が
始
ま
る
八
月

九
日
艶
午
後
一
時
一
〇
分
頃
か
ら
二
時
四
五
分
ま
で
約
一

時
間
半
に
わ
た
っ
て
東
海
地
方
に
生
放
送
さ
れ
た
。

歩
く
、
移
動
す
る
、
物
を
運
ぶ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
す
る
等

｢道
｣
と
の
関
わ
り
、
｢道
｣
の
歴
史
、
｢人
｣

に
は
生
活
の
歴
史
、
作
る
人
利
用
す
る
人
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
、
カ
ナ
ダ
人
で
日
本
の
歴
史
や
習
慣
伝
統
芸
能
な

ど
日
本
文
化
を
体
験
し
て
い
る
ジ
ョ
ン
ギ
ャ
ス
ラ
イ
ト
さ

ん
と
、
歴
史
小
説
家
の
高
橋
和
島
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、

旧
街
道
の
中
山
道

｢太
田
宿
｣
か
ら
脇
本
陣
建
物
、
渡
船

場
跡
な
ど
の
紹
介
や
旧
街
道
と
現
代
の
道
路
の
役
割
感
想

な
ど
に
つ
い
て
う
か
が
っ
た
。

｢道
路
は
一
本
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
に
道
路
番
号
が

替
わ
る
の
は
ど
う
し
て
で
す
か
?

同
じ
に
な
ら
な
い

か
?
｣、
｢新
し
い
バ
イ
パ
ス
が
で
き
た
後
の
旧
道
は
鉄
道

跡
地
と
同
じ
よ
う
に
一
般
に
売
り
払
う
の
か
｣
等
リ
ス
ナ

ー
か
ら
次
々
に
送
ら
れ
て
く
る
F
A
X
と
電
話
に
よ
る
質

問
･
疑
問
に
は
、
佐
宗
建
也
愛
知
国
道
事
務
所
長
が
分
か

り
や
す
く
回
答
し
た
。

ま
た
、
建
設
省
の
工
事
に
関
し
て
も
、
街
づ
く
り
に
マ

ッ
チ
し
た
空
間
の
創
造
事
業
、
交
通
渋
滞
対
策
事
業
、
近

未
来
の
道
づ
く
り
等
の
人
に
優
し
い
、
街
に
優
し
い
道
づ

く
り
に
つ
い
て
も
、
レ
ポ
ー
タ
ー
が
現
地
レ
ポ
ー
ト
し
た
。

ラジオ公開生放送

3

青
葉
ロ
ー
ド
パ
ー
ク

静
岡
国
道
工
事
事
務
所

道
路
の
必
要
性
、
重
要
性
を
遊
び
な
が
ら
楽
し
く
学
ん

で
も
ら
う
た
め
、
静
岡
市
呉
服
町
青
葉
通
り
に
あ
る
イ
ベ

ン
ト
広
場
を
会
場
と
し
て
、
｢青
葉
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
｣と
銘

打
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
平
成
二
年
度
よ
り
開
催
し
て
お
り
、

本
年
で
八
回
目
を
数
え
る
事
と
な
っ
た
。

催
し
は
、
建
設
省
、
静
岡
県
、
静
岡
市
内
の
各
機
関
(道

路
管
理
者
)
共
催
で
、
N
T
T
、
中
部
電
力
、
静
岡
ガ
ス
、

静
岡
県
道
路
建
設
業
協
会
、
静
岡
県
道
路
標
識
標
示
業
協

会
等
か
ら
協
賛
を
受
け
、
八
月
六
日
鮒
午
前
九
時
か
ら
開

催
し
た
。
各
ブ
ー
ス
で
は
、
工
夫
を
こ
ら
し
、.橋
脚
補
強

の
モ
デ
ル
や
、
水
道
水
を
流
し
て
排
水
性
舗
装
の
効
果
を

見
て
も
ら
う
カ
ッ
ト
モ
デ
ル
、
新
し
い
標
識
や
地
下
埋
設ク
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管
、
｢東
海
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
｣
の
パ
ネ
ル
展
示
を
す
る
な

か
、
高
所
作
業
車
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
の
体
験
乗
車

や
、
地
下
埋
設
物
探
査
機
の
実
演
等
も
行
っ
た
。

来
場
者
の
方
々
に
は
、
道
路
に
関
す
る
ラ
リ
ー
ク
イ
ズ

や
ミ
ニ
ソ
ー
ラ
ー
自
動
車
の
工
作
に
挑
戦
し
て
も
ら
っ
た

り
、
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
、
｢道
を
汚
す
な
!
｣
と
叫

ん
で
も
ら
う
な
ど
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
様
々
な
年
齢
層

の
参
加
の
も
と
、
イ
ベ
ン
ト
は
無
事
幕
を
閉
じ
た
。

参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
欄
に
そ
ぇ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
来

場
さ
れ
た
方
々
か
ら
は

｢道
路
利
用
者
｣
と
し
て
の
ご
意

見
を
い
た
だ
く
な
ど
、
楽
し
く
、
意
義
深
い
催
し
で
あ
っ

た
。な

お
、
来
場
者
は
約
九
、
五
〇
〇
名
程
度
で
し
た
。

4

ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
大
垣

岐
阜
国
道
工
事
事
務
所

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
の
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
、

大
垣
市
で
八
月
一
日
釜
か
ら
八
月
五
日
関
ま
で
行
わ
れ
た

駅
前
商
店
街
七
夕
祭
り
に
、
商
店
街
の
駐
車
場
を
会
場
と

し
て
借
り
上
げ
、
八
月
一
日
鋤
か
ら
八
月
三
日
㈱
ま
で
の

三
日
間

｢
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
大
垣
｣
を
実
施
し
た
。

実
施
し
た
の
は
建
設
省
、
岐
阜
県
、
大
垣
市
の
道
路
管

理
者
三
者
に
よ
る
共
催
で
、
次
の
よ
う
な
催
し
を
行
っ
た
。

･
岐
阜
国
道
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

｢
し
ン
ゲ
ち
ゃ
ん
｣
の
手

作
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り

･
｢
レ
ン
ゲ
ち
や
ん
｣
と
道
の
日
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
｢
こ

っ
ち
だ
よ
う
平
く
ん
｣
と
の
記
念
撮
影

･
道
の
日
に
関
す
る
ク
イ
ズ
大
会

･
道
の
日
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展

な
お
、
イ
ベ
ン
ト
に
先
立
ち
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
を
実
施
し
、
主
催
者
挨
拶
の
他
ミ
ス
大
垣
を
招
き
、
岐

阜
県
が
実
施
し
て
い
る
花
の
都

｢岐
阜
｣
に
ち
な
ん
で
、

訪
れ
た
人
々
に
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

当
日
は
、
七
夕
見
物
の
親
子
連
れ
や
地
元
の
子
供
た
ち

が
多
数
訪
れ
、
夕
方
か
ら
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
の
に
毎

日
五
0
0
人
を
超
す
人
達
で
終
日
賑
わ
っ
た
。
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
作
り
で
は
参
加
者
が
殺
到
し
た
た
め
行
列
が
で
き
、

ク
イ
ズ
大
会
で
も
会
場
い
っ
ぱ
い
に
人
だ
か
り
が
で
き
、

道
路
に
関
す
る
問
題
に
最
後
ま
で
た
く
さ
ん
の
回
答
者
が

出
る
な
ど
、
市
民
の
道
路
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
た
。

今
後
も
さ
ら
に
充
実
し
た
広
報
活
動
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
市
民
の
中
に
飛
び
込
む
広

報
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

5

道
フ
ェ
ス
タ
み
え
"
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三
重
･
北
勢
･
紀
勢
国
道
工
事
事
務
所

2

F
M
三
重
の
公
開
生
放
送
を
通
じ
て
、
広
く
道
路
を
ま

も
る
月
間
の
周
知
促
進
、
道
路
の
正
し
い
利
用
や
道
路
愛

護
思
想
の
普
及
を
は
か
る
事
を
目
的
と
し
て
、
八
月
二
〇

日
困
一
三
時
か
ら
三
時
間
に
わ
た
っ
て
津
市
高
茶
屋
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
サ
ン
バ
レ
ー
で
、
｢道
フ
ェ
ス
タ
み
え

餅
｣
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
三
重

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
実
行
委
員
会

の
主
催

(建
設
省
三
重
工
事
･
紀
勢
国
道
･
北
勢
国
道
･

三
重
県
･
三
重
県
道
路
協
会
)
で
、
日
本
一
の
D
J
が
受

賞
す
る
餅
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
に
輝
い
た
｢小
川
も
こ
｣
、
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

｢本
田
修
治
｣
を
迎
え
、
生
放

送
を
行
っ
た
。
会
場
内
は
常
に
一
〇
〇
人
を
越
す
若
者
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
ま
た
、
二
階
催
事
場
で
は
、
県
内
｢道

の
駅
｣
物
産
展
を
開
催
し
た
た
め
、
ラ
ジ
オ
放
送
や
広
く

一
般
市
民
に
広
報
活
動
を
推
進
す
る
と
い
う
点
で
、
意
義

深
い
催
し
と
な
っ
た
。

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
行
事
報
告

近
畿
地
方
建
設
局

近
畿
地
方
建
設
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
を
ま
も
る
月

間
｣
及
び
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
そ
っ
て
、

道
路
に
対
す
る
意
義
の
高
揚
を
図
る
べ
く
、
関
係
機
関
の

協
力
も
得
て
、
管
内
の
道
路
関
係
各
事
務
所
に
お
い
て
多

彩
な
行
事
を
行
っ
た
。
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
た
い
。

へ
一
日

滋
賀
国
道
工
事
事
務
所
〉



一
六
一
号
新
旭
町
地
域
の
国
道
沿
い
で
ゴ
ミ
清
掃
に
長

年
従
事
し
て
い
る
湖
西
中
学
校
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
状
の

贈
呈
式
で
九
年
度
の
道
路
を
ま
も
る
月
間
の
開
幕
と
な
っ

た
。オ

ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
の
後
、
当
日
花
火
大
会
を
予

定
し
て
い
る
彦
根
市
に
お
い
て
、
｢道
の
日
た
そ
が
れ
ラ
イ

ブ
｣
を
行
い
、
河
内
家
菊
水
丸
さ
ん
の
新
聞
詠
み
で
道
路

の
大
切
さ
を
や
さ
し
く
詠
み
込
み
、
参
加
者
の
方
々
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
と
同
時
に
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

へ
二
日

姫
路
工
事
事
務
所
〉

姫
路
お
城
祭
り
に

｢道
の
日
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
｣
と

し
て
出
展
し
、
｢ア
ン
ケ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
｣
、
｢輪
投
げ
コ
ー

lは道鱒をまもる自国
　　　　　　　

ナ
ー
｣、
｢
ヨ
ウ
平
君
と
の
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
｣
を
設
け
、

身
近
な
道
路
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い
た
だ
い

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
二
一
八
名
、
輪
投
げ
二
五
〇
名
、
記
念

、

撮
影
一
八
〇
名
と
多
く
の
参
加
者
を
得
て
盛
況
の
う
ち
に

｢道の日｣ たそがれライブの様子

終
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ち
な
み
に
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、

｢月
間
｣
を
知
っ
て
い
る
人
三
九
%
、
｢道
の
日
｣
を
知
っ

て
い
る
八
三
二
%
、
｢道
の
駅
｣を
知
っ
て
い
る
人
六
七
%

で
あ

っ
た
。

へ三
日

福
井
工
事
事
務
所
〉

ア
ル
･
プ
ラ
ザ
平
和
堂
鯖
江
店
に
お
い
て

｢
エ
ン
ド
レ

ス
･
ロ
ー
ド
｣
と
題
し
て
道
路
を
ま
も
る
月
間
の
P
R
イ

ベ
ン
ト
を
行

っ
た
。

会
場
で
は
、
パ
ネ
ル
展
示
や
P
R
グ
ッ
ズ
の
配
布
を
行

い
、
訪
れ
た
方
々
に
様
々
な
方
向
か
ら

｢道
｣
と
い
う
も

の
に
ふ
れ
て
い
た
だ
い
た
。
P
R
グ
ッ
ズ
の
配
布
に
は
こ

っ
ち
だ
ヨ
ウ
平
君
も
参
加
し
て
子
供
た
ち
に
は
大
人
気
。

ま
た
、
猿
回
し
の

｢太
郎
･
次
郎
シ
ョ
ー
｣
や

｢太
鼓
シ

ョ
ー
｣
な
ど
大
変
賑
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

へ
四
日

紀
南
工
事
事
務
所
〉

今
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
は
手
作
り
で
と
考
え
、
地
元
の
小

学
生
を
対
象
に
、
事
務
所
の
建
設
機
械
を
使
っ
て
道
路
を

守
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
か
を
体
験

学
習
し
て
い
た
だ
い
た
。

小
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
目
の
前
の
演
習
は
初
め
て
と

あ
っ
て
か
、
熱
心
に
見
学
し
て
い
た
。
事
故
の
な
い
よ
う

職
員
二
四
名
が
奮
闘
し
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
か
ら
は
道
路
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
心
掛
け
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
o

へ
八
日

和
歌
山
工
事
事
務
所
〉

和
歌
山
城
西
の
丸
広
場
に
お
い
て

｢
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ

21
｣
を
開
催
し
た
。
ロ
ー
ド
ウ
オ
ー
ク
に
陣
内
貴
美
子
さ

ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
二
四
〇
名
が
参
加
し
、
道
路
に
関

す
る
ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら
和
歌
山
城
の
周
辺
を
散
策
し

97

た
。
ほ
か
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
に
し
き
の
あ
き
ら
ラ
イ
ブ

セ行

シ
ョ
ー
等
多
彩
な
催
し
を
楽
し
む
五
、
0
0
0
名
の
入
場

道

者
で
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

2　　

建設機械を使っての体験学習
一番人気のヘリコプターの前で



こ
こ
で
紹
介
し
た
以
外
に
も
、
大
阪
国
道
工
事
事
務
所

で
は
、
大
阪
市
中
央
区
に
あ
る
地
下
街
、
ク
リ
ス
タ
長
堀

に
常
設
展
示
し
て
い
る

｢
み
ち
ま
ち
ス
ク
エ
ア
｣
を
メ
イ

ン
会
場
と
し
て
、
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
餅
を
開
催
し
た
。
こ

こ
は
、道
路
交
通
情
報
･道
の
駅
な
ど
道
路
に
関
す
る
様
々

な
情
報
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
予

約
も
で
き
、
建
設
省
と
大
阪
市
が
提
供
す
る
み
ち
ま
ち
情

報
空
間
と
し
て
、
待
ち
合
わ
せ
ス
ポ
ッ
ト
･
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

ほ
か
に
も
多
く
の
行
事
が
各
地
で
開
催
さ
れ
、
大
人
か

ら
子
供
ま
で
幅
広
い
参
加
者
に
対
し
て
、
道
路
と
い
う
も

の
の
存
在
だ
け
で
な
く
そ
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
と
直
接
ふ
れ
あ

う
こ
と
で
、
道
路
に
対
す
る
期
待
や
要
求
を
直
に
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
た
月
間
で
あ
っ
た
。

ま
ぇ
た
素
直
な
気
持
ち
が
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ

た
。そ

の
う
ち
か
ら
特
に
優
秀
な
作
品
と
し
て
作
文
四
編
、

ポ
ス
タ
ー
六
点
の
計
一
○
作
品
を
中
国
地
方
建
設
局
長
賞

に
決
定
し
、
七
月
三
一
日
に
受
賞
者
等
を
本
局
に
招
待
し

て
表
彰
式
を
実
施
し
た
。

な
お
、
こ
の
局
長
賞
受
賞
作
品
を
含
め
た
一
六
一
点
の

優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
後
日
作
成
す
る

｢平
成
九
年
度

,
作
文
･
ポ
ス
タ
ー
集
｣
に
掲
載
し
、
関
係
諸
機
関
及
び
募

集
参
加
学
校
に
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

二

中
国
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

｢道
の
日
｣
が
制
定
さ
れ
た
昭
和
六
一
年
に
、
中
国
地

方
建
設
局
と
道
路
関
係
諸
機
関
の
計
=

機
関
で
発
足
し

た
｢道
の
日
｣
中
国
実
行
委
員
会
に
よ
り
、
｢道
の
日
｣
の

P
R
の
一
環
と
し
て
第
一
一
回
中
国
地
方
道
路
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。

昨
年
同
様
、
腕
に
自
信
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

｢
一

般
A
の
部
｣、
ス
ナ
ッ
プ
写
真
等
で
気
軽
に
参
加
で
き
る
｢
一

般
B
の
部
｣、
ち
び
っ
こ
参
加
の

｢小
･中
学
生
の
部
｣
の

三
部
門
に
分
け
て
募
集
し
た
結
果
、
今
年
は

｢
一
般
A
の

部
｣
が
七
一
四
点
、
｢
一
般
B
の
部
｣
が
七
八
五
点
、
｢小
･

中
学
生
の
部
｣
が
二
三
一
点
の
計
一
、
七
三
〇
点
と
い
う

応
募
が
あ
っ
た
。

応
募
作
品
の
内
容
は
、
道
路
と
自
然
と
の
調
和
を
前
面

に
出
し
た
も
の
や
、
人
々
の
憩
う
場
と
し
て
の
道
路
を
表

現
し
た
も
の
。
あ
る
い
は
、
道
路
維
持
作
業
や
ボ
ラ
ン
テ

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
･
｢道
の
日
｣
関
連
行
事

中
国
地
方
建
設
局

び
に
関
係
公
益
事
業
者
等
の
協
力
を
得
て
、
本
局
及
び
各

道
路
関
係
事
務
所
に
お
い
て
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
多

彩
な
行
事
を
実
施
し
、
道
路
の
正
し
い
利
用
と
道
路
愛
護

思
想
の
普
及
を
図
っ
た
の
で
そ
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

一

道
路
に
関
す
る
作
文
･
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

中
国
地
方
建
設
局
の
主
催
で
、
中
国
地
方
の
小
中
学
生

を
対
象
に
昭
和
五
六
年
か
ら
実
施
し
、
今
年
で
一
七
回
目

と
な
っ
た

｢道
路
に
関
す
る
作
文
･
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
｣

を
行
っ
た
結
果
、
小
学
校
一
五
八
校
、
中
学
校
二
一
校
の

あ
わ
せ
て
一
七
九
校
か
ら
作
文
一
九
八
編
、
ポ
ス
タ
ー
一
、

七
五
三
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
道
路
の
役
割
や
未
来
の
道
路
像
等
を
原
稿
用

紙
や
画
用
紙
に
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
自
分
の
体
験
を
ふ

作文 ･ポスター局長表彰式

中
国
地
方
建
設
局
で
は
、
毎
年
八
月
の

｢道
路
を
ま
も

る
月
間
｣、
八
月

一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
そ

っ

て
、
｢道
の
日
｣中
国
実
行
委
員
会
、
各
地
方
公
共
団
体
並



ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
道
路
清
掃
等
を
通
し
て
、
道
路
を
守

る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
た
も
の
等
、
優
れ
た
作
品
が
多

数
あ
っ
た
。

そ
の
中
か
ら

『
一
般
A
の
部
』
か
ら
金
賞
一
点
、
銀
賞

三
点
、
銅
賞
六
点
の
他
に
、
｢地
域
の
道
賞
｣と
し
て
中
国

地
方
五
県
一
市
か
ら
一
〇
点
ず
つ
計
六
〇
点
、
『
一
般
B
の

部
』
か
ら
入
選
作
品
一
〇
点
、
『小
･中
学
生
の
部
』
か
ら

入
選
作
品
五
点
を
選
出
し
、
八
月
二
〇
日
以
降
に
中
国
地

方
建
設
局
を
初
め
と
す
る
中
国
地
方
各
地
の
会
場
で
表
彰

式
を
行
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
入
賞
作
品
は
中
国
地
方
各
地
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
等
で
展
示
さ
れ
る
ほ
か
、
作
品
集
と
し
て
製
本
す
る
予

定
で
あ
る
。

三

｢道
の
日
｣
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

｢道
の
日
｣
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
｢道
の
駅
｣
を
よ
り

多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
利
用
者
の
方
々

の
生
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
中
国
地
方
の
｢道
の
駅
｣
及
び
高
速
道
路
の
S
A
･

P
A
等
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
。

応
募
期
間
は
七
月
一
日
か
ら
九
月
三
〇
日
ま
で
で
、
応

募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
各

｢道
の
駅
｣
周
辺
地
域
の
特

産
物
や
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

ンサート

各
事
務
所
に
お
け
る
主
な
行
事

鳥
取
工
事
事
務
所
及
び
倉
吉
工
事
事
務
所

｢夢
ロ
ー
ド
幻
｣

七
月
三
一日
か
ら
九
月
二
八
日
の
間
、
鳥
取
県
境
港
市

内
に
て
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ

鳥
取
"

｢山
陰
･夢
み
な
と

博
覧
会
｣
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
中
国
地
方
建
設
局
も
鳥

取
県
等
と
協
力
し
て
建
設
パ
ビ
リ
オ
ン

｢快
適
夢
図
館
｣

を
出
展
し
、
二
一
世
紀
に
向
け
、
だ
れ
も
が
心
地
よ
く
快

適
に
自
由
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
実
現
す
る
た
め
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
必
要
性
を
模
型
や
パ
ネ
ル
等
に
よ
っ
て

提
案
し
て
い
る
o

道
の
日
の
八
月
一
〇
日
、
こ
の
博
覧
会
の

｢夢
み
な
と

ホ
ー
ル
｣
を
会
場
と
し
て
、
鳥
取
工
事
事
務
所
、
倉
吉
工

事
事
務
所
、
鳥
取
県
、
日
本
道
路
公
団
米
子
管
理
事
務
所

の
主
催
に
よ
り

｢道
の
日
イ
ベ
ン
ト
･
夢
ロ
ー
ド
21
｣
を

行

っ
た
。

女
優
の

｢雛
形
あ
き
こ
｣
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
を
午
後
二
回
行
い
、
｢道
の
日
｣を
P
R

し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
い
ず
れ
も
超
満
員
と
な
り
、特
に
｢道

の
日
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
｣
で
は
多
数
の
参
加
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
多
く
の
人
々
の
道
路
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

こ
の
他
に
も
各
事
務
所
に
お
い
て

｢道
路
を
ま
も
る
月

間
｣
や

｢道
の
日
｣
を
P
R
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
道
の
駅

及
び
街
頭
で
の

｢
P
R
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
･パ
レ
ー
ド
｣、
利
･

用
者
の
意
見
･
感
想
を
道
路
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の

｢道
路
見
学
会
｣、
一
般
市
民
の
参
加
も
得
た
｢道
路
一
斉

清
掃
｣
等
も
実
施
し
た
。

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
･
｢道
の
日
｣
の
行
事

四
国
地
方
建
設
局

　
　

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣、
｢道
の
日
｣
は
道
路
愛
護
の

精
神
の
普
及
を
目
的
と
し
て
、
四
国
地
方
建
設
局
管
内
に
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お
い
て
も
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
行

っ
た
。

香
川
県
内
に
お
い
て
は
、
香
川
地
区
道
路
を
ま
も
る
月

間
運
動
推
進
連
絡
協
議
会
(四
国
地
方
建
設
局
･香
川
県
･

高
松
市
･
日
本
道
路
公
団
四
国
支
社
･
本
州
四
国
連
絡
橋

公
団
第
二
管
理
局
)
が
主
催
し
て
、
八
月
一
日
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
皮
切
り
に
、
メ
イ
ン
行
事

で
あ
る

｢道
の
日
｣
街
頭
パ
レ
ー
ド
な
ど
を
行
っ
た
。

八
月

一
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し

て
、
J
R
高
松
駅
前
ほ
か
四
カ
所
で
、
｢道
の
日
｣
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
プ
リ
ン
ト
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
で

約
一
〇
〇
人
が
う
ち
わ
や
チ
ラ
シ
入
り
グ
ッ
ズ
等
を
配
布

し
て
道
路
愛
護
を
訴
え
た
。

ま
た
四
日
に
は
、
国
道
一
一
号
･三
〇
号

(中
央
通
り
)

の
中
央
分
離
帯
や
歩
道
な
ど
を
、
N
T
T
や
四
国
電
力
そ

の
他
の
民
間
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
加
わ
っ
て
、
早
朝
道

路
一
斉
清
掃
を
実
施
し
、
通
勤
途
中
の
人
々
に
ア
ピ
ー
ル

　　　　　　　　　　　　　　
プニングキャ ン

し
た
。
吸
い
殻
や
空
き
缶
の
投
げ
捨
て
が
目
立
ち
、
道
路

を
大
切
に
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
識
向
上
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

六
日
に
は
、
高
松
市
内
の
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
を

招
き
、
四
国
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
道
路
の
実
状
を
見
学

し
て
も
ら
い
、
｢道
路
｣
の
役
割
や
重
要
性
等
に
つ
い
て
認

識
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
道
路
線
愛
護
の
思
想
を
よ
り

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
道
路
見
学
会
を
実
施
。
岡
山

自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り
日
本
海
か
ら
瀬
戸
内
海
を
経
由

し
太
平
洋
を
結
ぶ
ル
ー
ト

(な
か
よ
し
山
海
ラ
イ
ン
)
が

完
成
し
た
こ
と
に
伴
い
、
こ
の
ル
ー
ト
を
バ
ス
で
見
学
し
、

道
路
一
つ
に
も
大
変
な
時
間
と
労
働
力
、
膨
大
な
費
用
等

で“機.ゞ
　　　
　
　

　　
　　　　　　

　
　　　　
　　

　
　　　

が
か
か
る
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
い
、
道
路
技
術
な
ど
に
つ

い
て
大
き
な
関
心
を
も
っ
て
く
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

35

最
後
に
メ
イ
ン
行
事
で
あ
る

｢道
の
日
｣
街
頭
バ
レ
ー

9

ド
を
八
日
に
･

高
松
市
中
心
街
に
お
い
て
、
香
川
県
知
事
"

高
松
市
長
、
四
国
地
方
建
設
局
長
ほ
か
の
、
各
機
関
の
幹

廚

部
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
た
。
香
川
県
知
事
、
高
松
市
長

の
挨
拶
、
四
国
地
方
建
設
局
長
の

｢道
の
日
｣
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
さ
ら
に
は
ミ
ス
高
松
に
よ
る

｢道
路
愛
護
宣
言
｣
と

続
き
、
香
川
県
警
察
音
楽
隊
や
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る

ド
リ
ル
演
技
等
で
の
出
発
式
を
行
っ
た
そ
の
後
、
四
国
バ

ト
ン
研
究
所
の
チ
ビ
ッ
子
バ
ト
ン
ト
ア
ラ
ー
な
ど
も
参
加

し
て
、
ウ
チ
ワ
や
チ
ラ
シ
入
り
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
な
が
ら
き

　
　
　

飜
嚢

　

　

　
　　　　　

オ

早朝一斉清掃



　　　
　

　
　

ふ
さぎ

道路見学会

商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
内
約
一
･
五
如
を
買
い
物
客
等
に
、

道
路
は
広
く
、
美
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
と
P
R
し
て
、
成

功
裡
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
終
了
し
た
。

以
上
紹
介
し
た
ほ
か
に
各
工
事
事
務
所
で
も
、
｢道
の
日
｣

街
頭
パ
レ
ー
ド
、
道
路
清
掃
、
道
路
管
理
一
日
体
験
、
道

路
見
学
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
道
路
を
美
し
く
大

切
に
使
う
こ
と
の
大
き
な
P
R
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
で
二
回
目
に
な
る
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

を
実
施
し
て
お
り
現
在
、｢21
世
紀
の
四
国
と
そ
れ
を
支
え

る
道
路
整
備
｣
を
テ
ー
マ
に
写
真
を
募
集
中
で
応
募
作
品

が
日
増
し
に
集
ま
っ
て
き
て
い
る
。
(八
月
三
一
日
募
集
締

切
り
)

平
成
九
年
度
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
｢道
の
日
｣を
終
え
て

当
日
は
記
念
式
典
、
親
子
･
ペ
ア
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
、

道
路
探
検
隊
、
ミ
ニ
四
駆
大
会
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

パ
ネ
ル
展
、
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
展
示
、
道
路
管

理
者
･
占
用
企
業
社
の
出
展
コ
ー
ナ
ー
等
様
々
な
催
し
を

行
い
、
約
二
、
五
〇
〇
人
の
入
場
者
で
終
日
賑
わ
っ
た
。

特
に
、
園
内
七
カ
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
回
り
道

路
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら
道
路
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
老
若
男
女

を
問
わ
ず
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
が
予
想
し
た

以
上
の
盛
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
県
内
の
小
学
生
に
よ
る

道
路
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者
で
編
成
し
た
道
路
探
検
隊

は
北
九
州
市
内
の
道
路
関
連
施
設
の
見
学
を
行
っ
た
が
、
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九
州
地
方
建
設
局

九
州
地
方
建
設
局
で
は
、
毎
年
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣

と

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
そ
い
、
各
自
治
体
及
び
関
係
機

関
の
協
力
を
得
て
、
様
々
な
行
事
を
実
施
し
て
い
る
。
今

年
も
各
地
に
お
い
て
趣
向
を
凝
ら
し
た
行
事
に
取
り
組
み
、

道
路
の
重
要
性
、
道
路
の
正
し
い
利
用
を
呼
び
か
け
た
。

以
下
、
各
地
の
主
な
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

傭

福
岡

｢道
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
野
｣

八
月
一
〇
日
、
北
九
州
市
の
響
灘
緑
地
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
に
お
い
て
福
岡
県
内
の
道
路
関
係
八
機
関
の
主
催
で
｢道

の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
"
｣
を
実
施
し
た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
開
催
を
知
ら
せ
る
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
以
降
、
多
数

の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
、
道
の
日
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。

福岡 ｢道の日フェスティバノレ97｣ 開会式



ど
の
感
想
文
に
も
道
路
が
様
々
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
へ
の
驚
き
や
道
路
を
管
理
し
て
い
る
者
へ
の
感
想
の

言
葉
が
記
さ
れ
て
お
り
、
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
と
い
う

道
路
を
ま
も
る
月
間
の
目
的
を
果
た
せ
た
も
の
と
思
わ
れ

　
　　

路面電車による広報

2

長
崎

｢道
の
日
｣
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

長
崎
で
は
、
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣実
行
委
員
会
(国
･

県
･
市
･
公
団
･
公
社
)
を
組
織
し
、
い
か
に
市
民
に
幅

広
く
道
路
愛
護
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ

い
て
、
知
恵
を
絞
っ
て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
ま
ず
長
崎

市
内
を
走
る
路
面
電
車
を
走
る
広
告
塔
と
し
て
利
用
し
、

八
月
の
一
カ
月
間
側
面
に
大
型
の
広
報
板
を
取
り
付
け
、

道
路
愛
護
の
精
神
の
P
R
を
図
っ
た
。

ま
た
、
さ
ら
に
市
民
に
道
路
愛
護
を
強
く
印
象
づ
け
る

た
め
に

｢こ
っ
ち
だ
ョ
ウ
平
君
｣
を
装
飾
し
た
イ
ベ
ン
ト

電
車
を
八
月
一
〇
日
か
ら
三

日
に
か
け
て
走
ら
せ
た
。

当
日
は
、
不
安
定
な
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
数
の
報
道

関
係
者
も
集
ま
る
な
か
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
ミ
ス
長

崎
及
び
関
係
者
が
乗
車
し
道
の
日
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
流

し
な
が
ら
道
路
事
業
の
重
要
性
に
つ
い
て
広
報
に
努
め
た
。

ま
た
、
佐
世
保
市
、
諫
早
市
、
大
村
市
に
お
い
て
も
地

域
に
密
着
し
た
様
々
な
催
し
を
繰
り
広
げ
、
幅
広
く
道
路

に
関
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

3

熊
本

｢道
の
日
<
ま
も
と
フ
ェ
ア
野
｣

八
月
八
日
、
今
年
で
八
回
目
を
迎
え
る

｢道
の
日
く
ま

も
と
フ
ェ
ア
館
｣
を
熊
本
工
事
事
務
所
、
熊
本
県
、
熊
本

市
、
道
路
公
団
の
主
催
、
N
T
T
、
九
州
電
力
、
西
部
ガ

ス
の
協
賛
で
実
施
し
た
。

午
前
中
、
熊
本
市
中
心
部
を
熊
本
市
消
防
音
楽
隊
、
バ

ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ
や
関
係
者
総
勢
一
〇
〇
名
で
パ
レ
ー
ド

し
、
道
路
愛
護
を
呼
び
か
け
た
。

午
後
か
ら
は
熊
本
市
産
業
文
化
会
館
に
お
い
て
、
県
内

の
小
･中
学
生
を
対
象
に
行
っ
た

｢道
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル
｣

(応
募
数
一
、
五
六
七
点
)
の
表
彰
や
道
路
功
労
者
の
表

彰
を
行

っ
た
。
続
い
て
、
ダ

ニ
エ
ル
･
カ
ー
ル
さ
ん
に
よ

る

｢ダ
ニ
エ
ル
･
カ
ー
ル
の
お
も
し
ろ
日
本
見
聞
録
｣
と

題
し
た
記
念
講
演
で
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
最
初
の
日
本
と

の
出
会
い
、
日
本
で
の
生
活
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
最
後
に
道

路
の
話
な
ど
を
山
形
弁
ま
る
だ
し
で
面
白
く
講
演
さ
れ
、

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
は
高
校
生
が
飛
び
入
り
で
マ
ジ
ッ
ク

に
挑
戦
し
た
り
、
県
内
の
道
の
駅
の
特
産
物
の
抽
選
会
で

は
、
関
係
者
が
一
分
間
の
道
の
駅
の
P
R
を
行
う
等
、
会

場
は
最
後
ま
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

ま
た
、
下
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド
街
に
は
月
間
中

｢道
路
を

ま
も
る
月
間
｣
の
垂
れ
幕
五
〇
本
を
天
井
か
ら
吊
り
下
げ
、

さ
ら
に
地
元
ラ
ジ
オ
局
で
八
月
四
日
i
七
日
ま
で
当
事
務

所
の
職
員
を
ゲ
ス
ト
に
ト
ー
ク
番
組
を
放
送
し
、
道
路
の

意
義
･
重
要
性
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

台
風
の
影
響
が
心
配
さ
れ
た
が
幸
い
天
候
も
よ
く
、
職

員
を
は
じ
め
多
数
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
に
全

日
程
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
フ
ェ
ア
に
つ
い
て

｢道の日くまもとフェア'97｣
ダニエル ･カール氏の講演
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も
事
前
に
間
合
わ
せ
も
あ
り
、
｢道
の
絵
｣
の
応
募
も
年
々

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、P
R
の
成
果
が
表
れ
、県
民
の

道
路
に
対
す
る
関
心
が
深
ま
っ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

4

大
分

｢愚
れ
愛
ロ
ー
ド
･
セ
ッ
シ
ョ
ン
野
｣

大
分
で
は
、
今
年
度
の
八
月
一
〇
日

｢道
の
日
｣
の
イ

ベ
ン
ト
を
大
分
市
内
の
大
分
駅
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て

｢
ふ
れ
愛
ロ
i
ド

･
セ
ッ
シ
ョ
ン
"
｣
と
題
し
て
、
大
分

工
事
事
務
所
、
大
分
県
、
大
分
市
、
道
路
公
団
、
県
道
路

公
社
の
主
催
で
開
催
し
た
。
当
日
は
台
風
一
一
号
の
接
近

で
最
後
ま
で
関
係
者
の
気
を
も
ま
せ
た
が
、
午
後
一
時
的

に
雨
が
降
っ
た
も
の
の
今
年
の
最
高
気
温
を
記
録
す
る
快

晴
に
恵
ま
れ
、
約
六
、
○
○
0
人
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

会
場
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ダ
ン
ス
や
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、
地
元
ラ
ジ
オ
局
に
よ
る
ラ
イ
ブ
で

の
特
番
や
、
俳
優
で
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
も
活

躍
し
て
い
る
石
田
純

一
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
を
行
っ
た
。
ま
た
、
道
路
の
意
義
や
重
要
性
に
対
す

る
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
建
設
省
コ
ー
ナ
ー
、
｢道
の

日
｣
ク
イ
ズ
大
会
の
他
、
、ミ
ー四
駆
大
会
、
｢道
の
駅
｣
の

飲
食
や
物
産
コ
ー
ナ
ー
等
親
子
で
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
た
。

ま
ず
式
典
に
続
き
、
キ
ャ
ブ
の
現
場
説
明
を
行
い
、
現

場
見
学
へ
出
発
し
た
。
こ
の
見
学
会
は
小
学
校
三
･
四
年

生
及
び
保
護
者
等
五
八
名
が
参
加
し
、
県
警
管
制
セ
ン
タ

ー
、
県
防
災
セ
ン
タ
ー
、
鹿
児
島
道
路
工
事
現
場
を
見
学

し
た
が
、
各
施
設
で
は
親
子
と
も
熱
心
に
説
明
に
聞
き
入

り
、
道
路
へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
の
に
有
意
義
な
企

画
で
あ
っ
た
。

広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
市
内
に
お
い
て
チ
ラ

シ
、
グ
ッ
ズ
を
配
布
及
び
道
路
清
掃
車
等
の
建
設
機
械
に

よ
る
道
の
日
P
R
を
行

っ
た
。

な
お
、
八
月
四
日
か
ら
八
日
ま
で
鹿
児
島
市
役
所
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
道
路
広
報
パ
ネ
ル
展
を
実
施
し
た
。

以
上
で
紹
介
し
た
行
事
の
他
に
も
各
地
に
お
い
て
、
街

頭
広
報
活
動
、
市
民
の
参
加
も
得
た
道
路
美
化
清
掃
活
動

等
市
民
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
道
路
の
正
し
い
利
用
と
道
路

愛
護
思
想
の
普
及
に
努
め
た
。

今
年
は
、
例
年
以
上
に
台
風
が
多
く
九
州
地
方
に
接
近

し
、
そ
の
影
響
で
日
程
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
事
務

所
も
あ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
に
各
行
事
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
。

あ
ま
り
に
身
近
す
ぎ
て
普
段
は
そ
の
重
要
性
を
見
過
ご

し
が
ち
で
あ
る
道
路
で
あ
る
が
、
今
後
も
こ
う
し
た
様
々

な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
道
路
の
持
つ
機
能
や
意
義
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ろ
%

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
｢道
の
日
｣
の
行
事

5

鹿
児
島
野
｢道
の
日
｣
ー
N

K
A
G
O
S
H
ー
M
A

八
月
一
〇
日
、
鹿
児
島
国
道
工
事
事
務
所
、
鹿
児
島
県
、

鹿
児
島
市
、
道
路
公
団
の
共
催
で
親
子
道
路
施
設
等
見
学

会
及
び
街
頭
広
報
活
動
を
実
施
し
た
。

沖
縄
総
合
事
務
局

　　

今
年
度
も
、
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣沖
縄
地
方
推
進
協

議
会

容
云長
沖
縄
総
合
事
務
局
長
、
構
成
沖
縄
県
下
の
道
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路
管
理
者
)
は
八
月
の
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣、
八
月
一

○
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
そ
い
、
次
の
各
種
行
事
を

実
施
し
、
道
路
の
正
し
い
利
用
と
道
路
愛
護
思
想
の
普
及

に
努
め
た
。

一
図
画

･
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

県
下
の
小
･
中
学
生
を
対
象
に
図
画
･
作
文
の
募
集
を

行
い
、
図
画
と
作
文
あ
わ
せ
て
五
、
六
三
二
点
も
の
素
晴

ら
し
い
作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
最
優
秀
、

優
秀
、
佳
作
、
入
選
を
決
定
し
、
七
月
二
二
日
に
表
彰
式

を
行
い
、
賞
状
･
副
賞
を
授
与
し
た
。
作
文
の
最
優
秀
作

品
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
朗
読
に
よ
る
ラ
ジ
オ
放
送
を
行

っ
た
。
図
画
の
最
優
秀
及
び
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
｢道

の
駅
｣
許
田
に
て
八
月
一
日
か
ら
八
月
一
五
日
ま
で
展
示

会
を
行
っ
た
。

ま
た
入
選
以
上
の
図
画
と
作
文
に
つ
い
て
八
月
一
八
日

よ
り
八
月
二
四
日
ま
で
那
覇
市
内
の
デ
パ
ー
ト
に
お
い
て

展
示
会
を
行
い
、
連
日
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
い
た
。

二

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
及
び
街
頭
パ
レ
ー
ド
(八

月
八
日
)

今
年
は
台
風
一
一
号
の
影
響
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、

前
日
に
台
風
が
過
ぎ
去
り
強
風
が
残
る
な
か
、
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
た
。

街
頭
パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
那
覇
市
の
中
心
街
に
あ
る
パ

レ
ッ
ト
く
も
じ

｢
ふ
れ
あ
い
広
場
｣
に
お
い
て
華
々
し
く

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
始
め
に
、

主
催
者
代
表
に
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
｢期
間
中
だ
け
で

は
な
く
、
常
に
道
路
を
広
く
き
れ
い
に
使
え
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。｣と
道
路
の
大
切
さ
、
必
要
性
に
つ
い
て
理
解

を
求
め
た
。

次
に
今
年
度

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
推
進
標
語
が
横

断
幕
の
掲
示
と
と
も
に
読
み
上
げ
ら
れ
た
後
、
ミ
ス
沖
縄

の
三
嬢
が

｢道
の
日
｣
の
宣
誓
を
声
高
々
に
力
強
く
行
い
、

大
き
な
拍
手
を
受
け
た
。
そ
の
後
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
移

り
、
最
初
に
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ

『安
里
屋
ユ
ン
タ
』
な
ど
沖
縄
で
お
馴
染
み

の
曲
が
演
奏
さ
れ
、
広
場
に
集
ま
っ
た
多
数
の
人
々
も
手

拍
子
を
打
ち
な
が
ら
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
た
。

次
に
沖
縄
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
エ
イ
サ
ー
の
衣
装
で
登

場
し
た

｢琉
球
園
祭
り
太
鼓
｣
の
子
供
た
ち
が
勇
壮
な
踊

り
と
と
も
に
力
強
い
太
鼓
の
音
を
響
か
せ
、
道
行
く
多
く

の
人
の
足
を
止
め
て
魅
了
し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
大
盛

況
の
内
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
会
場
の
一
角
で
は
、
国
道
沿
い
に
植
え
て
あ
る

ヤ
シ
の
木
か
ら
採

っ
た
ヤ
シ
の
実
を
人
々
に
配

っ
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
終
了
後
、
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
先
頭
に

中
学
･
高
校
生
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
も
加
わ
っ
て
街
頭
パ
レ
ー

ド
に
移
り
地
元
の
人
の
み
な
ら
ず
多
数
の
観
光
客
が
見
守

る
な
か
、
那
覇
市
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

｢国
際
通
り
｣

約
一
･
五
虹
を
横
断
幕
を
掲
げ
行
進
し
た
。
そ
れ
に
合
わ

せ
、国
際
通
り
に
P
R
活
動
の
拠
点
を
設
け
、道
行
く
人
々

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
粗
品
を
手
渡
し

｢道
の
日
｣
と

｢道

路
を
ま
も
る
月
間
｣
の
広
報
を
行
っ
た
。
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ま
た
、
同
時
に
宮
古
･
八
重
山
地
区
な
ど
五
地
区
に
お

い
て
も
街
頭
広
報
等
種
々
の
活
動
を
行
っ
た
。

三

道
路
愛
護
功
労
者
表
彰

八
月
二
〇
日
に
、
沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
表
彰
式

を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
道
路
の
美
化
、

道
路
の
正
し
い
利
用
な
ど
道
路
愛
護
に
務
め
ハ
そ
の
功
績

オープニング セ レモニ

が
顕
著
な
者
と
し
て
県
内
道
路
管
理
者
か
ら
推
薦
の
あ
っ

た
者
を
厳
選
し
て
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は
八
団
体

が
表
彰
さ
れ
た
。

四

一
日
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

道
路
の
正
し
い
利
用
と
道
路
愛
護
の
普
及
を
図
る
た
め
、

県
内
の
小
学
生
を
対
象
に
国
道
事
務
所
及
び
県
土
木
事
務

所
に
お
い
て
、

一
日
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
。
事

務
所
に
お
い
て
、
小
学
生
に
｢
一
日
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
員
｣

の
任
命
書
を
授
与
し
た
後
、
パ
ト
ロ
ー
ル
車
や
路
面
清
掃

車
に
乗
車
し
て
事
務
所
管
内
の
一
日
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
た
。

五

親
子
道
路
施
設
見
学
会

(八
月
三
一日
)

道
路
施
設
を
親
子
で
見
学
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
の

も
つ
役
割
、
正
し
い
利
用
の
あ
り
方
等
道
路
に
対
す
る
認

識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
。
今
回
は
、

現
在
工
事
中
の
那
覇
空
港
自
動
車
道
や
今
春
完
成
し
た
ば

か
り
の
浜
比
嘉
大
橋
な
ど
の
見
学
に
一
一
組
三
〇
人
の
親

子
が
参
加
し
、
熱
心
に
職
員
の
話
に
耳
を
傾
け
、
多
く
の

質
問
を
発
し
、
道
路
に
つ
い
て
の
関
心
を
深
め
た
。
子
供

達
に
と
っ
て
は
、
道
路
施
設
が
よ
り
身
近
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

今
後
と
も
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
｢道
の
日
｣
の
充
実

を
図
り
道
路
の
正
し
い
利
用
、
道
路
の
大
切
さ
に
つ
い
て

の
認
識
を
広
め
て
い
き
た
い
。



平
成
九
年
圏
丑
建
議
の
現
況
(建
議
白
書
)
の
概
要

節

j
活
力
と
風
格
あ
る
社
会
を
目
指
し
て
5

道
路
局
道
路
総
務
課

こ
う
し
た
中
で
産
業
の
空
洞
化
を
防
ぎ
、
我
が
国
経
済

社
会
の
活
力
が
保
て
る
か
ど
う
か
は
、
付
加
価
値
の
高
い

新
し
い
産
業
と
効
率
的
な
経
済
構
造
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

2

国
土
構
造
の
変
化

高
度
成
長
期
に
お
け
る
三
大
都
市
圏
へ
の
人
口
流
入
、

バ
ブ
ル
期
の
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
を
経
て
、
我
が
国
の

圏
域
間
の
人
ロ
移
動
は
次
第
に
沈
静
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ

の
中
で
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
平
成
六
年
及
び
平
成
七
年
に

人
ロ
が
転
出
超
過
と
な
っ
た
東
京
圏
が
平
成
八
年
に
は
再

び
転
入
超
過
に
転
じ
、
他
の
圏
域
は
全
て
転
出
超
過
と
な

っ
た
。
東
京
圏
で
は
一
〇
年
ぶ
り
に
二
三
区
の
人
口
が
増

加
に
転
じ
る
な
ど
、都
心
回
帰
の
兆
し
が
見
え
る
(図
1
)。

一
方
、
地
方
圏
で
は
県
庁
所
在
都
市
へ
の
人
ロ
･
機
能

は
じ
め
に

今
年
の
国
土
建
設
の
現
況

(建
設
白
書
)
で
は
、
ま
ず

｢第
1

総
説
｣
に
お
い
て
、
我
が
国
が
直
面
し
て
い
る

構
造
変
化
の
諸
相
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
て
、
新
世
紀
へ
向
け
た
国
土
の
再
構

築
を
進
め
る
上
で
、
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
果
た
す
べ

き
役
割
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
｢第
2

国
土
建
設
施
策
の
動
向
｣
の
う
ち
道
路

関
係
施
策
に
つ
い
て
は
、｢く
ら
し
と
経
済
を
支
え
る
道
づ

く
り
｣
と
題
し
、
道
路
整
備
の
現
況
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
、

整
備
の
基
本
的
視
点
、
課
題
等
を
最
新
の
資
料
･
情
報
に

基
づ
い
て
整
理
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
本
年
の
建
設
白

書
の
う
ち
、
道
路
関
係
部
分
を
中
心
に
そ
の
概
略
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

第
1

総
説

ー
活
力
と
風
格
あ
る
社
会
を
目
指
し
て
-

第
倖
章

構
造
変
化
の
諸
相

第
倖
節

新
起
な
転
換
期
を
迎
え
を
日
本

-

大
競
争
時
代
の
中
の
日
本

国
際
経
済
に
目
を
向
け
る
と
、
今
日
、
各
国
の
主
要
産

業
分
野
で
激
し
い
競
争
が
行
わ
れ
て
お
り
、
｢大
競
争
時
代
｣

の
た
だ
中
に
あ
る
。

米
国
経
済
の
復
活
や
ア
ジ
ア
諸
国
の
急
成
長
の
中
で
、

我
が
国
の
企
業
も
こ
れ
ま
で
、
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
比

較
優
位
分
野
へ
の
シ
フ
ト
を
進
め
て
こ
れ
に
対
応
し
て
き

た
が
、
さ
ら
に
海
外
へ
の
直
接
投
資
に
よ
る
海
外
生
産
拠

点
の
構
築
を
推
進
し
つ
つ
あ
る
。
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転
入
超
過

転
出
超
過

の
集
中
が
続
い
て
い
る
が
(地
方
版
一
極
集
中
)、
こ
れ
ら

の
都
市
の
中
心
部
は
人
ロ
減
少
が
続
い
て
お
り
、
中
枢
都

市
等
で
は
通
勤
時
間
の
長
期
化
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

地
方
小
都
市
で
は
人
ロ
減
の
傾
向
に
あ
り
、
中
心
市
街

地
の
衰
退
や
空
洞
化
に
悩
ん
で
い
る
が
、
特
に
人
ロ
五
万

人
以
下
の
小
都
市
で
は
生
産
年
齢
人
ロ
比
率
も
低
く
、
よ

り
大
き
な
規
模
の
都
市
と
の
格
差
は
拡
大
し
つ
つ
あ
る
(図

2
)
0

の
進
行
に
伴
う
成
長
率
の
鈍
化
や
貯
蓄
率
の
低
下
、
社
会

保
障
費
用
の
増
大
、
地
球
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
等
、

種
々
の
社
会
的
な
制
約
が
一
層
顕
在
化
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

値
観
は
変
化
し
、
多
様
化
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
安
全
･

安
心
や
危
機
管
理
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
以
上
の

よ
う
な
状
況
変
化
や
人
々
の
価
値
観
の
多
様
化
を
受
け
て
、
"

国
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
の
人
々
の
意
識
も
変
化

セ行

し
て
お
り
、
行
政
改
革
や
規
制
緩
和
、
地
方
分
権
な
ど
の

憤

生
産
年
齢
人
ロ
割
合
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21
世
紀
初
頭
を
展
望
す
る
と
、
人
口
の
減
少
、
高
齢
化

国
際
化
、
情
報
化
、
余
暇
の
増
大
等
に
よ
り
人
々
の
価

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

観
点
か
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、
国
や
行
政
の
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方
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第
2
節

転
換
期
の
住
宅
･社
会
資
本
整
備

ー

社
会
構
造
の
変
化
と
住
宅
･
社
会
資
本

我
が
国
の
経
済
･
社
会
は
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
転
換
期

を
経
験
し
て
お
り
、
戦
前
･戦
後
を
通
じ
、
様
々
な
住
宅
･

社
会
資
本
の
整
備
に
対
す
る
時
代
の
要
請
が
生
ま
れ
、
そ

れ
に
沿
っ
た
整
備
が
な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
明
治
期

を
通
じ
て
特
に
重
視
さ
れ
た
社
会
資
本
整
備
は
鉄
道
と
治

水
で
あ
り
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
、
昭
和
初
期
に
か
け
て

漸
次
自
動
車
が
普
及
す
る
に
つ
れ
、
道
路
の
整
備
に
も
力

点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
直
後

に
は
食
料
増
産
の
必
要
性
か
ら
農
林
水
産
業
へ
の
投
資
が

大
き
く
、
ま
た
カ
ス
リ
ン
台
風
な
ど
幾
多
の
台
風
が
襲
っ

た
た
め
に
治
水
関
係
投
資
が
大
き
な
比
重
を
占
め
た
。
国

民
の
所
得
向
上
、
高
度
経
済
成
長
が
目
標
と
な
っ
た
時
期

に
は
経
済
発
展
基
盤
と
し
て
幹
線
道
路
を
精
力
的
に
整
備

し
、
経
済
成
長
の
反
作
用
と
し
て
公
害
、
住
宅
問
題
な
ど

が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
る
と
下
水
道
･
公
園
と
い
っ
た

生
活
関
連
の
基
盤
整
備
に
も
力
点
を
置
き
、
さ
ら
に
豊
か

さ
の
追
求
が
国
民
的
関
心
と
な
る
と
、
住
宅
･
社
会
資
本

の
質
の
向
上
に
一
層
力
を
入
れ
て
き
た
。

住
宅
･
社
会
資
本
整
備
は
日
本
人
の
生
活
の
活
動
ス
テ

ー
ジ
を
質
的
に
変
化
さ
せ
、
そ
の
次
元
を
高
め
て
き
た
と

い
え
る
。
例
え
ば
、
高
速
道
路
等
の
高
速
交
通
手
段
の
発

達
は
、
仕
事
、
生
活
の
ス
ピ
ー
ド
を
飛
躍
的
に
早
く
し
た
。

ま
た
、
洪
水
、
浸
水
に
生
活
を
制
約
さ
れ
て
い
た
時
代
か

ら
、
治
水
の
進
展
に
支
え
ら
れ
た
経
済
活
動
、
生
活
全
般

の
安
定
性
の
確
保
が
図
ら
れ
る
時
代
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

か
つ
て
の
伝
染
病
に
怯
え
て
い
た
時
代
か
ら
上
下
水
道
の

整
備
に
よ
り
せ
せ
ら
ぎ
、
う
る
お
い
を
重
視
す
る
暮
ら
し

が
で
き
る
時
代
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
住
宅
･
社
会
資
本
の
整
備
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
り
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
大

半
を
失
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
欧
米
先
進
諸
国
に
比
べ
る

と
立
ち
遅
れ
が
み
ら
れ
、
ま
た
、
地
域
格
差
も
残
存
し
て

い
る
。

こ
れ
ら
整
備
の
立
ち
遅
れ
や
地
域
格
差
の
解
消
に
加
え
、

今
後
、
人
々
の
価
値
観
や
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
転
換
期

を
迎
え
た
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
新
た
な
課
題
に
適
切

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
民
の
ニ
ー
ズ
や
価
値
観
と
し
て
は
、
ま
ず
、
｢こ
れ
か

ら
の
国
土
づ
く
り
に
関
す
る
世
論
調
査
｣で
は
、
｢将
来
の

国
土
づ
く
り
に
関
し
て
力
を
入
れ
る
べ
き
こ
と
｣
と
し
て
、

過
去
三
回

(昭
和
五
八
年
、
平
成
六
年
、
平
成
八
年
)
の

調
査
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
｢災
害
に
対
す
る
安
全
性
の

確
保
｣、
｢自
然
環
境
の
保
護
｣
を
挙
げ
た
方
の
割
合
が
高

く
、
安
全
･
安
心
や
自
然
環
境
保
護
と
い
っ
た
価
値
が
重

視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

道
路
の
整
備
に
関
し
て
は
、
平
成
八
年
に
道
路
審
議
会

基
本
政
策
部
会

｢21
世
紀
の
み
ち
を
考
え
る
委
員
会
｣
が

｢キ
ッ
ク
オ
フ
･
レ
ポ
ー
ト
｣
を
も
と
に
広
く
国
民
各
層

か
ら
意
見
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
約
三
六
、
0
0
0
人
か

ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
現
状
認
識
と
し
て
は
、
｢道
路
が

安
全
で
使
い
や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
、
道
路
が
悪

す
ぎ
る
｣等
道
路
の
現
況
に
対
す
る
不
満
や
、
道
路
整
備
･

管
理
の
格
差
が
大
き
い
、
無
駄
な
整
備
が
多
い
等
の
道
路

整
備
の
進
め
方
に
対
す
る
批
判
が
多
い
一
方
、
道
路
は
経

済
や
産
業
の
発
展
を
支
え
て
い
る
と
い
っ
た
道
路
の
役
割

を
評
価
す
る
意
見
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
道

路
整
備
の
方
向
性
と
し
て
は
、
人
中
心
の
道
づ
く
り
を
主

張
す
る
意
見
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
の
モ
ラ
ル
の
向

上
に
触
れ
た
意
見
が
多
く
、
住
民
参
加
の
考
え
方
も
寄
せ

ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
施
策
、
対
策
と
し
て
は
、

バ
イ
パ
ス
や
環
状
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
整
備
を
求

め
る
意
見
と
、
歩
道
整
備
等
歩
行
者
や
自
転
車
へ
の
対
応

を
求
め
る
意
見
が
多
く
、
交
差
点
の
工
夫
等
き
め
細
か
な

渋
滞
対
策
等
を
求
め
る
意
見
も
多
い
等
、
様
々
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た

(図
3
)。

沽行セ 97.9 4 2

2

公
共
事
業
の
実
施
過
程
の
変
革

住
宅
･
社
会
資
本
整
備
に
対
す
る
国
民
の
期
待
に
は
極

め
て
大
き
な
も
の
が
あ
る
一
方
、
最
近
の
厳
し
い
財
政
状

況
や
国
民
の
価
値
観
の
多
様
化
の
中
で
、
従
来
の
公
共
事

業
の
あ
り
方
に
対
し
て
は
厳
し
い
指
摘
や
批
判
も
あ
る
。

こ
の
た
め
、
の
効
率
的
･
重
点
的
な
事
業
実
施
及
び
②

国
民
の
視
点
に
立
っ
た
透
明
性
の
あ
る
事
業
実
施
、
の
二

つ
の
観
点
か
ら
、
公
共
事
業
の
実
施
過
程
の
変
革
を
推
進

し
て
い
る
。
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注) 上 田奥:21世紀のみちを考える委員会 ｢ボイス ･レポートJ。
2 .同委員会 ｢キックオフ ･レポート｣をもと‘" 全国規模で意見を募集したもの。

図 3 『キックオフ ･レポート｣ に寄せられた意見全体の傾向

電気中水道などとの一体的な道路工事 □2,2
高速道路整捕に料金以外の一般の税金も投入、□22国費の充当

□2.1料金プール砂-を維持

右折レーンの設置、交差貞の工夫
駐車場の充実 -｢----｢ 6.
わかりやすい採識億切なドライバーの聯動1 I63
モラル向上教育や安全講習会の充実 1 ls.3

1 I15,4
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図

地域のくらu"あった担づくり [ニコ3.
魅力的で個性的な特色ある地域づくり ヒコ3.0
遁麗整備は行政(国･地方公共団体)が行う [コ2忍べき
高割輪をもっと安くすべき ヒコ鱒
通行車の規制など遺の使い方を工夫すべき [コ 28
住民の合意を得るための努力をすべき こ] 2.7
バランスのとれた国土利用、国土づくり、地域[コ2.6づくり
自分の鰯追分で守るべき . [コ2.6
交通情報の提損のため情報通団嫡の開発を梍[コ26逕すべき
周辺頃槐立地条件に対応した迪づくり [] 23

長期展望に立った計画を立てるべき [ニニコ3.
クルマを使わないようにすべき、がまんすべき[ニニコ38
茄づくりの拠点に立った避弗整備が大切 にニコ36

住民と行政が一箱に考えるべき.話し合うべき- 197
行書の謹職,モラルの 7.O

○

効
率
的
･
重
点
的
な
事
業
実
施

政
府
は
平
成
九
年
四
月

｢公
共
工
事
コ
ス
ト
縮
減
対
策

に
関
す
る
行
動
指
針
｣
を
策
定
し
、
平
成
=

年
度
末
ま

で
の
間
に
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減
施
策
を
実
施
し
、
そ

の
効
果
が
十
分
に
発
現
し
た
段
階
で
少
な
く
と
も
一
0
%

以
上
の
コ
ス
ト
縮
減
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
公

共
事
業
を
効
率
化
す
る
た
め
に
事
業
箇
所
の
重
点
化

(例

え
ば
地
方
道
事
業
で
は
、
箇
所
当
た
り
事
業
費
を
平
成
八

年
度
予
算
と
平
成
九
年
度
予
算
と
の
比
較
で
約
八
%

(平

成
七
年
度
と
の
比
較
で
は
約
四
七
%
)
増
加
さ
せ
て
い

る
)、
補
助
金
等
の
廃
止
･統
合
、
事
業
採
択
基
準
の
引
き

上
げ
を
実
施
し
て
い
る
o

さ
ら
に
、
建
設
省
、
農
林
水
産
省
、
運
輸
省
、
国
土
庁

の
四
省
庁
間
で
、
｢公
共
事
業
の
実
施
に
関
す
る
連
絡
会
議
｣

を
設
置
･開
催
し
、
連
携
施
策
と
し
て
、
｢渚
の
創
生
事
業

(広
域
的
海
岸
侵
食
対
策
の
推
進
)｣等
一
三
の
施
策
を
推

進
し
て
い
る
o

②

国
民
の
視
点
に
立
っ
た
透
明
性
の
あ
る
事
業
の
実
施

公
共
事
業
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
今
後
新
規
に

行
う
各
種
の
事
業
に
つ
い
て
費
用
効
果
分
析
を
実
施
し
、

ま
た
、
事
業
採
択
の
考
え
方
を
明
確
化
し
、
公
表
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
道
路
事
業
、
流
域
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
は
、
平
成
九
年
度
新
規
箇
所
よ
り
新
た
な
費
用
効
果
分

析
手
法
を
試
行
、
そ
の
他
の
事
業
に
お
い
て
も
、
平
成
九

年
度
中
に
費
用
効
果
分
析
手
法
を
策
定
、
公
表
す
る
こ
と

と
し
て
い
る

(図
4
)
。

ギイ 道行セ 97.9

応募者全体 35,674人

翅蹄桝捉域齦の合燈の下で流れて□05もぬい
選蹄我が翻りでパラパラである □0.5

これからは糊縦塊の保全ぬく大事である こニコ1,4

クルマ優先の道路整崗がされている 1 -25

応募者全体 35,674人 選路整艫にお金がかかりすぎる

道筋が安全で使い易いものIきなっていない - I3.5



/環

八王子雨バイパス
ま
た
、
大
規
模
公
共
事
業
に
つ
い
て
も

｢大
規
模
公
共

事
業
に
関
す
る
総
合
的
な
評
価
方
策
検
討
委
員
会
報
告
｣

を
踏
ま
え
、
高
規
格
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
一
〇
区
間

の
計
画
決
定
に
際
し
て
、
知
事
に
意
見
照
会
を
し
た
。
ま

た
、
ダ
ム
･
堰
な
ど
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
ダ
ム
等
事
業

審
議
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
会
の
意
見
を
事
業
に
反
映

し
て
い
る
。

ノ費用 (c) = 4,330/1,510 = 2,9

の

o少

益
化
減

便
値
故

る
価
事

)
ず
在
逓

9

施
生
現
交

a

実
に
で
｢

=

て
間
j
+｢時間短縮便益｣ + ｢走行便益｣ + ｢交通事故減少便益｣

･時間短縮便益…道路整備による走行時間短縮を賃金率等で金銭評価
･走行便益…走行円滑化による燃費向上等に伴う走行経費節減額を計測
･交通事故減少便益…道路整備により交通事故件数が減少し、事故の社会的費用が減少

(事故の社会費用は、事故に伴う人的 ･物的損害等を保険統計等
を基に推計)

図 4 費用効果分析の事例 (八王子南バイパス)

30年間に生ずる便益の比により投資効果を分析。
引率)で現在価値化。
益｣ + ｢交通事故減少便益｣
よる走行時間短縮を賃金率等で金銭評価
る燃費向上等に伴う走行経費節減額を計測

て
間
)
+
走

い
年
率
｣
る

つ
め
引
益
よ

析
に
後
割
優
に

分
て
用
(
行
備

益
全
供
%
走
整

便
所
と
4
｢

路

用
箇
用
率
十
道

費
親
費
年
｣
…

の
断
る
れ
益
益

て
9
じ
ぞ
便
便

い
H
投
れ
縮
縮

つ
(

に
そ
短
短

に
方
所
は
間
間

業
え
箇
益
時
時

事
考
業
便
｢
･

路
的
事
と
=

街
本
別
用
益

･
基
個
費
便

･
基
個
費
便

鬱

皺①“
②

　
　

費

社会費用便益
(H22~ 5l)

0 500 l鎖〕0 1,500 2,皿0 2.500 3,000 3.500 4000 4,500 5.○の(億円)
*括弧なしの敦髄は基準年 (H H)における
現在価値、括弧内の数値は割引前

費用合計(c) 1,510億円

40 130)

便益合計& ) 4,330億円

第
2
章

新
し
い
世
紀
へ
向
け
彪
国
土
の
再
構
築

5
豊
か
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
す
た
め
に
;

第
倖
節

安
全
な
生
活
空
間
の
形
成

経
済
･
社
会
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、

安
全
な
生
活
空
間
の
形
成
が
必
須
の
条
件
で
あ
り
、
防
災

の
観
点
が
特
に
重
要
で
あ
る
。

1

震
災
へ
の
備
え

平
成
七
年
一
月
一
七
日
に
起
き
た
阪
神
･
淡
路
大
震
災

か
ら
二
年
半
が
経
過
し
た
。
被
災
地
は
今
な
お
復
興
の
途

上
で
は
あ
る
が
、
昨
年
九
月
に
阪
神
高
速
三
号
神
戸
線
が

全
線
開
通
す
る
な
ど
、
主
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

は
着
実
に
進
展
し
て
い
る
。

復
興
事
業
に
お
い
て
は
、
単
な
る
復
旧
で
は
な
く
、
よ

り
積
極
的
に
他
の
地
域
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な

｢安
全

な
ま
ち
づ
く
り
｣
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
般

国
道
四
三
号
に
お
い
て
、
防
災
空
間
を
確
保
し
、
道
路
環

境
に
つ
い
て
十
分
配
慮
す
る
必
要
か
ら
、
沿
道
約
二
〇
如

を
対
象
に
、
広
域
防
災
帯
と
し
て
環
境
防
災
緑
地
の
整
備

を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
共
同
収
容
施

設
と
し
て
の
共
同
溝
、
電
線
共
同
溝
の
整
備
も
実
施
し
て

い
る
。

さ
ら
に
、
高
速
自
動
車
国
道
、
阪
神
高
速
道
路
、
一
般

国
道
等
の
緊
急
度
の
高
い
橋
梁
に
つ
い
て
橋
脚
等
の
補
強

対
策
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
九
年
度
中
に

概
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
教
訓
に
か
ん
が
み
、
密

集
市
街
地
の
危
険
性
を
解
消
す
る
た
め
、
｢密
集
市
街
地
に

お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律

(密
集

市
街
地
法
)｣が
制
定
さ
れ
、
密
集
市
街
地
等
の
計
画
的
な

再
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
た
。

道イテセ 97,9 45



2

水
害
･
土
砂
災
害
等
へ
の
対
応

平
成
八
年
二
月
に
発
生
し
た
北
海
道
の
一
般
国
道
二
二

九
号
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
を
契
機
に
ト
ン
ネ
ル
坑
ロ

部
等
緊
急
点
検
を
行
い
、
対
策
が
必
要
と
さ
れ
た
八
三

箇
所
の
う
ち
約
九
割
に
つ
い
て
法
面
防
災
工
事
を
行
っ
た
。

ま
た
、
我
が
国
の
諸
都
市
の
貯
水
量
は
諸
外
国
と
比
較

し
て
極
め
て
少
な
く
、
渇
水
被
害
が
生
じ
や
す
い
構
造
に

な
っ
て
お
り
、
水
資
源
の
確
保
と
節
水
型
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
両
輪
と
し
た
総
合
的
な
渇
水
対
策
を
進
め
て
い
る
。

一
方
、
交
通
安
全
対
策
と
し
て
は
、
平
成
八
年
度
に
創

設
さ
れ
た

｢事
故
多
発
地
点
緊
急
対
策
事
業
｣
に
よ
り
、

第
6
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
五
箇
年
計
画
期

間
中
に
、
全
国
三
、
0
0
0
箇
所
の
事
故
多
発
地
点
に
重

点
的
に
投
資
し
事
故
防
止
策
を
集
中
的
に
実
施
し
て
お
り
、

ま
た
、
住
居
系
地
区
等
に
お
い
て
は
、
公
安
委
員
会
に
よ

る
ゾ
ー
ン
規
制
等
と
併
せ
て
道
路
管
理
者
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
道
路
等
の
面
的
整
備
を
行
う

｢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･

ソ
ー
ン
形
成
事
業
｣
を
推
進
し
て
い
る
。

第
2
節

活
力
あ
る
国
土
の
創
造

ー

日
本
経
済
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

5
少
子
･
高
齢
社
会
の
展
望

へ少
子
･
高
齢
社
会
の
展
望
〉

れ
世
紀
の
少
子
･
高
齢
社
会
を
展
望
し
た
住
宅
･
社
会

資
本
の
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
0
先
進
諸
国
に
も

例
を
見
な
い
急
速
な
高
齢
化
を
考
え
る
と
、
高
齢
者
等
の

日
常
生
活
を
支
援
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
生
活
空
間
づ
く

り
が
急
務
、
②
平
均
余
命
の
伸
び
を
考
え
る
と
、
高
齢
者

は
文
化
面
で
も
生
産
面
で
も
豊
か
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持

っ
た
世
代
と
の
位
置
づ
け
が
可
能
、
③
少
子
･
高
齢
化
を

背
景
と
し
て
、
女
性
の
社
会
進
出
や
子
育
て
世
代
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
へ
の
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
単
な
る
物
理
的
障
害
の
除
去
に
と
ど

ま
ら
な
い
量
･
質
と
も
に
十
分
な
福
祉
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ッ

ク
を
形
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
我
が
国
の
夫
婦
が
持
つ
現
実
の
子
供
数
と
理
想

の
子
供
数
に
は
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
大
都
市
部
に
お
い
て

は
、
特
に
家
が
狭
い
こ
と
が

一
つ
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
。

建
設
省
で
は
、
子
育
て
世
代
の
多
様
な
ニ
!
ズ
に
対
応
し

た
住
宅
の
供
給
に
努
め
て
い
る
。

へ経
済
構
造
改
革
に
資
す
る
住
宅
･
社
会
資
本
の
整
備
〉

本
格
的
な
少
子
･
高
齢
社
会
が
到
来
す
る
前
に
経
済
構

造
改
革
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
内
外
価
格
差
を
解
消
し
、

我
が
国
経
済
の
高
コ
ス
ト
構
造
を
是
正
す
る
と
と
も
に
、

国
際
的
に
魅
力
あ
る
事
業
環
境
を
創
出
す
る
た
め
の
住
宅
･

社
会
資
本
整
備
が
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
首
都
高
速
湾
岸
線
の
開
通
に
よ
る
時
間
節
約

は
、
一
日
三
七
、
○
○
○
時
間
と
試
算
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
社
会
資
本
の
整
備
は
時
間
の
機
会
費
用
の
高
い
我
が

国
に
お
い
て
人
流
･
物
流
の
効
率
化
を
通
じ
て
コ
ス
ト
削

減
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る

(図
5
)
。

ま
た
、
国
際
的
な
空
港
･
港
湾
と
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

首都高速湾岸線 (横浜ベイブリッジ~ 羽田空港間) の開通により、 高速横羽線
や一般道路の渋滞が大幅に緩和されるとともに、 平均走行速度が大幅アップし、
横浜 (みなとみらい) から羽田空港ターミナルまでの所要時間が大幅に短縮。
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首都高速湾岸線開通によるコストの縮減

の
連
携
や
ア
ク
セ
ス
上
重
要
な
路
線
に
つ
い
て
、
車
両
の

大
型
化
に
対
応
す
る
橋
梁
の
補
修
･
補
強
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
国
際
物
流
の
効
率
化
･
円
滑
化
を
図
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
高
度
情
報
通
信
社
会
の
実
現
に
向
け
、
渋
滞
･

交
通
事
故
対
策
等
の
切
り
札
と
し
て
I
T
S

(高
度
道
路

交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
研
究
開
発
･
実
用
化
を
推
進
し
て
い

る
。
I
T
S
は
、
交
通
の
円
滑
化
に
よ
る
時
間
の
節
約
等

に
よ
り
コ
ス
ト
縮
減
に
も
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
関
連
の
巨
大
な
市
場
を
生
み
出
す
と
予
測
さ
れ



て
お
り
、
新
産
業
創
出
の
観
点
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

〈地
域
の
活
性
化
〉

ま
た
、
｢建
設
省
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
卸
方
如
構
想
｣

地
方
都
市
に
お

に
基
づ
き
、
情
報
B
O
X
、
電
線
共
同
溝
等
の
公
共
収
容

空
間
や
公
共
施
設
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備
を
推
進

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
公
共
施
設
管
理
の
高
度
化
を
図
る
と

と
も
に
、
電
線
類
地
中
化
等
に
よ
り
良
好
な
都
市
環
境
の

形
成
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

2

都
市
･
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

5
都
市
･
地
域
の
活
力
創
造

へ都
市
空
間
の
有
効
利
用
〉

東
京
な
ど
大
都
市
の
都
心
部
に
お
い
て
は
人
口
の
都
心

回
帰
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
。
建
設
省
で
は
都
心
居
住
を
推

進
す
る
た
め
、
容
積
率
等
の
建
築
規
制
の
緩
和
を
行
う
と

と
も
に
、
東
京
都
、
関
係
各
区
、
住
宅
･
都
市
整
備
公
団

と

｢東
京
都
心
居
住
推
進
本
部
｣
を
設
置
し
た
。

ま
た
、
民
間
の
都
市
開
発
は
発
展
基
盤
と
し
て
の
都
市

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
、
大
き
な
経
済
的
価
値
を
生

み
出
す
。
こ
の
た
め
、
｢総
合
設
計
制
度
｣
の
改
善
を
行

い
、
敷
地
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
さ
ら
に
上
乗
せ
し
て

容
積
率
の
割
増
が
与
え
ら
れ
る
仕
組
み
に
し
て
、
権
利
関

係
を
ま
と
め
て
敷
地
を
集
約
化
す
る
際
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
と
な
る
よ
う
に
措
置
し
た
。
さ
ら
に
、
土
地
区
画
整
理

事
業
の
技
術
基
準
の
弾
力
化
、
不
動
産
特
定
共
同
事
業
の

支
援
、
街
路
等
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
等
に
よ
り
、
民

間
都
市
開
発
の
円
滑
な
実
現
を
促
し
て
い
る
。

表 人口が増加(減少)している地方都市のアクセス及び
都市インフラ整備状況

増加10市平均 減少10市平均

最も近い空港までの時間距離 65
,
6分 76

.
7分

最も近い高速道路I C までの時間距離 14
.
3勿さ 54

,
5分

地方中枢都市までの時間距離 84
.
9労さ 107

,
2分

東京駅までの時間距離 粉盟 粉鰡
都市計画道路 (改良済+概成済)

蹴 轍1 人当たり公園面積 久蹴 圦蹴下水道供用面積 (公共十流域)

皺 鑑土地区画整理事業施行済面積

憲 蹴注) 1, JR時刻表、道路時刻表、都市計画年報より作成。
2 ,人口が8~ 20万、昼夜間人口比1以上の都市の5%通勤、通学圏で、昭和60年から平成7年までの人口

増加率をとったもの。
3.三大都市圏内の都市、都道府県庁所在都市、同じ都市圏内に自都市よりも人口規模の大きい都市を含む

場合、自都市よりも人口規模の大きな都市の5%通勤 -通学圏に含まれる場合及び製造業の衰退により
人口が減少したいわゆる企業城下町的な都市は除外している。

4.地方中枢都市までの時間距離について、最寄りの地方中枢都市よりも東京、名古屋、大阪のいずれかま
での時間距離が短い場合は、当該都市までの時間距離をもとに算出している。

5,増加鱒市の平均人口規模は134,l04人、減少10市の平均人口規模はl22,613人である (平成7年国勢調査
ペース)。

地
方
都
市
に
お
い
て
は
、
大
都
市
や
他
の
地
域
へ
の
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
水
準
が
、
人
ロ

の
増
減
や
地
域
の
活
性
化
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
(表
1
)。
地
域
の
活
力
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
す

た
め
に
地
方
都
市
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
さ

ら
に
広
域
的
に
生
活
、
産
業
、
文
化
等
様
々
な
レ
ベ
ル
で

の
社
会
的
機
能
の
連
携
を
支
援
す
る
交
通
･
通
信
等
の
交

流
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

例
え
ば
、
平
成
九
年
三
月
に
中
国
横
断
自
動
車
道
の
岡

山
総
社
-
北
房
間
が
開
通
し
、
米
子
i
高
知
間
は
、
本
州

4

四
国
連
絡
道
路
を
経
て
高
速
道
路
で
三
時
間
強
と
な
っ
た
。
q

こ
の
開
通
を
見
込
ん
で
沿
線
の
企
業
等
が
地
域
や
セ
ク
タ

q　

ー
を
越
え
て

｢中
国
四
国
交
流
連
携
倶
楽
部
｣
を
結
成
し
、
行　

沿
線
の
宿
泊
施
設
の
共
通
割
引
チ
ケ
ッ
ト
を
作
成
し
た
り
、

沿
線
五
県
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
を
開
催
し
た
り
、
C
A
T
V

番
組
の
相
互
配
信
を
行
っ
た
り
す
る
等
活
発
な
活
動
を
行

っ
て

い
る
。

3

住
宅
･
社
会
資
本
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

5
国
土
の
経
営
戦
略

先
進
諸
外
国
で
は
、
国
力
の
豊
か
な
時
期
に
社
会
資
本

ス
ト
ッ
ク
の
整
備
を
行
い
、
豊
か
な
生
活
水
準
を
実
現
し

て
き
た
。
米
国
も
、
一
九
三
〇
年
半
ば
か
ら
六
〇
年
代
終

盤
ま
で
が
最
も
繁
栄
し
た
期
間
で
、
そ
の
最
盛
期
に
、
必

要
な
社
会
資
本
を
う
ま
く
整
備
し
た
こ
と
が
、
米
国
民
が

現
在
高
い
生
活
水
準
を
維
持
し
て
い
る
一
つ
の
原
因
と
な

っ
て
い
る
。

住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
た
め
の
公
共
事
業
に
は
有
効

需
要
を
創
出
す
る
フ
ロ
ー
効
果
の
み
な
ら
ず
、
社
会
の
供

給
サ
イ
ド
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
め
る
等
、
多
様
な
ス
ト

ッ
ク
効
果
が
あ
る
。
公
共
投
資
へ
の
評
価
は
こ
れ
ら
を
含

め
た
多
様
な
観
点
か
ら
総
合
的
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る

が
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
は

一
般
に
は
フ
ロ
ー
効
果
に
比
べ
て

把
握
し
に
く
い
。
し
か
し
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
数
値
的
に



ま
た
、
今
後
、
既
存
の
社
会
資
本
に
か
か
る
維
持
管
理

費
用
が
か
さ
ん
で
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
最
小
に
す
る
技
術
を
開
発
･
実
用
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
最
小
限
の
維
持
管
理
費
で
最
大
限
の
効

用
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
例
と
し
て
、
建
設
省
の
土
木
研
究
所
で
進
め
て
い

る

｢
ミ
ニ
マ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
橋
｣
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

近
年
の
技
術
進
歩
を
受
け
て
開
発
さ
れ
た
、
橋
梁
の
初
期

建
設
費
用
と
維
持
管
理
費
用
及
び
更
新
費
用
の
総
計
で
あ

る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
最
小
に
す
る
技
術
で
あ
る
。

計
測
す
る
試
み
と
し
て
、
例
え
ば
、
社
会
資
本
整
備
に
よ

る
効
用
の
増
加
が
土
地
や
住
宅
の
価
格
に
反
映
す
る
と
い

う
点
に
着
目
し
て
そ
の
効
果
を
計
測
す
る
方
法
で
あ
る
ヘ

ド

ニ
ッ
ク

･
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、
人
々
の
意
識
調
査
に
よ
り

支
払
い
意
志
を
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
環
境
や
現
存
し
な

い
社
会
資
本
の
評
価
を
行
う
手
段
で
あ
る
仮
想
的
市
場
評

価
法

(C
V
M
)
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
公
共
投
資
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
社
会
資
本
ス

ト
ッ
ク
が
供
給
面

(経
済
成
長
や
生
産
性
)
に
及
ぼ
す
効

果
に
つ
い
て
は
、
マ
ク
ロ
的
に
生
産
性
を
押
し
上
げ
る
効

果

(生
産
力
効
果
)
に
つ
い
て
様
々
な
推
計
が
な
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
推
計
に
か
な
り
の
幅
が
あ
る

も
の
の
、
社
会
資
本
投
資
は
民
間
投
資
の
持
つ
生
産
力
効

果
と
遜
色
な
い
と
い
う
試
算
結
果
も
出
て
い
る
。
ま
た
、

社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
上
昇
率
と
生
産
性
の
上
昇
率
に
は

相 社 果 も い 果
関 会 と の る (
が 資 遜 の 0 生
み 本 色 、 そ 産
ら ス な 社 れ 力
れ ト い 会 ら 効
る ッ と 資 に 果
( ク い 本 よ )
図 の う 投 る に
6 上 試 資 と っ
ち 昇 算 は 、 い

》 結 民 推 て

都市部におけるライフサイクルコストの算出例
(指教) [TYPE-3 (亜鉛めっき仕様) ]

コ 異義@愛し ,““ 18,1
/

[
f

｣ 5,6＼

′1,6

" Lo ｣ ･
乙 '
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図 7 ミニマムメンテナンス橋の効果

(新設橋より採用の場合)

Aschaue唯ま、アメリカにおける社会資本ストックの変化率と生産性の
上昇率の相関を明らかにしている (上図参照)。
下図はAschauerと同様の方法を用いて、我が国における社会資本ス

トックの変化率と生産性の上昇率の相関を求めたものである。

社会資本ストックの上昇率と生産性の上昇率の比較

〃V V＼
れ7淺ストソク ん
〉 ~(出典) EconomicPolicy1nstitute

｢nneCaseforPub1icInvcstm cnu
- 1 - - l 1 I 1 - - - - - 1 - - - - - - l - -
1950 1960 1970 1980 1990 (年)

0,5

200年 架替サイクル 60年

亜鉛めっき 130年 塗装 (塗膜) 塩化ゴム系塗料 15年

亜鉛溶射 (全面) 70年 塗 替 え 塩化ゴム系塗料 15年

PC床版 200年 床 版 RC床版 40年

継目部の補修 50年 床版補修 部分補修･建設後20年 20年

ゴム支承 1の年 支 承 鋼製支承 30年

ミニマムメンテナンス仕様 20年 伸縮装置 従来仕様 10年

改質アスファルト 15年 舗 装 普通アスファルト 10年

シート防水(舗装のサイクル)15年 防 水 層 シート防水(舗装のサイクル)lo年

塗膜防水 (舗装のサイクル) 15年 防水層更新 塗膜防水 (舗装のサイクル) 10年
発。
値

- 0.5

社会資本ストックの上昇率と生産性の上昇率の比較

3 (日本 :1957年~ 1995年)

準

化

値

‐ 生産性社会詳叙
偽 ''''…………… 脚 ,~ …ん …

ハ

V y ¥※父
建設政策研究センター試算による

1957 1962 1967 1972 1977 1982 1987 1992 1995(年)

注) 1.ここで生産性とは全要素生産性を意味し、生産性の伸びについて資本や
労働といった生産要素では計れない部分による生産性の伸びを意味する。
生産性の上昇率については、
全要素生産性の伸び率=実質G D Pの伸び率-労働分配率×労働投入
(就業者数×労働時間)の伸び率-資本分配率X実質民間資本ストック

額の伸び率によって試算している。
2.標準化とは: (変数一平均値)÷標準偏差としたものである。

図 6 社会資本ストックの上昇率と生産性上昇率
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こ
の
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
建
設
さ
れ
る

橋
梁
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
最
小
化
す
る
こ
と
が

で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
既
存
の
橋
梁
に
ミ
ニ
マ
ム
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
工
事
を
施
工
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
維
持
管
理

コ
ス
ト
を
大
き
く
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

(図

7
)
。さ

ら
に
、
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
集
積
を
活
か
し
た
公

共
収
容
空
間
の
活
用
等
社
会
資
本
の
有
効
な
利
用
･
運
営

が
重
要
に
な
る
。
社
会
資
本
の
総
合
的
な
活
用
に
よ
り
、

身
近
な
生
活
領
域
か
ら
都
市
･
地
域
へ
と
広
が
る
国
土
空

間
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
二
分
に
発
揮
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
･0第

3
節

風
格
あ
る
国
土
の
実
現

1

文
化
の
創
造
･
保
存

国
土
に
誇
り
を
持
ち
、
国
際
社
会
か
ら
も
尊
敬
を
集
め

ら
れ
る
よ
う
な
風
格
あ
る
国
土
の
実
現
に
向
け
て
、
我
が

国
が
持
つ
優
れ
た
文
化
、
自
然
環
境
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

引
き
出
す
た
め
に
、
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
果
た
す
役

割
は
大
き
い
。

建
設
省
で
は
、
昨
年
六
月
に

｢文
化
を
守
り
育
む
地
域

づ
く
り
･
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
｣
を
策
定
し
た
。
本

方
針
の
中
で
は
、
0
先
人
が
築
い
た
文
化
ス
ト
ッ
ク
、
大

切
に
し
て
き
た
自
然
、
歴
史
に
培
わ
れ
た
地
域
の
個
性
を

大
事
に
守
り
･
活
か
し
、
調
和
す
る
地
域
づ
く
り
･
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
、
②
日
常
生
活
空
間
の
質
や
水
準
を
高
め
、

文
化
性
豊
か
な
生
活
環
境
を
享
受
で
き
る
よ
う
な
地
域
づ

く
り
･
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
。
さ
ら
に
新
た
な
文
化
の
創

造
に
積
極
的
に
貢
献
、
③
点
と
し
て
個
々
の
質
を
高
め
る

ば
か
り
で
な
く
、
線
･
面
と
し
て
質
を
高
め
、
空
間
全
体

と
し
て
文
化
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
･
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
、
の
三
つ
の
基
本
的
視
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
建
設

省
で
は
、
本
方
針
に
沿
っ
て

｢文
化
｣
を
建
設
行
政
の
担

う
べ
き
重
要
な
使
命
と
し
て
再
認
識
し
文
化
へ
の
取
り
組

み
や
施
策
展
開
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
文
化
庁
と
と
も
に

｢文
化
庁
･
建
設
省
連
絡

推
進
会
議
｣
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
文
化
庁
、
地
元
と

一
体
と
な
っ
て

｢文
化
財
を
活
か
し
た
モ
デ
ル
地
域
づ
く

り
事
業
｣
を
進
め
て
い
る
o

2

環
境
の
創
造
･
保
全

我
が
国
の
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
地
域
環
境
に
対
す
る

過
重
な
負
担
を
避
け
る
た
め
に
は
循
環
型
社
会
の
構
築
が

必
要
に
な
る
o

河
川
の
持
つ
多
様
な
自
然
環
境
や
水
辺
空
間
に
対
す
る

国
民
の
需
要
の
高
ま
り
に
応
え
る
た
め
、
河
川
法
を
改
正

し
て
法
目
的
に
水
質
、
景
観
、
生
態
系
な
ど
の

｢河
川
環

境
の
整
備
と
保
全
｣
を
付
け
加
え
た
。

ま
た
、
環
境
影
響
評
価
法
が
制
定
さ
れ
、
環
境
影
響
評

価
に
新
た
に
｢
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
手
続
｣
(
一
定
規
模
以
上

の
事
業
に
環
境
影
響
評
価
を
義
務
付
け
る
と
と
も
に
、
こ

れ
に
準
ず
る
規
模
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
環
境
影
響
評
価

の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
を
個
別
の
事
業
ご
と
に
国
が
都

　　　

道
府
県
知
事
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
判
定
)
と

｢
ス
コ
ー

ィ

ピ
ン
グ
手
続
｣
(環
境
影
響
評
価
の
実
施
前
に
、
事
業
者
が

9

調
査
等
の
方
法
に
関
し
て
地
方
公
共
団
体
や
住
民
･
専
門

9セ

家
等
の
意
見
を
幅
広
く
聴
い
て
、
具
体
的
な
調
査
項
目
等

漸

の
設
定
を
個
別
に
選
定
)
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ

り
で
き
る
限
り
早
い
段
階
か
ら
環
境
配
慮
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

建
設
副
産
物
対
策
と
し
て
は
平
成
六
年
に
策
定
さ
れ
た

｢リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
牡
｣
な
ど
の
推
進
に
よ
り
、
近
年

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
の

リ
サ
イ
ク
ル
率
が
向
上
す
る
な
ど
進
展
が
み
ら
れ
る
が
、

今
後
と
も
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
社
会
の
実
現
に
向
け
て
努

力
が
必
要
で
あ
る
。

第
2

国
土
建
設
施
策
の
動
向

＼

肛

こ
ら
も
と
経
済
を
支
え
る
溥
ず
{
り
-

　

　　
　

　

　

　
　　　
　
　

　　
　
　

1

道
路
を
め
ぐ
る
現
状

○

道
路
の
持
つ
機
能
と
役
割

①

道
路
交
通
の
推
移
と
現
状

戦
後
の
我
が
国
の
自
動
車
交
通
は
飛
躍
的
に
伸
び
、

現
在
で
は
、
我
が
国
の
社
会
経
済
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
民
生
活
を
支
え

る
最
も
重
要
な
社
会
基
盤
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

自
動
車
利
用
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
自
動
車
保
有

台
数
、
自
動
車
走
行
台
キ
口
の
伸
び
は
G
N
P
の
伸



び
を
大
き
く
上
回

っ
て
い
る

(図
8
)
。

果
と
し
て
平
成
一
〇
年
度
一
年
間
で
約
一
〇
兆
一
、

好
な
市
街
地
の
骨
格
形
成
等
の
機
能
、
避
難
路
、
緊

②

日
常
生
活
を
支
え
、
人
流
･
物
流
を
担
う
根
幹
施

0
0
0
億
円

(平
成
四
年
度
価
格
)
の
効
果
が
推
計

急
輸
送
路
な
ど
防
災
活
動
の
た
め
の
空
間
と
し
て
の

設

さ
れ
る
。

皀
と
と
も
に
、

･

を
娑

る

鵲
と
し

道
路
整
備
の
進
展
に
よ
り
、
生
活
様
式
･
食
生
活

の
多
様
化
、
物
流
の
高
度
化
、
新
た
な
雇
用
の
創
設

等
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
道
路
は
、
日
常
生
活
を
支
え
、

人
流
･
物
流
を
担
う
根
幹
施
設
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
道
路
整
備
の
効
果
は
極
め
て
広
範
多
岐
に
至
っ

て
お
り
、
第
n
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

(平
成
五

年
度
j
九
年
度
)
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
る
直
接
効

③

道
路
の
空
間
と
し
て
の
機
能
の
重
要
性

道
路
は
国
土
の
三
%
を
占
め
る
公
共
空
間
と
し
て

も
国
民
の
日
常
生
活
と
大
き
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い

る
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
ほ
と
ん
ど
が
道
路
空
間
に
敷

設
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
高
度
情
報
通
信
社
会
の
発
展

に
伴
っ
て
情
報
通
信
回
線
の
収
容
空
間
と
し
て
も
重

要
な
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
は
良

運転免許保有者数

　

　
　

　
　
　

　

　
　

　
　　

羞
議論繃

　　

　　　　　

　

　
　　　　

3

)
飴
臘
鱗
稽

'(

白
]G

2 .走行台キロには軽自動車を含まない。運輸省 ｢陸運統計要覧｣による。
3,運転免許保有者数は、警察庁調べによる。
4.自動車保有台数は、運輸省 ｢陸運統計要覧｣ による。
5. G N Pは実質 (H2年価格)。経済企画庁 ｢国民経済計算年報｣による。

、′

oo

注

図 自動車保有台数、運転免許保有者数、
自動車走行台キロ及びG N P の推移

急
輸
送
路
な
ど
防
災
活
動
の
た
め
の
空
間
と
し
て
の

機
能
と
と
も
に
、
景
観
を
形
成
す
る
環
境
空
間
と
し

て
の
機
能
等
も
有
し
て
い
る
。

④

活
力
あ
る
地
域
、
経
済
等
の
基
盤
と
な
る
社
会
資

本
道
路
は
地
域
住
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
根
幹
的

な
社
会
資
本
で
あ
る
と
同
時
に
、
広
域
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
形
成
し
て
地
域
間
の
連
携
･
交
流
の
基
盤
と

な
っ
て
い
る
。
地
方
分
権
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て

も
、
道
路
の
整
備
を
通
じ
て
地
域
の
活
力
を
高
め
る

こ
と
が
前
提
条
件
で
あ
る
。

⑤

安
全
な
社
会
を
支
え
る
根
幹
的
な
社
会
資
本

我
が
国
は
元
来
脆
弱
な
国
土
の
上
に
成
り
立
っ
て

お
り
、
近
年
に
お
い
て
も
、
平
成
七
年
一
月
の
阪
神
･

淡
路
大
震
災
に
お
け
る
阪
神
高
速
道
路
等
の
被
災
、

平
成
八
年
二
月
の
一
般
国
道
二
二
九
号
豊
浜
ト
ン
ネ

ル
で
の
大
規
模
岩
盤
崩
落
等
の
災
害
に
み
ま
わ
れ
た
。

道
路
は
、
安
定
し
た
経
済
社
会
活
動
や
生
活
を
確
保

す
る
重
要
な
社
会
資
本
で
あ
り
、
自
然
災
害
に
対
す

る
信
頼
性
の
確
保
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

②

道
路
整
備
の
現
状

道
路
整
備
に
つ
い
て
戦
後
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
、
終

託

戦
直
後
は
砂
利
道
ば
か
り
で
、
人
や
自
動
車
の
通
行
は
い

道

た
る
と
こ
ろ
で
難
渋
を
極
め
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
こ

0　
　

の
よ
う
な
中
、
本
格
的
な
道
路
整
備
は
、
昭
和
二
九
年
に

G

N

P
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0
7H

P

H

N
“

G

の

　メノ
293

55

　
　

　
　　
　　

　(

自

動

車

走

行

台

キ

ロ

自

動

車

保

有

台

数

運

転

免

許

保

有

者

数



表 2 高速道路整備水準の国際比較

国 名
高速道路
延 長

(km)

高速道路延長 高速道路延長 高速道路延長 高速道路延長
国土面積
(km/万婦)

人 口

(km/万人)

ゾ面積 -人口

藤田/ゾ万躯･万人)

自動車保有台数
(km/万台)

ア メ リ カ 73 ,257 78 2 .81 14 .8 3 .75

ド イ ツ 11 ,143 312 1 .37 20 .7 2 .64

イ ギ リ ス 3 ,141 136 0 .56 8 .7 1 .38

フ ラ ン ス 9 ,00O 163 1 .56 15 .9 、 3 .01

イ タ リ ア 6 ,301 209 1 .11 15 ,2 2 .05

日 本 6 ,545 173 0 .52 9 .5 0 .98

洋) ],高速道路延長は、 IRF rW orld Road Statistics l995｣によるl994年末値。
アメリカは rH ighw ay statistics 1993一による1993年末のり桂際道路延長。
イタリアは1991年末値、イギリスは1993年来値。
ロ本は道路局調べの1995年末現在の高規格幹線道路の道路延長である。

2.人口は、 rM onthly Bullietin ofstatistics october 1995Jによる1994年央値。
3.面積は、総務庁 r国際統計要覧 1992/93一による1990年値。
4.保有台数は、自工会 r主要国自動車統計 1995Jによる1994年来値。

表 3 一般道路の改良率、整備率、 4車線化率

策
定
さ
れ
た

｢第
1
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
｣
か
ら
始

ま
り
、
現
在
ま
で
11
次
に
及
ぶ
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の

改
訂
に
よ
っ
て
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
高
速
道
路
の
整
備
水
準
は
国
際
水
準
と
比
較
し
て
ま
だ

ま
だ
劣
後
し
て
お
り
(表
2
)、
一
般
国
道
に
つ
い
て
も
円

滑
に
走
行
で
き
る
区
間

(整
備
済
区
間
)
は
全
体
の
五
0

%
に
す
ぎ
な
い

(表
3
)

2 %
道
路
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
事
業
実
施
の
透
明
性

や
計
画
策
定
の
客
観
性
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
一
〇
年

度
を
初
年
度
と
す
る
新
た
な
道
路
計
画
の
I
討
に
当
た
り

平成7年4月1日現在 (単位 *。、 % ) を 計 道 に
回 す
民 ぎ
の な
二 い

路
計
画
の
検
討

区 分 実 延 長
改良 区間 整備済区間

4車線以上区間
(幅員13.om以上)

延 長 率 延 長 率 延 長 率
一 般 国 道
指 定 区 間
指 定 区 間 外

都 道 府 県 道
主 要 地 方 道
一般都道府県道

53 ,327

21 ,201

32 ,127

125 ,512

57 ,040

68 ,472

46 ,601

21 ,149

25 ,452

74 ,967

39 ,096

35 ,871

87 .4

99 .8

79 .2

59 .7

68 .5

52 .4

29 ,158

10 ,577

18 ,581

60 ,978

29 ,767

31,211

54 .7

49 .9

57 .8

48 .6

52 .2

45 .6

5 ,409

4 ,043

1,366

3 ,988

2 ,503

1 ,484

10 .1

19 .1

4 ,3

3 .2

4 .4

2 .2

国 ･都道府県道計 178 ,839 121 ,569 68 .O 90 ,136 50 .4 9 ,397 5 .3

市 町 村 道 957 ,792 457 ,658 47 .8 457 ,658 47 .8 4 ,223 0 .4

計 1 ,136 ,631 579 ,226 51 .O 547 ,793 48 .2 13 r620 1 ,2･ ' ‐ 当注) 1. 改良区間とは、幅員5.5m以上改良済の区間をいう。ただし、市町村道の改良区間延長には幅員5.5m未満を た含む。含む。 り2,整備率は改良区間のうち混雑度が1.0未満の延長(市町村道は改良区間延長)の実延長に対する割合である。

項目別関心の強さ (テーマに対する応募の延べ数)
国
民
が
政
策
決
定
の
過
程
に
参
加
す
る
P
I

(パ
ブ
リ
ッ

ク
･
イ
ン
ポ
ル
ブ
メ
ン
ト
)
方
式
の
考
え
方
を
導
入
し
た
。
5

具
体
的
に
は
、
平
成
八
年
五
月
か
ら
、
｢キ
ッ
ク
オ
フ
･
し

9

ポ
ー
ト
｣
に
基
づ
き
、
広
く
国
民
の
意
見
募
集
を
行
っ
た
。
9セ

全
国
約
三
六
、
0
0
0
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
-
一
万
件
を

瀞

超
え
る
意
見
は
平
成
八
年
一
一
月
に

｢ボ
イ
ス
･
レ
ポ
ー

ト
｣
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
お
り

(図
3
)
、
こ
の
中
で

は
、
｢渋
滞
の
解
消
｣
｢く
ら
し
と
道
の
関
わ
り
｣
｢交
通
安

全
の
確
保
｣な
ど
に
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
(図

9
)。
ま
た
、
平
成
九
年
三
月
に
は
建
議
に
向
け
た
検
討
の

中
間
段
階
に
お
い
て

｢中
間
と
り
ま
と
め
｣
を
公
表
し
、

再
度
意
見
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

30 40 50 窃)
再 中 9 全 は ト 超 全 ポ 具 ク
度 間 ち の 、 』 え 国 1 体 ･

君4 覽旛英麓覊と釜竺開翹渋滞の解消

くらしと道のかかわり

交通安全の確保

市街地と道づくり

高速道路の料金と道路整備

道路空間の使い方

道づくりと合意形成

生活環境と利便性

地域づくりと生活サービス

国土の使い方と機能配置

情報通信技術と交通

民間と行政の役割分担

　　　　　 　　　　　 　　 　　　　　　　　　
関心のあったテーマ 、 の 叉 で 1 を た し

道イテセ 97.9



こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
中
で
、
道
路
に
対
す
る
国
民
の

関
心
の
高
さ
が
改
め
て
認
識
さ
れ
、
新
た
な
道
路
政
策
へ

の
提
言
が
道
路
審
議
会
か
ら
な
さ
れ
た
。
建
設
省
で
は
、

こ
の
提
言
を
踏
ま
え
て
新
た
な
道
路
計
画
の
策
定
を
行
う
。

3

道
路
整
備
の
基
本
的
視
点

=

道
路
整
備
の
展
望

新
産
業
創
出
に
つ
な
が
る
経
済
構
造
改
革
や
高
度
情
報

通
信
社
会
の
推
進
な
ど
を
的
確
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、

安
全
･
環
境
な
ど
緊
急
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。
事

業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
｢投
資
効
果
の
向
上
｣
｢事
業

の
効
率
化
｣
｢事
業
の
客
観
性
の
向
上
｣
の
観
点
か
ら
事
業

の
進
め
方
の
変
革
を
行
う
。

①

経
済
構
造
改
革
の
支
援

本
年
五
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

｢経
済
構
造
の
変

革
と
創
造
の
た
め
の
行
動
計
画
｣
に
基
づ
き
、
経
済

構
造
改
革
を
進
め
る
上
で
鍵
と
な
る
新
規
産
業
の
創

出
、
国
際
的
に
魅
力
あ
る
事
業
環
境
の
創
出

(高
コ

ス
ト
構
造
の
是
正
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
)

等
に
つ
い
て
規
制
緩
和
、
諸
制
度
の
改
革
、
研
究
開

発
、
社
会
資
本
整
備
等
の
施
策
を
重
点
的
に
推
進
す

る
%具

体
的
に
は
、
活
力
あ
る
地
域
経
済
の
発
展
を
支

援
す
る
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路
･
地
域
高
規
格
道

路
の
整
備
を
重
点
的
に
進
め
、
二
一
世
紀
初
頭
ま
で

に
一
四
、
0
0
0
如
の
高
規
格
幹
線
道
路
網
の
概
成

を
目
指
す
。
ま
た
、
産
業
空
洞
化
の
防
止
と
新
規
産

業
の
創
出
の
た
め
の
環
境
整
備
を
効
率
的
･
効
果
的

に
進
め
る
た
め
、
｢特
定
産
業
集
積
の
活
性
化
に
関
す

る
臨
時
措
置
法
｣
に
基
づ
き
通
商
産
業
省
と
連
携
し

て
、
社
会
資
本
の
重
点
投
資
等
に
よ
り
産
業
集
積
の

活
性
化
を
支
援
す
る
｢新
産
業
創
出
基
盤
形
成
事
業
｣

を
平
成
九
年
度
に
創
設
す
る
。
さ
ら
に
、
本
年
四
月

に
閣
議
決
定
さ
れ
た

｢総
合
物
流
施
策
大
綱
｣
に
基

づ
き
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
規
制
緩
和
等
の
措
置
を
総

合
的
に
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
物
流
の
効
率
化
を
図

る
。
具
体
的
に
は
、
運
輸
省
と
連
携
し
て
国
際
港
湾
･

空
港
の
整
備
に
合
わ
せ
た
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
重
点
的
に
実
施
す
る

｢国
際
交
流
イ

ン
フ
ラ
推
進
事
業
｣
の
創
設
と
と
も
に
、
規
制
緩
和

施
策
の
一
環
で
あ
る
車
両
の
大
型
化
に
対
応
し
た
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
約
二
四
、
0
0
0
畑
の
整
備
を
概

成
す
る
。
ま
た
、
各
地
で
進
行
す
る
中
心
市
街
地
の

衰
退
や
空
洞
化
に
対
応
す
る
た
め
、
通
商
産
業
省
と

連
携
し
、
｢21
世
紀
活
力
圏
創
造
事
業
｣な
ど
の
地
域

活
性
化
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。

②

高
度
情
報
通
信
社
会
推
進
の
支
援

民
間
事
業
者
に
よ
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
に

も
資
す
る
よ
う
配
慮
し
つ
つ
、
情
報
B
O
X
、
電
線

共
同
溝
、
共
同
溝
の
整
備
促
進
を
図
る
。
ま
た
、
関

係
者
と
の
連
携
の
も
と
、
第
3
期
電
線
類
地
中
化
五

箇
年
計
画
を
強
力
に
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、
I
T
S
に
つ
い
て
は
、
自
動
運
転
道
路

シ
ス
テ
ム

(A
H
S
)
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
開
発

等
を
推
進
す
る
ほ
か
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収

受
シ
ス
テ
ム

(E
T
C
)
の
試
験
運
用
の
拡
充
や
V

I
C
S

(道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
サ
ー
ビ

ス
の
高
速
道
路
に
お
け
る
全
国
展
開
な
ど
、
I
T
S

の
実
用
化
を
推
進
す
る
。

③

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
や
く
ら
し
の
支
援

阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
復
興
対

策
、
震
災
対
策
緊
急
橋
梁
補
強
事
業
な
ど
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
良
好
な
沿
道
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
総

合
的
施
策
、
｢第
6
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事

業
五
箇
年
計
画
｣
｢高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
け
る
交

通
安
全
対
策
に
関
す
る
五
箇
年
間
の
事
業
計
画

(第

2
次
)｣等
に
基
づ
く
総
合
的
な
交
通
安
全
施
策
、
福

祉
空
間
形
成
の
た
め
の
道
路
交
通
環
境
の
整
備
等
を

積
極
的
に
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、
円
滑
な
都
市
交
通

対
策
、
既
成
市
街
地
の
再
生
･
再
構
築
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
や
く
ら
し

を
支
援
す
る
o

④

円
滑
な
交
通
の
確
保

(渋
滞
対
策
･
マ
ル
チ
モ
ー

ダ
ル
施
策
)

バ
イ
パ
ス
や
環
状
道
路
の
整
備
、
交
差
点
や
踏
切

の
立
体
化
等
の
交
通
容
量
の
拡
大
施
策
と
道
路
の
利

用
の
仕
方
に
工
夫
を
求
め
る
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト

(T
D
M
)
施
策
に
よ
り
、
総
合
的
な
渋
滞
対
策
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を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
の
み
な
ら
ず
航
空
、

海
運
、
水
運
及
び
鉄
道
等
複
数
の
交
通
機
関
の
連
携

を
図
る
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
に
つ
い
て
も
、
そ
の

推
進
を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
た
な
道
路
計
画

(平
成
一
○
年
度
-
)
の
策
定
に
合
わ
せ
、
全
国
的

な
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
関
係
省
庁

(警
察
庁
、

運
輸
省
)
と
共
同
で
策
定
す
る
。
特
に
通
勤
圏
域
等

を
対
象
と
し
て
交
通
容
量
の
拡
大
施
策
や
T
D
M
施

策
、
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
を
組
み
合
わ
せ
た

｢都

市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
計
画
｣
を
都
市
圏
毎
に
策
定

す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
大
き
な
交
通
渋
滞
原
因
の
一
つ
で
あ
る
路
上
工

事
に
つ
い
て
は
大
幅
な
縮
減
が
必
要
で
あ
り
、
占
用
事
業

者
間
の
緊
密
な
調
整
の
も
と
、
共
同
施
工
･
集
中
工
事
を

行
う
ほ
か
、
恒
久
対
策
と
し
て
の
共
同
溝
の
整
備
を
推
進

し
て
い
る
。

②

着
実
な
整
備
の
た
め
の
財
源
確
保
の
必
要
性

道
路
特
定
財
源
制
度
は
、
道
路
を
緊
急
か
つ
計
画
的
に

整
備
す
る
た
め
、
受
益
者
負
担
･
原
因
者
負
担
の
基
本
理

念
に
基
づ
い
て
自
動
車
利
用
者
に
道
路
整
備
費
の
負
担
を

求
め
る
も
の
と
し
て
、
昭
和
二
八
年
に
揮
発
油
税
が
道
路

特
定
財
源
と
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

道
路
特
定
財
源
制
度
は
、
道
路
整
備
に
必
要
な
財
源
が

安
定
的
に
確
保
で
き
る
と
い
う
｢安
定
性
｣、
自
動
車
利
用

者
の
誰
も
が
道
路
整
備
費
を
負
担
す
る
と
い
う

｢公
平

性
｣、税
負
担
が
道
路
整
備
に
よ
っ
て
税
負
担
者
に
還
元
さ

れ
、そ
の
使
途
と
負
担
の
関
係
が
明
確
で
あ
る
と
い
う
｢合

理
性
｣
を
有
し
て
お
り
、
道
路
整
備
を
推
進
し
て
い
く
上

で
非
常
に
重
要
な
役
割
を
有
し
て
い
る
。

③

有
料
道
路
制
度
を
活
用
し
た
道
路
整
備

財
政
上
の
制
約
の
下
で
、
有
料
道
路
制
度
は
我
が
国
の

道
路
整
備
水
準
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
今
後

も
、
全
国
的
な
高
規
格
幹
線
道
路
網
の
整
備
や
大
都
市
圏

等
に
集
中
す
る
交
通
需
要
へ
の
対
応
等
、
有
料
道
路
制
度

を
活
用
し
た
幹
線
道
路
網
の
拡
充
は
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

今
後
の
有
料
道
路
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
平
成

六
年
三

月
に
道
路
審
議
会
に
諮
問
し
、
平
成
七
年
一
一

月
に
高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
平
成

九
年
一
月
に
都
市
高
速
道
路
･
本
州
四
国
連
絡
道
路
･
一

般
有
料
道
路
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
中
間
答
申
が
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
中
間
答
申
に
お
い
て
は
、
国
民
や
利
用

者
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
適
正
な
負
担
の
下
で
着
実
な
整

備
と
ニ
ー
ズ
へ
対
応
す
る
た
め
、
効
率
的
で
開
か
れ
た
事

業
の
実
施
、
適
正
な
料
金
負
担
の
あ
り
方
、
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
制
度
と
運
用
の
改
善
、
等
の
様
々
な
提
案

が
な
さ
れ
て
い
る
。
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道
路
管
理
瑕
疵
訴
訟
判
例
の
動
向
(第
五
回
)

工
事
不
全
に
関
す
る
判
例

高

鍋

誠
治

っ
た
事
故
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
工
事
施
工

者
の
ミ
ス
が
大
き
な
要
因
を
占
め
て
い
る
も
の
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
、
こ
れ
ら
の
事
件
が

｢道
路
管
理
瑕
疵
事
件
｣
と

し
て
分
類
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
?

工
事
施
工
者
が
自

己
の
責
任
に
お
い
て
、
被
害
者
に
賠
償
を
行
え
ば
よ
い
の

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
?

こ
の
考
え
は
以
下
の
二
つ
の
点
か
ら
間
違
っ
て
い
る
と

言
え
ま
す
。

一
つ
は
、
｢道
路
管
理
瑕
疵
｣と
い
う
文
言
で
す
が
、
道

路
法
上
は

｢管
理
｣
の
言
葉
の
な
か
に
新
設
･
改
築
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
(明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
章

の
表
題
か
ら
す
る
と
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
な
り
ま
す
。)し

た
が
っ
て
、
道
路
管
理
者

(工
事
発
注
者
)
は
、
道
路
法

に
よ
り
路
線
認
定

(国
道
は
指
定
)
し
、
区
域
決
定
を
行

一
は
じ
め
に

今
回
は
工
事
不
全
に
関
す
る
判
例
の
分
析
を
行
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の

｢工
事
不
全
｣
と
い
う
言
葉
は
広
義
で
と
ら
え
れ

ば
か
な
り
の
範
囲
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
例
え
ば

｢穴

ぼ
こ
に
関
す
る
事
件
｣
に
お
い
て
は
、
舗
装
工
事
の
不
備

が
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
｢ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
不
備
に
関
す
る
事
件
｣
も
入
る
で
し
ょ
う
。
言
い
換

え
れ
ば
環
境
訴
訟
以
外
の
事
件
は
す
べ
て
広
義
の
工
事
不

全
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
検
討
を
行
う
の
は
狭
義
の
工
事
不
全
に

関
す
る
事
件
で
す
。
そ
の
典
型
的
な
例
と
し
て
は
、
道
路

工
事
を
行
っ
て
い
る
最
中
に
、
そ
の
工
事
の
た
め
に
掘
っ

て
い
た
穴
に
通
行
者
が
転
落
し
た
事
件
が
イ
メ
ー
ジ
で
き

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
｢工
事
不
全
｣と
は
道
路
工
事
の
途

中
に
起
こ
っ
た
何
ら
か
の
事
故
で
あ
る
と
大
ま
か
に
理
解

し
て
下
さ
い
。

二

施
工
ミ
ス
と
管
理
瑕
疵
事
件

こ
こ
で
少
し
判
例
の
分
析
に
入
る
前
に
、
工
事
施
工
者

(請
負
業
者
)
の
起
こ
し
た
ミ
ス
と
道
路
管
理
者

(多
く

の
場
合
は
工
事
発
注
者
)
の
管
理
瑕
疵
責
任
に
つ
い
て
少

し
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
o

い
わ
ゆ
る
管
理
瑕
疵
事
件
と
は
、
穴
ぼ
こ
や
ス
リ
ッ
プ

の
事
件
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
工
事
が
終
了
し
た
後
、

道
路
を
一
般
の
用
に
供
し
た
後
に
起
こ
っ
た
事
件
が
一
般

的
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
今
回
検
討
す
る

｢工
事
不
全
｣
の
事
件

は
工
事
施
工
者
が
道
路
工
事
を
行
っ
て
い
る
途
中
に
起
こ



っ
た
後
は
具
体
の
土
地
に
つ
い
て
管
理
を
す
る
こ
と
が
道

路
法
上
も
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り

(道
路
法
九
一
条
、
予

定
地
制
限
等
)
た
と
え
、
工
事
施
工
者
が
新
設
･
改
築
の

土
木
工
事
を
施
工
中
で
あ
っ
て
も
、
道
路
管
理
者
が
一
元

的
に
責
任
を
負
う
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
で
し
ょ
う
。

も
う
一
つ
は
国
家
賠
償
法
の
立
場
か
ら
で
す
。

国
家
賠
償
法
第
二
条
一
項
に
基
づ
き
公
共
物
の
管
理
者

が
負
う
責
任
は
、
判
例
上
、
無
過
失
責
任
で
あ
る
と
さ
れ

て
お
り

(昭
和
四
五
年
高
知
国
道
五
六
号
落
石
事
件
最
高

裁
判
例
)、学
説
上
も
有
効
な
反
論
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま

せ
ん
。

そ
れ
に
対
し
て
工
事
施
工
者
が
責
任
を
負
う
場
合
の
法

的
根
拠
は
当
然
民
法
に
従
う
こ
と
と
な
り
、
そ
の
多
く
は

七
○
九
条
の
不
法
行
為
の
法
理
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と

な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
と
、
七
〇
九
条
を
適
用
し
て

損
害
賠
償
を
求
め
る
に
は
条
文
か
ら
し
て
故
意
ま
た
は
過

失
が
そ
の
要
件
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
供
用
後
の
道
路
に
関
す
る
事
故
は
無
過
失

責
任
で
、
工
事
中
の
事
故
は
故
意
･
過
失
が
要
件
と
な
る
、

と
い
う
よ
う
な
変
な
論
理
構
成
と
な
る
た
め
採
用
で
き
ま

せ
ん
。

少
し
表
現
が
適
切
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
国

家
賠
償
法
と
い
う
法
律
は
、
国
ま
た
は
公
共
団
体
が
関
与

す
る
事
故
で
瑕
疵
が
存
在
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
一
定

の
補
償
は
と
に
か
く
行
っ
て
被
害
者
を
ま
ず
救
済
し
、
そ

の
後
事
故
原
因
等
を
よ
く
検
討
し
て
そ
の
原
因
と
な
る
者

が
存
す
る
場
合
は
、
国
ま
た
は
公
共
団
体
が
そ
の
原
因
者

に
求
償
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
法
律
で
あ
る
と
筆
者
は

常
々
考
え
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
｢工
事
不
全
｣
の
事
故
に
お
い
て
も
、
瑕

疵
が
あ
る
場
合
は
工
事
発
注
者
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
ま

ず
被
害
者
に
補
償
を
行
い
、そ
の
後
工
事
施
工
者
の
故
意
･

過
失
を
追
求
し
て
国
家
賠
償
法
の
規
定
に
照
ら
し
て
、
｢他

に
賠
償
を
行
う
者
｣
に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に

は
求
償
す
る
こ
と
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

① 判
決
要
旨

裁
判
所
、
判
決
年
月
日

概

要

-
被
害
状
況

結
果

例
規
集
巻

頁

-

事

件

名

宮

路
種
別

⑥

土
砂
が
崩
壊
し
た
も
の

⑦

そ
の
他

四

穴
ぼ
こ
･
段
差
に
関
す
る
も
の

錺

三

判
例
の
検
討

工
事
不
全
に
関
す
る
判
例
は
別
表
の
と
お
り
三
五
件
あ

り
ま
す
。

今
回
も
こ
れ
ら
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
さ
ら

に
詳
細
に
分
類
し
て
み
よ
う
と
考
え
て
み
ま
し
た
が
、
分

類
の
方
法
が
結
局
穴
ぼ
こ
や
ス
リ
ッ
プ
と
い
っ
た
よ
う
な

全
体
の
分
類
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
穴
ぼ
こ
の
判
例
を
検
討
す
る
際
は
、
工

事
不
全
の
中
の
穴
ぼ
こ
の
事
件
に
も
目
を
通
す
べ
き
で
あ

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

分
類
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①

穴
ぼ
こ
･
段
差
に
関
す
る
も
の

②

ス
リ
ッ
プ
に
関
す
る
も
の

③

土
砂
が
堆
積
し
て
い
た
も
の

④

工
事
中
の
道
路
構
造
に
よ
る
も
の

⑤

工
事
用
の
施
設
が
原
因
と
な
っ
た
も
の

②
本
件
事
故
時
は
、
本
件
道
路
工
事
が
着
工
さ
れ
て
か
ら
相
当
の
期
間

が
経
過
し
て
お
り
、
現
場
付
近
に
居
住
し
、
右
工
事
中
で
あ
る
こ
と
を

十
分
知
っ
て
い
た
は
ず
の
原
告
が
、
昼
間
強
風
下
と
は
言
え
、
保
安
施

設
を
無
視
し
て
漫
然
と
通
行
し
、
前
方
に
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
点
に

本
件
事
故
の
原
因
が
あ
る
と
言
え
る
。

盛
岡
地
裁

昭
和
四
四
年
一
二
月
一
二
日

.
■
“
“
“
“
“
車
き

み

“
1
“
“
÷
名
負
傷

無
責

に
転
落
し
た

旦
七
三
o二

締穫

-呂

‘“
』

補
助国
道

1

被
告
国
の
責
任

本
件
国
道
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
り
、
本
件
工
事

が
広
島
市
が
適
法
な
占
用
許
可
を
得
て
行
っ
た
も
の
だ
と
し
て
も
国

の
責
任
は
免
れ
な
い
。

2

被
告
市
の
責
任

被
告
会
社
に
対
す
る
指
図
が
不
充
分
で
あ
り
、

民
法
七
一
六
条
但
書
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
負
う
べ
き
で
あ
る
。

3

被
告
会
社
の
責
任

被
告
市
の
指
示
に
反
し
て
工
事
を
行
い
、
現

場
を
漫
然
放
置
し
た
過
失
に
よ
り
本
件
事
故
が
発
生
し
た
も
の
で
あ

広
島
地
裁

昭
和
四
七
年
一
二
月
二
一
日

過
失
相
殺
三
割

岾
朝
煎
坤
拗
教
“
“
“
‘
,
‘
“
“
““
“
一二名
負
傷
有
責

蜷
一也
虚

主
権

.
青
“‘
“
‘索
ず

轄
国
道

本
件
工
事

し
て
も
国

を

ロ
云

の
責

告
市
の
指
示
に
反
し
て
工
事
を
行
い
、
現

場
を
漫
然
放
置
し
た
過
失
に
よ
り
本
件
事
故
が
発
生
し
た
も
の
で
あ



別表 工事不全

籤裁 ページ 事 件 名 道路
種別 状 況 被害 結果 過失

相殺 最終審 年月月

1 13 7309
岩手国道107号工事中転落事
件

補助
国道

工事現場を自転車を押して歩行中
掘割に転落した

1名
負傷

無責 盛岡地裁 S44.12.12

1 13 7329 ･29 ･九六
広島国道2号占用工事不全事
件

直轄
国道

占用工事の穴が予定より大きかっ
たため車両が転落

2名
死-亡

有責 3割 広島地裁 S47.12.21

1 l3
7329 ･29 ･

-七六
高知国道56号二輪車転倒事件

直轄
国道

自動二輪車が工事による凸凹路面
で転倒

1名
負傷

有責 なし 高知地裁 S49. 9.17

1 13 7327 奈良県道工事中転落事件 県道
工事のため掘削された路面でハン
ドルが切れず、転落

1名
死亡

無責 最 高 裁 S50. 6.26

1 9 6479 ･216 千葉国道126号工事不全事件
直轄
国道

2m×3m深さ2mの穴にコーン
を設置したのみで原付が落下

1名
負傷

有責 3割 千葉地裁 S51. 9.24

l 13
7329 ･29 ･

三七五
香川県詫間町道工事中衝突事
件

町道
工事中の交差点において15cmの窪
みに落下、衝突

1名
負傷

有貴 3割
高松地裁
観音寺支部

S51.10.25

1 13
二八七

大分国道10号単車転倒事件
直轄
国道

原付が函渠工事のため掘削した穴
に転落

1名
負傷

無責 福岡地裁 S52. 1.31

1 13
7329 ･29 ･

四九七
佐伯市道理戻不全自転車転倒
事件

市道
自転車で通行中、土質試験のため
掘削された部分で転倒

1名
死亡

(有岡 3割 大分地裁 S55. 5.16

1 13
7329 ･29 ･

五九五
荒川区道集水桝転落事件 区道

工事のためブロックをはずしてい
た所に転落

1名
負傷

有責 東京地裁 S57. 9. 3

1 13
7329 ･29 ･

六一五 ･38
福岡市道工事穴乗用車脱輪事
件

市道
乗用車が下水管埋設のために掘削
された穴で脱輪、衝突

1名
負傷

無責 福岡地裁 S58. 3.17

1 13
7329 ･29 ･

六一五･29
兵庫県道工事中埋め戻し不全
事件

県道
道路を横断している掘削跡で単車
が転倒、骨折

1名
負傷

無責 大阪高裁 S58. 9.13

1 13
7329 ･29 ･

六九三
岡山県道配水管工事中自転車
転落事件

県道
自転車が改良工事の穴に誤って転
落した

1名
負傷

無責 岡山地裁 S59. 3.27

1 13
7329 ･29 ･

八二七
北海道道工事現場単車転落事
件

道道
自動二輪が工事用標識に衝突、掘
削穴に転落

1名
負傷

無責 札幌地裁 S62. 7.31

2 13 7319
東京国道1号地下鉄頭工板ス
リップ事件

直轄
国道

地下鉄工事のための覆工板にスリ
ップし対向車と衝突

2名
死亡

無責 東京地裁 S45. 3. 9

2 13
7329 ･29 ･

一ニー ･ 3
広島県道工事不全事件 県道

舗装工事中の地点で、油等により
2台がスリップ

1名
負傷

右貴 2割 広島高裁 S51, 3.25

3 13 7329 ･ 2 福間県道工事中転倒事件 県道
工事による泥土3.7×14×高さ0.4
mで転倒

1名
死亡

有責 2.5割
福岡地裁
大牟田支部

S45. 3.10

3 13 7329 ･29 ･四七 愛媛県道工事中路側転落事件 県道
工事中の土が堆積して自動車が転
落

3名
死亡

無責 松山地裁 S46. 2.18

4 13 7329 ･29 ･三四 徳島国道192号電柱衝突事件
補助J
国道

工事のため幅員が狭くなっている
部分で電柱に衝突

1名
死亡

無責 高松高裁 S47, 4.17

4 13
7329 ･29 ･

四0五
埼玉国道254号占用工事不全
事件

補助
国道

占用工事のため片側通行となって
いた部分で衝突

1名
死亡

無責 東京高裁 S52.10.16

4 13
7329 ･29 ･

- 0 -七
徳島県道トラック転落事件 県道

トラックが県道の側溝工事の箇所
で崖下に転落した

1名
負傷

無責 高松高裁 H 5. 9.2l

4 13 7678
広島国道2号仮設道路衝突事
件

直轄
国道

仮設道路のs字カーブを曲がれず
対向車と衝突

1名
死亡

無責 大阪高裁 H 5.1上16

5 13 7298
愛知県道配水管工事用工作物
衝突事件

県道
橋梁で行われていた工事の柵に接
触して対向車と追突

1名
死亡

有責 8‐5割 名古屋地裁 S44. 3.28

5 13 7329 ･29 ･三 山口県道工事中転倒事件 県道
赤色灯がなかったためバイクが工
事に気づかずに転倒

1名
負傷

有責 8割 広島高裁 S48. 4.24

5 13
7329 ･29 ･ 三重国道23号工事中衝突事件

直轄
国道

何らかの原因で赤色灯等が無点灯
のため対向車と衝突

l名
死亡

有責 75割 名古屋高裁 S52.12.27

5 13
7329 ･29 ･

四五一
静岡県道工事中車両衝突事件 県道

走行中、工事のバリケードを発見
し対向車と衝突

1名
負傷

無責
静岡地裁
掛川支部

S54.1L 7

5 13
7329 ･29 ･

四九O
愛知県道トラ柵不全事件 県道

未供用部分にトラ柵を設置してい
たが、その開ロ部から侵入

1名
死亡

無責
名古屋地裁
岡崎支部

S55. 1.22

5 13
7329 ･29 ･

六一五 ･21
弘前市道工事中単車掘削機衝
突事件

市道
飲食運転の
削機に衝突 死亡

無責
弘前支部

S57.11.24

5 11 7055 大阪市道土砂砕石等転倒事件 市道
道路脇の土砂を囲む保安柵に噴い
て転倒、負傷

1名
負傷

無責 大阪地裁 S60. 9,27

5 13
7329 ･29 ･

七九五
京都国道163号バリケード車両
衝突事件

補助
国道

自動二輪が工事用のバリケードに
接触、対向車と衝突した

1名
死亡

無責 大阪高裁 H元. 6,29

5 13
7329 ･29 ･

- 0四六
三重国道163号単車バリケード
衝突事件

補助
国道

自動二輪が工事用のバリケードに
接触、対向車と衝突した

1名
死亡

無責 津 地 裁 H 5. 6. 3

6 13
7329 ･29 ･

五一七
京都国道162号擁壁等崩壊事
件

補助
国道

擁壁、落石防止柵の工事中、山肌
が崩壊作業員が死亡

1名
死亡

有責 なし 最 高 裁 S58.10.18

6 13
7329 ･29 ･

九四六
兵庫国道178号改良工事損害
賠償事件

補助
国道

工事現場で裏側の山が崩壊し、原
告所有地に流入した

物損 有責 なし 神戸地裁 H 3. 2.20

7 13
7329 ･29 ･

三0一
愛知国道259号用水転落事件

補助
国道

用地買収済みの防火用水に、児童
が転落死亡した

1名
死亡

有責 5割
名古屋地裁
豊橋支部

S51. 3,20

7 13
7329 ･29 ･

- 0四O
北海道道はね石事件 道道

大型車がはねとiました石が歩行者
に当たって負傷

1名
負傷

無責 釧路地裁 H 5, 3.18

7 13
7329 ･29 ･

- 0八三
福岡県道歩道ブロック転倒圧
死事件

県道
工事用の歩道ブロックに児童が乗
り上げ転落し圧死した

1名
死亡

有貴
福岡地裁
飯塚支部

H 6. 1,26
一〇八ニ 死事件



り
、
責
任
は
免
れ
な
い
。

4

運
転
者
に
つ
い
て
は
、
降
雨
の
際
に
高
速
で
運
転
し
た
点
に
つ
き
、

過
失
相
殺
を
な
す
べ
き
で
あ
る
が
、
同
乗
者
で
あ
る
そ
の
余
の
原
告

に
は
過
失
は
認
め
ら
れ
な
い
。

原
告
の
放
り
出
さ
れ
た
箇
所
は
、
表
層
工
事
を
行
っ
て
い
な
い
た
め

完
成
路
面
と
五
m
程
度
の
段
差
が
あ
り
、
か
つ
多
少
路
面
の
粗
い
点
は

あ
っ
た
が
、
比
較
的
安
定
度
の
高
く
な
い
自
動
二
輪
車
の
連
行
に
も
普

通
支
障
を
来
た
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
本
件
事
故
は

夜
間
で
、
運
転
者
に
と
っ
て
は
路
面
の
差
異
を
識
別
し
難
く
、
避
け
得

な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
被
告
は
、
昼
間
と
は
異
な
る
夜
間
の

危
険
性
を
認
識
し
、
少
な
く
と
も
夜
間
標
識
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
っ

た
の
に
、
こ
れ
を
怠
っ
た
過
失
が
存
在
す
る
。

高
知
地
裁

昭
和
四
九
年
九
月
一
七
日

過
失
相
殺
な
し

自
動
二
輪
車
が
工
事
‘
よ
り
凸
凹
路
面
で
転
-
-
名
負
傷

有
貴

13

七
三
二
九
･

二
九
･

一
七
六

高
知
国
道
五
六
号
二
輪
車
転
倒

事
件

直
轄
国
道

③④
へ地
裁
判
決
要
旨
〉

1

倒
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
バ
リ
ケ
ー
ド
、
赤
色
灯
標
柱
だ
け
で

は
法
令
が
要
求
す
る
通
行
で
き
な
い
旨
を
表
示
す
る
標
識
と
し
て
の

機
能
は
十
分
に
果
た
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
か

か
る
事
態
は
そ
の
直
前
に
同
所
を
通
過
し
た
他
車
が
起
こ
し
た
も
の

で
、
道
路
管
理
者
に
お
い
て
こ
れ
を
修
復
す
る
時
間
的
余
裕
の
全
く

な
い
場
合
で
あ
る
か
ら
国
賠
法
二
条
に
い
う
道
路
管
理
に
瑕
疵
が
あ

る
場
合
に
当
た
る
と
い
え
る
か
疑
問
で
あ
る
。

2

仮
に
そ
れ
が
積
極
的
に
解
し
得
る
に
し
て
も
、
運
転
者
は
バ
リ
ケ

ー
ド
等
が
倒
れ
て
い
る
こ
と
を
三
〇
数
m
前
で
発
見
し
た
の
で
あ
る

奈
良
地
裁

昭
和
四
五
年
三
月
一
六
日

大
阪
高
裁

昭
和
四
六
年
五
月
三
一
日

最

高

裁

昭
和
五
〇
年
六
月
二
六
日

1
“
“
“
凝

れ

“
“
“
‘
“
,

』

-名
死
亡

無
責

が
切
れ
ず
、
転
落

13
｢七
三
二
七

一奈
良
県
道
工
事
中
転
落
事
件

-県
道

へ地
裁
判
決
要
旨
〉

1

倒
れ
た
ま
ま
に
な

は
法
令
が
要
求
す
る

け
で

機
能
は
十
分
に
果
た
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
か

か
る
事
態
は
そ
の
直
前
に
同
所
を
通
過
し
た
他
車
が
起
こ
し
た
も
の

で
、
道
路
管
理
者
に
お
い
て
こ
れ
を
修
復
す
る
時
間
的
余
裕
の
全
く

な
い
場
合
で
あ
る
か
ら
国
賠
法
二
条
に
い
う
道
路
管
理
に
瑕
疵
が
あ

る
場
合
に
当
た
る
と
い
え
る
か
疑
問
で
あ
る
。

2

仮
に
そ
れ
が
積
極
的
に
解
し
得
る
に
し
て
も
、
運
転
者
は
バ
リ
ケ

ー
ド
等
が
倒
れ
て
い
る
こ
と
を
三
〇
数
m
前
で
発
見
し
た
の
で
あ
る

か
ら
、
運
転
者
と
し
て
な
す
べ
き
通
常
の
措
置
を
講
じ
て
お
れ
ば
本

件
事
故
は
避
け
得
た
は
ず
で
あ
り
、
バ
リ
ケ
ー
ド
等
が
倒
れ
て
い
た

こ
と
と
本
件
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
と
の
間
に
は
法
律
上
の
因
果
関

係
は
な
い
。

へ高
裁
判
決
要
旨
〉

直
線
平
坦
な
道
路
で
工
事
標
識
板
、
バ
リ
ケ
ー
ド
、
赤
色
灯
標
柱
が

第
三
者
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
る
こ
と
は
道
路
管
理
者
に

お
い
て
予
期
し
得
な
い
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
本
件
で
は
右
工
事
標
識

板
等
が
倒
さ
れ
た
こ
と
が
事
故
の
直
前
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
本

件
事
故
に
つ
い
て
は
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な

い
。(最

高
裁
判
決
要
旨
〉

事
故
発
生
当
時
、
道
路
管
理
者
に
お
い
て
設
置
し
た
工
事
標
識
板
、

バ
リ
ケ
ー
ド
及
び
赤
色
灯
標
柱
が
道
路
上
に
倒
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
か
ら
道
路
の
安
全
性
に
欠
如
が
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
が
、
そ
れ
は
夜
間
、
し
か
も
事
故
発
生
の
直
前
に
先
行
し
た
他

車
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
時
間
的
に
遅
滞
な
く
こ
れ
を

原
状
に
復
し
道
路
を
安
全
良
好
な
状
態
に
保
つ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ

た
状
況
に
お
い
て
は
道
路
管
理
に
瑕
疵
が
な
か
っ
た
と
認
め
る
の
が
相

当
で
あ
る
。

か
ら
、
運
転
者
と
し
て
な
す
べ
き
通
常
の
措
置
を
講
じ
て
お
れ
ば
本

件
事
故
は
避
け
得
た
は
ず
で
あ
り
、
バ
リ
ケ
ー
ド
等
が
倒
れ
て
い
た

こ
と
と
本
件
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
と
の
間
に
は
法
律
上
の
因
果
関

係
は
な
い
。

へ高
裁
判
決
要
旨
〉

直
線
平
坦
な
道
路
で
工
事
標
識
板
、
バ
リ
ケ
ー
ド
、
赤
色
灯
標
柱
が

1

本
件
交
差
点
付
近
は
自
動
車
交
通
が
ひ
ん
ぱ
ん
で
あ
っ
た
の
に
本

件
工
事
部
分
に
お
い
て
道
路
と
し
て
の
安
全
性
に
欠
か
ん
の
あ
る
状

態
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
。

2

道
路
で
の
水
道
工
事
施
工
者
た
る
被
告
会
社
の
被
用
者
た
る
現
場

責
任
者
は
、
道
路
面
を
掘
削
し
た
な
ら
ば
速
や
か
に
そ
の
復
旧

(本

件
で
は
仮
復
旧
)
を
な
し
、
も
っ
て
道
路
交
通
上
の
危
険
を
生
ぜ
し

め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
で
き
な
い
場
合

に
は
仮
復
旧
ま
で
の
間
、
工
事
標
識
赤
色
標
識
汀
を
設
置

ノ琥
ナ
る

等
し
て
同
所
を
通
行
す
る
人
車
に
対
す
る
危
険
発
生
の
防
止
措
置
を

講
ず
る
べ
き
注
意
義
務
が
あ
る
と
こ
ろ
、
同
人
は
こ
れ
を
怠
り
、
も

っ
て
本
件
事
故
当
時
本
件
道
路
の
本
件
工
事
部
分
に
前
記
の
ご
と
き

安
全
性
を
欠
く
状
態
を
も
た
ら
し
め
た
過
失
が
あ
る
も
の
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。

高
松
地
裁
観
音
寺
支
部

昭
和
五
一
年
一
〇
月
二
五
日過

失
相
殺
三
割

幸

一
“
“
■
趣

き

‘
-‘
■
“
“

子

名
負
傷

有
責

に
落
下
、
衝
突

13

七
三
二
九
･

二
九
･

三
七
五

香
川
県
詫
間
町
道
工
事
中
衝
突

事
件

町
道

｢渚行わ 0ワ 0 に7

⑥

第
三
者
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
る

お
い
て
予
期
し
得
な
い
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も

板
等
が
倒
さ
れ
た
こ
と
が
事
故
の
直
前
で

大
分
地
裁

昭
和
四
九
年
一
二
月
二
〇
日

福
岡
地
裁

昭
和
五
二
年

一
月
三
一
日

魂
“
函
渠
‘
“
“
“
“
覆

さ

単

名
負
傷
無
責

13

七
三
二
九
･

二
九
･

･
二
七
八

大
分
国
道
一
〇
号
単
車
転
倒
事

件

直
轄
国
道

に
は
所
定
の
工
事
表
示
板
を
、
工
事
現
場
の
前
後
数
箇
所
に
は
ス
コ
ッ

チ
ラ
イ
ト
使
用
の
工
事
標
識
を
、
掘
削
部
分
の
周
囲
に
は
防
護
柵
を
置

き
そ
れ
に
赤
色
灯
を
点
灯
し
て
通
行
者
に
知
ら
し
め
て
交
通
の
安
全
を

図
っ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
本
件
道
路
の
設
置
及
び
管
理
に
瑕
疵

が
あ
っ
た
と
は
認
め
難
い
。

1

本
件
道
路
工
事
現
場
に
お
い
て
は
危
険
防
止
の
た
め
の
照
明
装
置
、

赤
色
灯
、
セ
イ
フ
テ
ィ
コ
ー
ン
な
ど
の
保
安
施
設
が
十
分
施
さ
れ
て

お
ら
ず
、
本
件
道
路
を
管
理
す
る
県
に
は
道
路
管
理
の
瑕
疵
が
あ
る
。

2

原
告
は
、
穴
に
落
ち
る
直
前
に
セ
イ
フ
テ
ィ
コ
ー
ン
な
ど
が
道
路

上
に
転
が
っ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
得
た
は
ず
で
あ
り
、
道
路
上
の

障
害
物
を
避
け
て
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
な
か
っ
た
点
で
過

失
相
殺
の
割
合
を
三
割
と
す
る
。

千
葉
地
裁

昭
和
五
一
年
九
月
二
四
日

過
失
相
殺
三
割

一
m
×
三
m
深
さ
二
m
の
穴
に
コ
ー
ン
を
肌双
一

]

‐
-]
{ゞ
』
ゞ
]
(
ク
ー
ヒ

ミ

.;

一
名
負
傷

有
責

｢
;
:
↑

;
;

置
し
た
の
み
で
原
付
が
落
下

9
一“,1±
仇
内÷
軒
篠
1
1
-ロ
.,,
‘
‘
'
“
一直
轄
国
道

⑤

⑦



　　
　

　

地
裁
判
決
と
同
旨
。

1

道
路
の
ほ
ぼ
中
央
に
、
一
辺
が
約
一
m
、
深
さ
約
一
○
伽
の
、
切

り
取
っ
た
穴
の
く
ぼ
み
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
道
路
の
構
造
と
し
て

要
求
さ
れ
る
要
件
を
欠
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
当
時
降
雨
が
あ

れ
ば
道
路
が
冠
水
し
、
そ
の
穴
の
く
ぼ
み
が
全
く
見
え
な
く
な
る
状

態
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
み
れ
ば
本
件
道
路
は
正
常
な
性
能
を
備

え
て
い
る
も
の
と
は
い
え
ず
、
瑕
疵
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

2

被
害
者
は
も
し
飲
酒
し
て
い
な
け
れ
ば
転
倒
す
る
こ
と
を
避
け
得

た
過
失
が
あ
る
。
(過
失
相
殺
三
割
)

大
分
地
裁

昭
和
五
五
年
五
月
一
六
日

過
失
相
殺
三
割

ロ
■
■
‘
“
“
1
蝨

“
“
“
“
“
翻

す

死
亡

有
責

さ
れ
た
部
分
で
転
倒

13

七
三
二
九
･

二
九
･

四
九
七

佐
伯
市
道
埋
戻
不
全
自
転
車
転

倒
事
件

市
道

⑧

本
件
事
故
を
惹
起
せ
し
め
た
穴
は
大
き
な
も
の
で
見
通
し
の
よ
い
場

所
に
あ
る
た
め
、
夜
間
な
ら
と
も
か
く
昼
間
で
天
候
も
よ
い
時
で
容
易

に
右
の
穴
の
存
在
に
気
づ
き
う
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
道
路
管
理
者

が
穴
の
周
囲
に
バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
置
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
て
い
な
く

と
も
本
件
道
路
の
設
置
管
理
の
瑕
疵
が
あ
る
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な

福
岡
地
裁

昭
和
五
八
年
三
月
一
七
日

'
“
“
“
‘
莚

“
g

“㈱
“
≧

名
負
傷
無
責

た
穴
で
脱
輪
、
衝
突

13

七
三
二
九
･

二
九
･

六
一
五
･

三
八

福
岡
市
道
工
事
穴
乗
用
車
脱
輪

事
件

市
道

⑲ 4

原
告
が
、
被
告
ら
に
対
し
て
賠
償
を
求
め
得
る
損
害
に
つ
い
て
は

す
で
に
全
て
被
告
会
社
に
よ
っ
て
補
填
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
の
賠
償

を
求
め
得
る
余
地
は
な
い
。

公
の
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
と
は
そ
の
営
造
物
が
通
常
有

す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
道
路
の
設
置
管
理
に

お
け
る
瑕
疵
の
有
無
は
そ
の
道
路
の
交
通
上
通
常
予
想
さ
れ
る
危
険
に

対
し
て
の
安
全
性
具
備
の
如
何
が
問
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

本
件
道
路
の
交
通
量
は
県
内
中
位
で
特
に
夜
間
は
減
少
す
る
こ
と
、

本
件
工
事
も
工
事
期
間
二
週
間
程
度
の
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
み
れ
ば
本
件
付
替
目
歩
道
は
不
完
全
な
点
は
な
く
、
ま
た
、
事
故
現

場
付
近
の
赤
色
灯
、
バ
リ
ケ
ー
ド
等
工
事
箇
所
の
表
示
は
十
分
で
原
告

の
主
張
す
る
よ
う
な
大
規
模
な
防
禦
施
設
が
要
求
さ
れ
る
も
の
で
は
な

岡
山
地
裁

昭
和
五
九
年
三
月
二
七
日

‘
“
車
“
“
“
‘
事
“
蒸

そ
“
落

す

負
傷

無
責

13

七
三
二
九
･

二
九
･

六
九
三

岡
山
県
道
配
水
管
工
事
中
自
転

車
転
落
事
件

県
道

⑫ 一
地
裁
判
決
と
同
旨
。

-

本
件
事
故
は
、
原
告
が
時
速
八
○
獅
と
い
う
高
速
で
車
両
を
運
転
し

て
い
た
結
果
点
灯
し
て
い
た
保
安
施
設
に
対
す
る
対
応
が
遅
れ
た
た
め

発
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
事
故
現
場
の
保
安
施
設
が
点
灯
し
て
い

な
か
っ
た
あ
る
い
は
視
認
性
が
保
た
れ
て
い
な
か
っ
た
と
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

札
幌
地
裁

昭
和
六
二
年
七
月
三
一
日

嫡
曜

“
‘
“
“
1
‘
“
“
‘
･

“
“

』

名
負
傷

無
責

13

七
三
二
九
･

二
九
･

八
二
七

北
海
道
道
工
事
現
場
単
車
転
落

事
件

道
道

⑬

微

穴
ぼ
こ
･
段
差
の
事
件
は
一
三
件
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

道

う
ち
六
件
が
有
責
、
七
件
が
無
責
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

刃

ま
ず
、
無
責
の
事
件
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

神
戸
地
裁
姫
路
支
部

昭
和
五
七
年
一
一
月
三
〇
日

大
阪
高
裁

昭
和
五
八
年

九
月
一
三
日

“
“
“
■
■
を

飜

■
‘
“
‘
“

半

名
負
傷

無
責

倒
、
骨
折

13

七
三
二
九
･

二
九
･

六
一
五
･

二
九

兵
庫
県
道
工
事
中
埋
め
戻
し
不

全
事
件

県
道

⑪

東
京
地
裁

昭
和
五
七
年
九
月
三
日

‘
“
“
“
“

口
;
“
“
“
き

“
“

÷
名
負
傷
(有
責
)

に
転
落

13

七
三
二
九
･

二
九
･

五
九
五

荒
川
区
道
集
水
桝
転
落
事
件

区
道

⑨



①
の
事
件
で
す
が
、
こ
の
事
件
は
強
い
風
が
吹
き
見
通

し
の
悪
い
道
路
で
、
歩
行
者
が
自
転
車
を
押
し
な
が
ら
通

行
し
て
い
た
と
こ
ろ
工
事
中
の
穴
に
転
落
し
た
事
件
で
す

が
、
現
場
に
は
各
種
の
注
意
を
促
す
標
識
や
ト
ラ
柵
も
設

置
さ
れ
て
い
た
う
え
、
被
害
者
は
現
場
が
工
事
中
で
あ
る

こ
と
を
充
分
認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
し
て
鉦
坐
貝
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
④
の
事
件
は
｢奈
良
県
道
赤
色
灯
不
全
事
件
｣と
し

て
有
名
な
最
高
裁
判
例
で
す
。
事
故
は
、
工
事
中
で
あ
る

こ
と
を
示
す
赤
色
灯
が
第
三
者
の
行
為
で
倒
れ
て
い
た
た

め
起
こ
っ
た
も
の
で
す
が
、
裁
判
所
は
、
の
事
故
当
時
標

識
板
や
赤
色
灯
が
倒
れ
て
い
た
こ
と
そ
の
も
の
は
、
管
理

の
瑕
疵
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
②
し
か
し
そ
れ
は
事
故
の

直
前
に
何
者
か
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

の
で
、
道
路
管
理
者
に
お
い
て
復
旧
す
る
に
は
時
間
的
な

余
裕
が
な
い
も
の
と
し
て
、
回
避
可
能
性
の
不
存
在
に
よ

る
免
責
事
由
に
当
た
る
と
し
て
責
任
を
否
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
認
定
方
法
は
落
下
物
の
判
例
の
論
理
構
成
と
同
じ

で
あ
り
免
責
の
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
訴
訟
の
下
級
審
判
決
に
お

い
て
、｢瑕
疵
を
修
復
す
る
時
間
的
余
裕
の
な
い
場
合
は
瑕

疵
が
あ
る
場
合
に
当
た
ら
な
い
。｣と
の
判
断
を
示
し
て
お

り
、
法
律
的
な
評
価
は
と
も
か
く
、
一
般
常
識
的
に
は
こ

の
よ
う
な
判
断
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
言
え
る
で

,し
よ
>フ
。

筆
者
が
考
え
る
と
こ
ろ
で
は
こ
の
事
件
は
被
害
者
が
事

故
地
点
の
約
三
0
m
手
前
で
バ
リ
ケ
ー
ド
を
発
見
し
て
い

な
が
ら
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
点
を
裁
判
所
が
重
視
し
、

過
失
相
殺
の
割
合
が
一
〇
割
を
超
え
て
い
る
か
ら
道
路
管

理
者
は
無
責
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て

い
ま
す
。

次
に
⑦
の
事
件
で
す
が
、
バ
イ
ク
が
工
事
中
の
穴
に
転

落
し
た
事
件
で
、
表
示
板
、
ス
コ
ッ
チ
ラ
イ
ト
、
防
護
柵

等
が
十
分
設
置
さ
れ
て
い
た
た
め
、
道
路
管
理
者
は
無
責

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
⑲
の
事
件
は
、
工
事
中
の
穴
の
中
で
作
業
し
て
い

た
被
害
者
に
通
行
中
の
車
が
衝
突
し
た
事
件
で
す
が
、
穴

の
周
囲
に
柵
が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
訴
え
ま
し
た
が
、

穴
が
見
通
し
の
よ
い
箇
所
に
あ
っ
た
た
め
十
分
気
づ
く
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
訴
え
を
棄
却
し
ま
し
た
。

⑪
の
事
件
は
掘
削
跡
の
事
実
認
定
に
つ
い
て
認
め
ら
れ

て
い
な
い
事
件
な
の
で
参
考
に
な
り
ま
せ
ん
。

⑫
及
び
⑱
の
事
件
も
事
故
当
時
の
標
識
板
等
の
措
置
で

安
全
対
策
は
十
分
で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
事
件
で
す
。

次
に
有
責
と
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
②
の
事
件
で
す
が
、
占
用
工
事
の
穴
が
予
定
よ
り

も
大
き
く
さ
ら
に
鉄
板
が
ず
れ
て
穴
を
生
じ
て
い
た
た
め

発
生
し
た
事
故
で
、
瑕
疵
の
認
定
は
当
然
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。
な
お
、
運
転
者
に
対
し
て
三
割
過
失
相
殺
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

③
の
事
件
は
表
層
工
事
の
た
め
の
五
伽
程
度
の
段
差
で

す
が
、
夜
間
の
標
識
が
必
要
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

過
失
相
殺
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

⑤
⑥
の
事
件
も
危
険
防
止
の
た
め
の
照
明
や
柵
等
の
措

置
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
責
任
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

⑧
の
事
件
は
土
質
試
験
の
た
め
に
掘
削
さ
れ
た
窪
地
に

雨
水
が
冠
水
し
穴
の
存
在
が
解
ら
な
か
っ
た
た
め
発
生
し

た
事
故
で
す
が
、
被
害
者
が
飲
酒
し
て
い
た
た
め
三
割
の

過
失
相
殺
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

⑨
は
集
水
升
の
蓋
が
工
事
の
た
め
取
り
外
さ
れ
て
い
た

た
め
発
生
し
た
事
故
で
す
が
、
工
事
中
で
あ
る
こ
と
を
知

ら
せ
る
標
識
等
は
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
の
蓋
が
な
か
っ

た
点
に
つ
い
て
瑕
疵
を
認
め
て
い
ま
す
。

こ
の
判
断
に
つ
い
て
筆
者
と
し
て
は
少
し
疑
問
な
点
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
過
失
相
殺
が
八
割
も
行
わ
れ
て
い

る
点
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
八
割
も
の
過
失
相
殺
が
行

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
裁
判
所
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
｢わ

ず
か
な
注
意
を
払
え
ば
事
故
は
回
避
で
き
た
｣
と
い
う
認

定
で
あ
り
、
バ
リ
ケ
ー
ド
や
点
滅
灯
を
設
置
し
て
い
る
こ

と
か
ら
評
価
す
れ
ば
他
の
裁
判
例
に
照
ら
す
と
十
分
道
路

管
理
者
の
無
責
が
認
め
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
案
件
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
加
え
て
こ
の
訴
訟
は
残
る
二
割
の
損

害
額
に
つ
い
て
は
す
で
に
補
填
を
受
け
て
い
る
と
し
て
請

求
そ
の
も
の
は
棄
却
し
て
い
る
た
め
、
道
路
管
理
者
と
し

て
は
控
訴
す
る
こ
と

(瑕
疵
の
認
定
を
覆
す
た
め
の
)
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
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五

ス
リ
ッ
プ
に
関
す
る
も
の

第
一
事
故
車
の
滑
走
を
招
い
た
の
は
、
専
ら
通
常
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
道
路
に
お
い
て
も
同
一
の
事
故
発
生
の
招
来
が
当
然
予
想
で
き
る

運
転
者
の
重
大
な
過
失
に
よ
る
も
の
で
、
本
件
道
路
に
、
事
故
発
生
と

因
果
関
係
あ
る
不
測
の
道
路
水
準
の
低
下
、
異
常
、
そ
の
周
知
方
法
の

不
徹
底
な
ど
道
路
の
安
全
性
に
つ
き
欠
陥
が
あ
っ
た
も
の
と
は
認
め
難

東
京
地
裁

昭
和
四
五
年
三
月
九
日

■
‘
“
‘
“
“
“
“
“
.
‘
“
‘
“
る

÷

名
死
亡

無
責

し
対
向
車
と
衝
突

蜷
柑七三
-九
一凉
原
爛
茄鼾
鑓
●
‘“
1
‘“
一直
轄
国
道

①
広
島
地
裁

昭
和
四
八
年
五
月
二
八
日

広
島
高
裁

昭
和
五
一
年
三
月
二
五
日

過
失
相
殺
二
割

“
“
黍

“
驚
く
“
●
‘
‘
暮

す

負
傷
有
責

が
ス
リ
ッ
プ

13

七
三
二
九
･

二
九
･

一
三
一
･
三

広
島
県
道
工
事
不
全
事
件

県
道

②

テ
ィ
コ
ー
ン
を
並
べ
片
側
工
事
中
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
通
行
車
両

の
注
意
を
促
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
通
行
の
車
両
に
対
す
る
警
告

と
し
て
一
応
そ
の
目
的
を
達
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
工
事
施
工

者
ひ
い
て
は
こ
れ
を
監
督
す
る
発
注
者
た
る
道
路
管
理
者
に
瑕
疵
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

(高
裁
判
決
要
旨
〉

1

本
件
下
り
車
線
部
分
を
通
行
す
る
車
両
は
か
な
り
頻
繁
に
あ
り
、

ス
リ
ッ
プ
し
て
交
通
事
故
を
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
な
状
態

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
工
事
中
の
立
看
板
が
立
て
ら
れ
て
い
る

の
み
で
格
別
自
動
車
の
乗
入
れ
を
禁
止
又
は
防
止
す
る
措
置
は
何
ら

講
ぜ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
は
瑕
疵
が
認
め
ら
れ
る
。

2

被
害
者
に
は
、
滑
り
や
す
い
場
所
を
漫
然
と
三
0
m
で
進
行
し
た

過
失
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
割
合
は
二
割
と
す
る
。

テ
ィ
コ
ー
ン
を
並
べ
片
側
工
事
中
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
通
行
車
両

の
注
意
を
促
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
通
行
の
車
両
に
対
す
る
警
告

と
し
て
一
応
そ
の
目
的
を
達
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
工
事
施
工

者
ひ
い
て
は
こ
れ
を
監
督
す
る
発
注
者
た
る
道
路
管
理
者
に
瑕
疵
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

(高
裁
判
決
要
旨
〉

1

本
件
下
り
車
線
部
分
を
通
行
す
る
車
両
は
か
な

ス
リ
ッ
プ
し
て
交
通
事
故
を
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
な
状
態

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
工
事
中
の
立
看
板
が
立
て
ら
れ
て
い
る

の
み
で
格
別
自
動
車
の
乗
入
れ
を
禁
止
又
は
防
止
す
る
措
置
は
何
ら

講
ぜ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
は
瑕
疵
が

2

被
害
者
に
は
、
滑
り
や
す
い
場
所
を
漫
然
と
三
0
m
で
進
行
し
た

過
失
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
割
合
は
二
割
と
す
る
。

①
は
鉄
板
に
よ
り
ス
リ
ッ
プ
し
た
と
主
張
し
た
事
件
で

す
が
、
事
故
の
原
因
は
全
面
的
に
運
転
者
の
過
失
に
よ
る

も
の
と
し
て
道
路
管
理
者
は
無
責
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
の
事
件
は
舗
装
工
事
中
の
コ
ー
ル
タ
ー
ル
や
油
の
た

め
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
た
道
路
で
起
っ
た
事
故
で
す
が
、

工
事
中
で
あ
る
こ
と
を
示
す
立
て
看
板
で
は
不
十
分
で
自

動
車
の
乗
り
入
れ
を
禁
止
、
ま
た
は
防
止
す
る
措
置
が
必

要
で
あ
っ
た
と
し
て
責
任
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
言
い

換
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
状
態

(
コ
ー
ル
タ
ー
ル
や
油
が

あ
る
状
態
)
で
通
行
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
な
お
、
過
失
相
殺
は
漫
然
と
三
〇
蝿
で
走
行
し

た
こ
と
に
つ
き
二
割
相
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。

六

土
砂
が
堆
積
し
て
い
を
も
の

…を

“
〆
÷
福
岡
県
道
エ事
中
転
倒事
件

｢県
道

一
② 1

本
件
県
道
は
夜
間
で
も
交
通
量
が
多
く
、
堆
積
泥
土
に
よ
り
通
行

可
能
な
幅
員
は
、
東
側
で
○
･
五
m
、
西
側
で
一
･
八
m
し
か
な
く
、

浚
漂
工
事
終
了
の
午
後
一
一
時
三
〇
分
以
後
は
工
事
の
た
め
の
バ
リ

ケ
ー
ド
、
カ
ー
バ
イ
ト
ラ
ン
プ
も
片
付
け
ら
れ
、
泥
土
の
存
在
を
示

す
標
識
･
照
明
は
な
く
、
本
件
事
故
発
生
ま
で
の
二
○
-
三
〇
分
の

間
に
本
件
泥
土
に
乗
り
あ
げ
転
倒
負
傷
し
た
者
が
数
人
あ
っ
た
事
実

か
ら
考
え
る
と
、
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
。

2

市

(下
水
工
事
発
注
者
)
及
び
工
事
請
負
会
社
も
占
用
許
可
申
請

を
怠
っ
て
お
り
、
県
は
一
般
市
民
か
ら
の
通
報
も
な
く
、
県
道
部
分

の
瑕
疵
が
生
じ
た
の
も
深
夜
で
あ
り
し
か
も
瑕
疵
発
生
の
時
か
ら
本

件
事
故
発
生
ま
で
の
間
に
僅
か
二
〇
分
程
の
余
裕
し
か
な
か
っ
た
事

情
か
ら
す
る
と
道
路
管
理
者
が
応
急
の
措
置
を
と
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
っ
た
。

3

し
か
し
な
が
ら
道
路
管
理
者
は
、
既
に
発
生
し
た
道
路
の
瑕
疵
を

能
う
か
ぎ
り
す
み
や
か
に
発
見
し
、
か
つ
、
そ
の
瑕
疵
を
除
去
す
る

た
め
の
応
急
措
置
を
施
し
得
る
よ
う
努
め
る
べ
く
要
求
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
勿
論
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
、
こ
の
よ
う
な
道
路
瑕
疵
が
み
だ

り
に
発
生
す
る
こ
と
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
日
常
に
お
い
て
道

路
環
境
の
欠
陥
を
生
み
出
す
原
因
と
な
る
諸
因
子
を
積
極
的
に
探
究

し
、
こ
れ
を
除
去
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ

る
し0

4

本
件
に
お
い
て
は
、
無
許
可
工
事
及
び
夜
間
に
お
け
る
赤
色
灯
の

不
設
置
が
道
路
事
故
の
原
因
と
な
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
経
験
す
る

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
日
頃
道
路
の
占
用
、
使
用
を
す
る
こ
と
の
多
い

市
等
の
公
共
団
体
、
請
負
業
者
等
が
、
常
識
的
な
危
険
防
止
措
置
を

と
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
県
の
日
常
の
指
導
監
督
が
適

切
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
管
理
の
瑕
疵
が
あ
っ
た

も
の
と
い
え
る
。

5

被
害
者
に
は
、
制
限
速
度
超
過
、
酒
気
帯
び
、
前
方
不
注
視
等
の

過
失
が
存
在
す
る
。
(過
失
相
殺
二
･
五
割
)

福
岡
地
裁
大
牟
田
支
部

昭
和
四
五
年
三
月
一
〇
日

過
失
相
殺
二
割
五
分

,
轡

“
“
“
≦

.
‘
“
÷

■
益
“
“

÷
名
死
亡

有
責

○
･
四
m
で
転
倒

　　

　
　
　

　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

1

二
九
･
四
七

件
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①
工
事
に
伴
う
土
砂
が
道
路
上
に
堆
積
し
て
い
た
た
め
発

生
し
た
事
件
は
、
上
記
の
二
件
で
す
が
、
有
責
と
鉦
箋
貝
が

分
か
れ
て
い
ま
す
。
無
責
と
な
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
見
通
し

の
良
い
直
線
部
分
の
事
故
で
あ
る
の
で
や
は
り
本
人
の
過

失
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
責
の
事
件
は
本
人
の
過

失
は
速
度
超
過
、
酒
気
帯
び
、
前
方
不
注
視
で
二
割
五
分

と
な
っ
て
い
ま
す
。

七

工
事
中
の
道
路
構
造
に
よ
る
も
の

1

本
件
事
故
は
、
道
路
が
軟
弱
な
た
め
に
発
生
し
た
も
の
で
な
く
、

ま
た
道
路
の
形
状
及
び
道
路
の
右
側
に
盛
土
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と

が
原
因
で
あ
る
と
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

2

道
路
が
相
当
の
幅
員
を
も
っ
た
見
と
お
し
の
良
い
直
線
部
分
で
あ

る
こ
と
や
交
通
量
も
余
り
多
く
な
い
こ
と
か
ら
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を

設
け
て
い
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
道
路
管
理
者
に
道
路
管
理
上
の

瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
認
め
難
い
。

松
山
地
裁

昭
和
四
六
年
二
月
一
八
日

工
事
中
の
土
が
堆
積
し
て
自
動
車
が
転
落

一三
名
死
亡

無
責

③
へ地
裁
判
決
要
旨
〉

原
告
は
、
本
件
事
故
現
場
に
移
動
式
信
号
機
又
は
誘
導
員
を
置
く
べ

き
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
が
、
事
故
の
原
因
は
死
亡
し
た
乗
用
車
の
酒

酔
い
運
転
に
よ
る
も
の
で
道
路
の
管
理
の
瑕
疵
の
問
題
と
は
因
果
関
係

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

浦
和
地
裁

昭
和
五
一
年
三

月
一
八
日

東
京
高
裁

昭
和
五
二
年
一
〇
月
一
六
日

‘
■
‘
“
“
“
“
“
.
■
“
を

“
‘
“
“

す

死
亡

無
責

部
分
で
衝
突

13

七
三
二
九
･

二
九
･

四
0
五

埼
玉
国
道
二
五
四
号
占
用
工
事

不
全
事
件

補
助
国
道

へ地
裁
判
決
要
旨
)

1

事
実
上
道
路
と
し
て
使
用
し
て
い
る
限
り
供
用
開
始
が
な
く
て
も

公
の
営
造
物
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
が
、
本
件
事
故
現
場
附
近

の
道
路
未
拡
張
部
分
は
、
既
に
立
退
き
の
完
了
し
た
土
地
も
家
屋
地

盤
石
や
空
箱
、
石
塊
等
の
障
害
物
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
一
般
に
は

通
行
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

徳
島
地
裁

昭
和
四
六
年
二
月

八
日

高
松
高
裁

昭
和
四
七
年
四
月
一
七
日

萎

縮

暴

な

さ
‘“
“
÷
名
死
亡
無
責

で
電
柱
に
衝
突

13
【託姪
こ折
◆四
一窯
鑄
1
1
-“
--“
“
1
1
1

一補
助
国
道

へ地
裁
判
決
要
旨
)

1

事
実
上
道
路
と
し
て
使
用
し
て
い
る
限
り
供
用
開
始
が
な
く
て
も

公
の
営
造
物
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
が
、
本
件
事
故
現
場
附
近

の
道
路
未
拡
張
部
分
は
、
既
に
立
退
き
の
完
了
し
た
土
地
も
家
屋
地

盤
石
や
空
箱
、
石
塊
等
の
障
害
物
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
一
般
に
は

通
行
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

2

本
件
事
故
現
場
附
近
は
、
昼
間
は
見
通
し
が
良
く
、
道
路
幅
員
が

急
に
狭
く
な
っ
て
い
る
の
が
相
当
手
前
か
ら
見
通
す
の
が
可
能
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
故
発
生
時
刻
頃
は
、
住
家
の
明
り
以
外
に

は
、
電
柱
の
ス
コ
ッ
チ
ラ
イ
ト
が
二
段
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
だ
け

で
、
道
路
幅
員
が
急
に
狭
く
な
っ
て
い
る
状
態
を
示
す
に
足
り
る
照

明
、
標
識
等
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

3

し
か
し
な
が
ら
本
件
事
故
は
、
訴
外
A
の
自
動
車
運
転
者
と
し
て

の
最
も
基
本
的
な
規
律
を
無
視
し
た
酒
酔
い
、
制
限
速
度
違
反
及
び

居
眠
り
運
転
に
起
因
す
る
も
の
と
断
ぜ
ら
れ
、
本
件
道
路
に
前
記
瑕

疵
が
存
在
せ
ず
、
赤
ラ
ン
プ
の
点
灯
あ
る
い
は
そ
の
他
の
注
意
標
識

が
あ
っ
た
と
し
て
も
避
止
で
き
な
か
っ
た
と
推
認
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

②徳
島
地
裁
阿
南
支
部

平
成
四
年
九
月
一
八
日

高
松
高
裁

平
成
五
年
九
月
二
一
日

う
,盗
塁
鱒

.
蓄

“
‘
“
÷
名
負
傷
無
責

下
に
転
落
し
た

13

七
三
二
九
･

二
九
･

一
0
一
七

徳
島
県
道
ト
ラ
ッ
ク
転
落
事
件

県
道

け
車
両
を
右
側
に
寄
せ
て
通
過
す
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
り
、
そ

で
き
る
だ

へ地
裁
判
決
要
旨
〉

安
全
施
設
に
つ
い
て
は
保
安
基
準
ど
お
り
の
設
置
を
し
て
お
り
被
害

者
に
対
し
て
本
件
事
故
現
場
の
S
字
カ
ー
ブ
を
認
識
さ
せ
る
に
は
十
分

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
被
害
車
両
が
規
制
速
度
内
で
走
行

し
て
い
れ
ば
事
故
は
発
生
し
な
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
標
識
の
設

置
と
本
件
事
故
と
の
相
当
因
果
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。

へ高
裁
判
決
要
旨
〉

本
件
道
路
の
S
字
カ
ー
ブ
に
は
、
手
前
か
ら
標
識
等
に
よ
り
、
そ
の

存
在
を
告
知
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
S
字
カ
ー
ブ
を

構
成
す
る
各
円
弧
の
回
転
半
径
は
一
〇
0
m
で
、
そ
の
回
転
可
能
最
大

速
度
は
時
速
五
六
蝋
で
あ
り
被
害
者
の
走
行
速
度
が
時
速
五
○
如
で
あ

れ
ば
本
件
カ
ー
ブ
は
安
全
に
走
行
で
き
る
こ
と
か
ら
車
両
の
運
転
に
と

っ
て
危
険
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

大
阪
地
裁

平
成
三
年

一
月
三
一
日

大
阪
高
裁

平
成
五
年
一
一
月
一
六
日

“
雑

務

学

“
う

“
“
“
“
“
“
■

÷
名
死
亡

無
責

車
と
衝
突

蜷
-七
六
七
八

転
麗

‘
“
“
“
“
雑
ぜ

轄
国
道

道行セ 97.9 6!

④
の
よ
う
に
通
過
す
れ
ば
本
件
事
故
は
生
じ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
特

別
な
標
識
の
設
置
や
誘
導
員
に
よ
る
注
意
喚
起
と
誘
導
と
い
っ
た
措
置

を
と
る
義
務
は
県
に
は
な
い
。

工
事
に
よ
る
道
路
構
造
が
原
因
と
な
っ
た
事
故
は
以
上

の
よ
う
に
四
件
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
道
路
管
理
者
は

無
責
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
を
見
て
み
ま
す
と
、
①
は
道
路
管
理
瑕
疵
の

事
件
と
し
て
は
微
妙
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
言
え
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
被
害
者
の
過
失
が
大
き
か
っ
た
事
件
で
す
。

②
も
同
じ
く
被
害
者
の
酒
酔
い
運
転
が
原
因
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
③
は
事
実
認
定
の
部
分
で
原
告
の
主
張
を
認
め
て

い
ま
せ
ん
。
④
は
工
事
中
の
部
分
を
迂
回
す
る
た
め
の
仮



設
道
路
の
カ
ー
ブ
が
き
つ
い
た
め
事
故
が
起
っ
た
も
の
で

②
地̂
裁
判
決
要
旨
〉

1

道
路
舗
装
前
転
圧
の
工
事
方
法
と
し
て
道
路
半
分
を
通
行
止
め
に

し
、
路
面
の
悪
い
片
側
通
行
を
認
め
る
こ
と
は
道
路
交
通
の
安
全
の

見
地
か
ら
一
般
に
許
容
し
う
る
方
法
と
い
え
る
か
は
疑
問
の
余
地
が

な
い
と
は
い
え
な
い
。

2

道
路
工
事
、
片
側
通
行
止
め
の
標
識
だ
け
で
な
く
、
バ
リ
ケ
ー
ド

を
設
置
す
る
に
は
単
に
サ
イ
ド
ポ
ー
ル
に
ス
コ
ッ
チ
テ
ー
プ
を
使
用

す
る
程
度
に
と
ど
ま
ら
ず
、
夜
間
の
通
行
に
配
慮
し
て
赤
色
灯
又
は

黄
色
灯
を
設
置
し
て
右
通
行
の
禁
止
さ
れ
る
バ
リ
ケ
ー
ド
部
分
を
明

確
に
表
示
す
べ
き
で
あ
る
。

3

原
告
は
、
事
故
当
日
に
一
度
本
件
事
故
現
場
を
通
行
し
て
お
り
、

工
事
現
場
の
存
在
は
十
分
認
識
し
て
お
り
、
飲
酒
の
事
実
も
認
め
ら

れ
る
の
で
、
約
九
割
を
過
失
相
殺
す
る
。

へ高
裁
判
決
要
旨
〉

地
裁
判
決
と
同
旨

(但
し
過
失
相
殺
割
合
を
約
八
割
に
変
更
)。

山
口
地
裁

昭
和
四
五
年
九
月
二
四
日

広
島
高
裁

昭
和
四
八
年
四
月
二
四
日

過
失
相
殺
八
割

審
察
“
“
““
“
ネ

盗
ま
‘
言

負
傷
有
責

気
づ
か
ず
転
倒

蜷
き

喘
三

山
口
県
道
工
事
中
転
倒
事
件

一県
道

1

明
ら
か
に
交
通
の
妨
害
と
な
る
よ
う
な
工
作
物
を
設
置
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
行
政
規
程
に
則
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は

そ
の
設
置
管
理
に
瑕
疵
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

ま
た
、
通
行
者
が
常
に
自
己
の
安
全
を
守
る
た
め
細
心
の
注
意
を

怠
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
こ
れ
を
設
置
す
れ
ば
足

り
る
も
の
で
も
な
い
。

2

本
件
に
お
い
て
は
、
運
転
者
が
普
通
の
注
意
を
払
っ
て
い
た
の
で

は
工
作
物
の
存
在
に
気
付
く
の
が
手
前
四
0
m
の
距
離
に
近
接
し
た

地
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
急
停
車
措
置
を
と
っ
た
と
し
て
も

本
件
工
作
物
へ
の
衝
突
を
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

3

被
害
者
に
お
い
て
も
、
飲
酒
運
転
、
前
方
不
注
視
の
過
失
が
あ
る
。

(過
失
相
殺
八
割
五
分
)

名
古
屋
地
裁

昭
和
四
四
年
三
月
二
八
日

過
失
相
殺
八
割
五
分

1
“
‘
緩

爽

幸
絡
‘“
“
÷

名
死
亡
有
責

て
対
向
車
と
衝
突

蜷
一七
二九
八

"機微類輔匍““‘1
1‘作

一県道

① あ
る
と
原
告
が
主
張
し
た
事
件
で
す
が
、
こ
れ
も
被
害
車

両
が
制
限
速
度
内
で
走
っ
て
い
れ
ば
、
事
故
は
起
こ
り
得

な
か
っ
た
と
し
て
裁
判
所
は
被
害
者
の
過
失
で
あ
る
と
の

認
定
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
見
て
み
ま
す
と
、
す
べ
て
本
人
の
過
失
が

原
因
で
あ
る
と
の
認
定
が
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
工
事
に

よ
る
道
路
構
造
に
対
し
て
、
ど
れ
く
ら
い
で
瑕
疵
に
な
る

の
か
認
定
さ
れ
た
事
案
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
分
析
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

八

工
事
用
の
施
設
が
原
因
と
な
つ
･を
も
の

津
地
裁

昭
和
五
一
年

六
月

三
日

名
古
屋
高
裁

昭
和
五
二
年
三
一月
二
七
日

、過
失
相
殺
七
割
五
分

口
“
“
“
■
1
‘
“
“
“
“
“
■
“
熨

す

死
亡

有
責

め
対
向
車
と
衝
突

13

四
三
二
九
･

二
九
･

三
三
三

三
重
国
道
二
三
号
工
事
中
衝
突

事
件

直
轄
国
道

へ地
裁
判
決
要
旨
〉

1

道
路
の
保
存
又
は
管
理
の
瑕
疵
の
有
無
は
当
該
道

で
通
常
の
自
動
車
運
転
者
を
標
準
と
し

き
の
も
の
で
あ
る
。
運
転
者
は
通
常
、
進
路
前
方
に
工
事
箇
所
が
あ

っ
て
本
件
の
よ
う
な
通
行
状
況
に
あ
る
こ
と
を
予
測
し
な
い
で
運
転

す
る
の
が
常
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
赤
色
灯
等
保
安
施
設
が
点
灯

し
て
お
ら
ず
、
ま
た
旧
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
抹
消
が
不
完
全
で
、
し

か
も
臨
時
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
よ
う
な
場
合
は

当
該
保
安
施
設
の
欠
陥
は
瑕
疵
が
あ
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る

2

保
安
施
設
が
点
灯
し
て
お
れ
ぱ
、
運
転
者
の
注
意
力
が
低
下
し
て

い
て
も
当
該
道
路
状
況
に
応
じ
た
運
転
方
法
を
と
り
得
た
と
推
認
し

得
る
。
本
件
事
故
は
当
該
運
転
者
の
過
失
と
道
路
の
保
存
又
は
管
理

の
瑕
疵
と
が
競
合
し
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
(過
失
相
殺
三
分
の

二
割
)

へ高
裁
判
決
要
旨
〉

1

道
路
の
設
置
又
は
管
理
上
の
瑕
疵
の
有
無
は
、
そ
の
物
自
体
に
限

定
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
そ
の
物
の
置
か
れ
て
い
る
四

囲
の
状
況
と
の
総
合
的
な
見
地
か
ら
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

2

本
件
道
路
は
、
通
常
具
有
す
べ
き
安
全
性
に
欠
く
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

被
害
者
に
は
、
前
方
不
注
視
の
過
失
が
認
め
ら
れ
る
。
(過
失
相
殺

七
･
五
割
)

本
件
事
故
は
、
運
転
者
が
バ
リ
ケ
ー
ド
及
び
対
向
車
を
時
間
的
余
裕

を
も
っ
て
発
見
し
、
片
側
通
行
の
事
実
を
知
り
な
が
ら
、
対
向
車
よ
り

も
先
に
片
側
通
行
部
分
を
通
過
し
う
る
も
の
と
過
信
し
た
結
果
発
生
し

た
も
の
で
、
バ
リ
ケ
ー
ド
の
発
見
が
困
難
で
そ
れ
が
発
見
で
き
ず
あ
る

い
は
発
見
が
お
く
れ
た
た
め
又
は
後
続
車
へ
の
配
慮
等
か
ら
や
む
な
く

片
側
に
進
出
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
原
告
主
張
の
道
路
管

理
の
瑕
疵
の
存
否
と
原
告
の
片
側
進
出
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
本
件
事
故

と
の
間
に
は
何
ら
因
果
関
係
が
な
い
。

静
岡
地
裁
掛
川
支
部

昭
和
五
四
年
一
一
月
七
日

讓
冲
節
如
1
“
‘
,
“
ー
“
“
“
“
‘
“
-
-名
負
傷

無
責

13

七
三
二
九
･

二
九
･

四
五
一

静
岡
県
道
工
事
中
車
両
衝
突
事

件

県
道

④⑤　　　
　
　

　
　　

腿

二
九
･

愛
知
県
道
ト
ラ
柵
不
全
事
件

県
道

浦

四
九
O

　 館

③



そ
れ
ほ
ど
著
し
い
も
の
で
は
な
く
、
本
件
事
故
前
に
も
パ
ト
ロ
ー
ル
が

行
わ
れ
何
ら
障
害
物
が
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
考
え

る
と
本
件
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
は
な
か
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

⑧

⑥
道
路
が
未
完
成
で
あ
り
供
用
開
始
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
以
上
、
一
般

の
通
行
を
制
限
す
る
た
め
ト
ラ
柵
を
設
置
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
た
め
車
両
が
直
進
で
き
な
い
よ
う
に
車
両
の
進
行
方
向
に
対

而
し
て
設
置
し
た
こ
と
も
現
場
が
見
通
し
の
よ
い
交
差
点
で
あ
る
こ
と

か
ら
し
て
合
理
的
で
あ
っ
て
設
置
、
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
い
え

な
い
。
事
故
の
原
因
は
ト
ラ
柵
に
よ
っ
て
通
行
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
一
見
明
白
で
あ
り
な
が
ら
、
ト
ラ
柵
に
よ
っ
て
狭
め
ら
れ
た
閣
ロ

部
を
高
速
度
で
通
行
し
よ
う
と
し
て
ス
リ
ッ
プ
し
た
運
転
者
の
過
失
に

あ
る
。

名
古
屋
地
裁
岡
崎
支
部

昭
和
五
五
年
一
月
二
二
日

‘
“
■
“
“
‘
』
'一
嚢

を

“
た

三

一名
死
亡

無
責

そ
の
開
ロ
部
か
ら
侵
入

本
件
現
場
は
標
識
等
に
よ
り
交
通
制
限
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
容
易

に
認
識
可
能
で
あ
り
、
運
転
者
の
基
本
的
義
務
で
あ
る
前
方
注
視
義
務

を
怠
ら
な
け
れ
ば
事
故
は
容
易
に
妨
げ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
国
道
の
設

置
ま
た
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

津
地
裁

平
成
五
年
六
月
三
日

1
●
･
“
“
‘
“
熨

そ

“
‘
“
“
-
一名
死
亡

無
責

対
向
車
に
衝
突
し
た

蜷

七
三
二
九
･

二
九
･

一
0
四
六

三
重
国
道
一
六
三
号
単
車
バ
リ

ケ
ー
ド
衝
突
事
件

補
助
国
道

⑨
へ地
裁
判
決
要
旨
〉

工
事
の
規
模
、
道
路
状
況
等
か
ら
み
て
、
保
安
灯
、
バ
リ
ケ
ー
ド
等

の
硯
認
は
容
易
で
あ
り
、
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と
は

認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
事
故
現
場
の
工
事
用
仮
信
号
機
が
道
路
右
側

に
設
置
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
そ
の
本
来
の
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、

瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

(高
裁
判
決
要
旨
〉

地
裁
判
決
と
同
旨
。

大
阪
地
裁

昭
和
六
一
年
三
一月
一
日

大
阪
高
裁

平
成
元
年

六
月
二
九
日

“
●
“
“
董

熨

そ

“
‘
“
“
-
一名
死
亡
無
責

対
向
車
と
衝
突
し
た

蜷

七
三
二
九
･

二
九
･

七
九
五

京
都
国
道
一
六
三
号
バ
リ
ケ
ー

ド
車
両
衝
突
事
件

補
助
国
道

⑦
本
件
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
道
路
で
は
、
夜
間
に
お
い
て
も
付
近
に

街
灯
が
あ
り
、
北
側
部
分
が
工
事
中
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
あ

る
か
ら
、
通
行
可
能
な
南
側
部
分
を
そ
の
状
況
に
応
じ
た
注
意
と
速
度

を
も
っ
て
通
行
す
る
の
が
通
常
の
運
転
方
法
で
あ
り
、
本
件
道
路
は
そ

の
限
り
で
対
応
で
き
、
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
に
欠
け
て
い
た
と
は
い

え
な
いい
。

青
森
地
裁
弘
前
支
部

昭
和
五
七
年
一
一
月
二
四
日

“
■
■
“
“
■
“
“
‘
“
“
‘
“
“
■
“
機

言

死
亡

無
責

に
衝
突

13

七
三
二
九
･

二
九
･

六
一
五
･

二
一

弘
前
市
道
工
事
中
単
車
掘
削
機

衝
突
事
件

市
道

本
件
道
路
の
交
通
量
は
比
較
的
少
な
く
、
事
故
現
場
付
近
に
は
光
源

が
あ
っ
て
夜
間
で
も
右
障
害
物
は
認
識
で
き
た
。
ま
た
、
本
件
道
路
の

幅
員
は
な
お
約
六
m
は
あ
っ
て
本
件
道
路
を
通
行
す
る
際
の
危
険
性
は

大
阪
地
裁

昭
和
六
〇
年
九
月
二
七
日

“
“
“
“
‘
“
“
■
“
“
“
-
‘
“
“
‘
“

す

負
傷

無
責

倒
、
負
傷

u
T
o
五五

囑

“
叢

惹

“
毀

す
道

幅
員
は
な
お
約
六
m
は
あ
っ
て
本
件
道
路
を
通
行
す
る
際
の
危
険
性
は

工
事
中
の
施
設
が
原
因
と
な
っ
て
事
故
が
起
こ
っ
た
例

は
多
く
前
記
の
と
お
り
三

件
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
順
番

に
見
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
ょ
う
o

①
の
事
件
は
配
水
管
修
理
工
事
用
の
柵
に
乗
用
車
が
衝

突
し
た
事
件
で
す
が
、
工
事
中
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る

措
置
と
し
て
手
前
八
0
m
に
表
示
板
、
手
前
二
0
m
に
は

ん

赤
色
灯
、
現
場
に
は
表
示
板
や
赤
色
灯
を
設
置
し
て
い
ま

q

し
た
が
、
そ
の
光
度
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
裁
判
所
で

セ

は
有
責
と
さ
れ
、
過
失
相
殺
が
八
割
五
分
認
定
さ
れ
て
い

瀞

ま
す
。

②
の
事
件
も
被
害
者
が
当
該
現
場
を
工
事
中
で
あ
る
こ

と
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
発
生
し
た
事
故
で
あ
り
ま

す
が
、
赤
色
灯
の
設
備
が
な
か
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
被

害
者
は
飲
酒
運
転
で
あ
っ
た
た
め
最
終
的
に
八
割
の
過
失

相
殺
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

③
の
事
件
も
工
事
中
で
あ
る
こ
と
を
示
す
赤
色
灯
が
何

ら
か
の
理
由
に
よ
り
作
動
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
起
っ
た

事
故
で
道
路
管
理
者
は
有
責
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
被
害

者
の
前
方
不
注
意
に
つ
い
て
七
割
五
分
の
過
失
相
殺
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

④
の
事
件
は
前
三
件
の
事
件
と
は
こ
と
な
り
朝
の
九
時

頃
に
発
生
し
た
事
件
で
、
被
害
者
が
走
行
車
線
上
の
バ
リ

ケ
ー
ド
を
発
見
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
発
生
し
た
事
故

の
た
め
責
任
が
否
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
の
事
件
も
午
前
八
時
四
〇
分
ご
ろ
発
生
し
た
事
件
で

す
が
、
工
事
中
の
た
め
ト
ラ
柵
に
よ
っ
て
通
行
を
遮
断
し

て
い
た
現
場
に
お
い
て
、
地
元
住
民
の
便
宜
の
た
め
に
あ

げ
て
い
た
隙
間
か
ら
被
害
車
両
が
進
入
し
て
発
生
し
た
事

故
で
す
。
こ
の
事
故
に
対
し
て
裁
判
所
は
ト
ラ
欄
に
よ
る

制
限
が
明
白
に
わ
か
る
の
に
進
入
し
た
被
害
者
の
一
方
的



過
失
で
あ
る
と
し
て
請
求
を
棄
却
し
て
い
ま
す
。

⑥
は
夜
間
に
発
生
し
た
事
件
で
す
が
、
飲
酒
の
た
め
原

付
で
衝
突
し
た
被
害
者
は
十
分
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
っ
た
と
し
て
請
求
を
棄
却
し
て
い
ま
す
。

⑦
も
夜
間
に
発
生
し
た
事
故
で
、
工
事
中
の
た
め
堆
積

し
て
い
た
土
砂
を
囲
む
防
護
柵
に
歩
行
者
が
つ
ま
ず
い
て

転
倒
し
た
事
件
で
す
が
、
道
路
管
理
者
は
無
責
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

⑧
は
夕
刻
に
発
生
し
た
事
故
で
す
が
、
自
動
二
輪
車
が

工
事
中
の
バ
リ
ケ
ー
ド
に
接
触
し
た
事
件
で
す
。
裁
判
所

は
、
保
安
灯
、
バ
リ
ケ
ー
ド
の
視
認
は
容
易
で
あ
っ
た
と

し
て
請
求
を
棄
却
し
て
い
ま
す
。

⑨
は
、夜
中
に
片
側
通
行
規
制
が
行
わ
れ
て
い
た
道
路
で

自
動
二
輪
車
が
バ
リ
ケ
ー
ド
に
衝
突
し
た
事
件
で
す
が
、標

識
等
が
容
易
に
認
識
さ
れ
る
も
の
と
し
て
被
害
者
の
全
面

的
な
過
失
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
、現
在
控
訴
中
の
事
件
で
す
。

以
上
が
工
事
に
よ
る
防
護
柵
な
ど
に
よ
る
事
件
で
す
が
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
昼
間
の
事
件
よ
り
も
夜
間
に
お
け

る
事
件
の
方
が
有
責
の
割
合
が
高
く
認
め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
が
、
こ
れ
は
昼
間
の
事
件
は
被
害
者
の
過
失
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
た
め
で
し
ょ
う
。
夜
間
の
事
件
で
は
①

ー
③
の
事
件
が
い
ず
れ
も
本
人
の
無
謀
行
為

(飲
酒
運
転

等
)
の
割
合
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
道
路
管
理
者
の
責

任
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
奇
異
な
感
じ
が
し
ま
す
が
、

最
近
で
は
客
観
的
な
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

①

九

土
砂
が
崩
壊
し
左
も
の

京
都
地
裁

昭
和
五
五
年
一
〇
月
一
七
日

大
阪
高
裁

昭
和
五
六
年

九
月
三
〇
日

最
高
裁

昭
和
五
八
年
一
〇
月
一
八
日

過
失
相
殺
な
し

襄

“
‘
““
一
筆

霊

界
三

名
死
亡
有
責

壊
作
業
員
が
死
亡

13

七
三
二
九
･

二
九
･

五
一
七

京
都
国
道
一
六
二
号
擁
壁
等
崩

壊
事
件

補
助
国
道

(地
裁
判
決
要
旨
〉

造
強
度
等

た
安
全
対

用
の

を
払
い
、
そ
の

が
あ
る
に
も
か

め
ら
れ
る
。

高̂
裁
判
決
要
旨
〉

よ
う
指
示
す

意
義
務
が
課

減
免
除
さ
れ

2

本
件
事
故

係
者
の
過
失

で
あ
る
。

Ru

ラ

ムノ

度
合
い
に
か
か
わ
り
な
く
、
各
自
が
違
法
な
加
害
行
為
と
相
当
因
果

関
係
に
あ
る
全
損
害
に
つ
い
て
そ
の
賠
償
の
責
に
任
ず
べ
き
で
、
そ

の
結
果
生
ず
る
共
同
不
法
行
為
者
間
の
不
公
平
の
問
題
は
共
同
不
法

行
為
者
間
に
お
け
る
求
償
の
問
題
と
し
て
解
決
す
べ
き
で
あ
る
。

へ最
高
裁
判
決
要
旨
〉

本
件
崩
落
は
第
二
次
崩
落
で
あ
り
、
崩
落
の
発
生
に
つ
い
て
は
被
告

ら
の
予
見
可
能
性
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
等
を
実
施

し
た
り
、
工
事
再
開
を
見
合
わ
せ
る
と
い
っ
た
措
置
に
よ
り
本
件
崩
落

を
防
止
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
本
件
道
路
の
管
理
の

瑕
疵
に
よ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

神
戸
地
裁

平
成
三
年
二
月
二
〇
日

過
失
相
殺
な
し

‘
“
“
“
‘
“
■
“
“
頌

し

,
“
“
-物
損

有
責

有
地
に
流
入
し
た
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七
三
二
九
･

二
九
･

九
四
六

兵
庫
国
道
一
七
八
号
改
良
工
事

損
害
賠
償
事
件

補
助
国
道

-
高
裁
判
決
と
同
鷺

-

②
①
は
、
擁
壁
の
補
強
工
事
中
に
山
肌
が
突
然
崩
壊
し
作

業
員
が
死
亡
し
た
事
件
で
、
最
高
裁
ま
で
争
わ
れ
ま
し
た

が
、
道
路
管
理
者
の
有
責
が
確
定
し
て
い
ま
す
。
有
責
と

さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
業
務
の
注
文
者
で
あ
る
道
路
管
理

者
と
工
事
請
負
者
の
共
同
不
法
行
為

(安
全
対
策
の
不
十

分
さ
等
)で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
注
目
す
べ
き
は
｢注

文
者
は
事
故
防
止
措
置
を
と
る
よ
う
指
示
す
べ
き
注
意
義

務
が
あ
り
、
施
行
業
者
に
も
施
工
上
の
注
意
義
務
が
課
さ

れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
注
文
者
の
注
意
義
務
が
軽
減
免

除
さ
れ
る
筋
合
い
の
も
の
で
は
な
い
｣
と
さ
れ
た
点
で
す
。

こ
の
こ
と
は
前
段
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、
国
家
賠
償
法
の

制
定
の
主
旨
か
ら
し
て
、
公
共
工
事
に
よ
り
被
害
を
被
っ

た
被
害
者
の
救
済
を
図
る
た
め
に
は
こ
の
よ
う
な
法
律
的

な
構
造
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
究
極
的
に
だ
れ
が
損
害
賠

償
の
責
任
を
負
う
か
は
被
害
者
救
済
上
は
全
く
別
問
題
に



な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
判
決
の
後
半
部
分
の

｢共
同
不
法
行
為
者
の
過
失
の
軽
重
、
そ
の
度
合
い
に
か

か
わ
り
な
く
、
各
自
が
違
法
な
加
害
行
為
と
相
当
因
果
関

係
に
あ
る
全
損
害
に
つ
い
て
そ
の
賠
償
の
責
に
任
ず
べ
き

で
、
そ
の
結
果
生
ず
る
共
同
不
法
行
為
者
間
の
不
公
平
の

問
題
は
共
同
不
法
行
為
者
間
に
お
け
る
求
償
の
問
題
と
し

て
解
決
す
べ
き
で
あ
る
｣
と
い
う
判
旨
に
す
べ
て
が
言
い

尽
く
さ
れ
て
い
る
と
思
え
ま
す
。

②
は
、
道
路
工
事
現
場
に
お
い
て
裏
山
が
崩
壊
し
原
告

宅
に
損
害
を
及
ぼ
し
た
事
件
で
す
が
、
崩
壊
に
つ
い
て
予

見
可
能
性
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
有
責
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1

本
件
工
事
現
場
は
一
応
の
安
全
措
置
を
果
た
し
て
い
る
が
、
チ
ュ

ー
ブ
ラ
イ
ト
の
み
の
区
間
が
あ
り
、
低
学
年
の
小
学
生
で
も
簡
単
に

跨
い
で
進
入
で
き
る
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
工
作
物
の
設
置
･
管
理

に
全
く
瑕
疵
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

2

総
合
す
る
と
被
害
者
の
過
失
を
七
割
、道
路
管
理
者
の
過
失
を
一
･

五
割
、
工
事
施
工
業
者
の
過
失
を
一
･
五
割
と
す
る
の
が
相
当
で
あ

ろ
%

福
岡
地
裁
飯
塚
支
部

平
成
六
年
一
月
二
六
日

‘
“
■
““
“
,
口
老

“
襄

上

す

死
亡
有
責

げ
転
落
し
圧
死
し
た

13

七
三
二
九
･

二
九
･

一
0
八
三

福
岡
県
道
歩
道
ブ
ロ
ッ
ク
転
倒

圧
死
事
件

県
道

③
本
件
現
場
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
剥
離
箇
所
を
、
再
舗
装
ま
で
の
暫
定
と

し
て
砂
利
敷
き
と
し
て
お
い
た
と
し
て
も
た
だ
ち
に
道
路
と
し
て
通
常

有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
他
本

件
現
場
が
歩
行
者
の
通
行
に
と
っ
て
危
険
な
状
態
に
あ
っ
た
と
認
め
る

に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。

釧
路
地
裁

平
成
五
年
三
月
一
八
日

‘
■
養

護

‘
“
“
“
“
“
“
‘
“
言

負
傷
無
責

た
っ
て
負
傷

一〇

そ
の
他

①②

　
　

　
　

聡

二
九
･

北
海
道
道
は
ね
石
事
件

道
道

一
0
四
O

被
告
等
は
、
本
件
土
地

(用
水
)
に
つ
い
て
道
路
工
事
を
な
す
場
合

の
法
律
上
及
び
事
実
上
の
障
害
が
解
消
し
た
上
は
速
や
か
に
本
件
用
水

を
撤
去
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、
こ
れ
を
行
わ
ず
、
し
か
も
冊
等
の
危

険
防
止
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
も
な
く
漫
然
と
し
て
い
た
間
に
本
件
が

発
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
本
件
事
故
は
本
件
用
水
の
保
存
の
瑕

疵
に
よ
り
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

名
古
屋
地
裁
豊
橋
支
部

昭
和
五
一
年
三
月
三
〇
日

過
失
相
殺
五
割

■
“
■
■
“
“
“
“
“
.
礁

“
薫
“
“

÷
名
死
亡

有
責

落
死
亡
し
た
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七
三
二
九
･

二
九
･

三
0
ニ

愛
知
国
道
二
五
九
号
用
水
転
落

事
件

補
助
国
道

①
の
事
件
は
改
築
工
事
の
た
め
に
取
得
し
た
防
火
用
水

に
木
製
の
蓋
を
の
せ
て
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
六
才
の
児
童
が

誤
っ
て
転
落
し
て
死
亡
し
た
事
件
で
す
。
裁
判
所
は
防
火

用
水
を
速
や
か
に
撤
去
す
る
か
、
危
険
防
止
措
置
を
施
す

べ
き
で
あ
っ
た
と
し
て
道
路
管
理
者
の
責
任
を
認
め
て
い

ま
す
。

こ
の
事
件
は
道
路
管
理
者
が
直
接
設
置
し
た
物
件
で
な

く
と
も
、
道
路
管
理
者
が
取
得
し
た
以
上
は
公
の
営
造
物

と
同
様
の
管
理
を
行
う
必
要
が
生
じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
明
確
に
判
断
し
た
判
決
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

②
の
事
件
は
工
事
中
の
た
め
砂
利
道
と
な
っ
て
い
た
道

路
を
通
行
し
た
ト
ラ
ッ
ク
が
石
を
は
ね
と
ば
し
原
告
に
当

た
っ
た
事
件
で
す
が
、
裁
判
所
は
通
常
有
す
べ
き
安
全
性

を
欠
い
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
し
て
請
求
を
棄
却
し
て

い
ま
す
。

こ
の
判
決
の
論
理
構
成
は
若
干
解
ら
な
い
部
分
が
あ
り

ま
す
が
、
砂
利
道
で
あ
る
こ
と
の
み
を
も
っ
て
危
険
性
が

あ
る
と
は
判
断
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
推
測
で
す
が
、

被
害
状
況
が
甚
大
で
あ
れ
ば
判
断
が
変
わ
っ
た
可
能
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

③
の
事
件
は
固
定
さ
れ
て
い
な
い
歩
道
ブ
ロ
ッ
ク
で
児

童
が
遊
ん
で
い
た
と
こ
ろ
転
落
し
死
亡
し
た
事
件
で
す
が
、

事
故
現
場
へ
の
一
応
の
進
入
防
止
策
は
と
ら
れ
て
い
た
の

で
す
が
、
小
学
生
で
も
簡
単
に
進
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
瑕
疵
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
事
件
で
は
固
定
さ
れ
て
い
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
も
瑕
疵
が
考

え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
(こ
の
事
件
は
進
入
禁
止
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
供
用
中
の
部
分
で
固
定
さ
れ
て
い
な
い
ブ
ロ

ッ
ク
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
瑕
疵
に
な
る
可
能
性
が

高
い
と
思
い
ま
す
。
)

以
上
で
工
事
不
全
の
検
討
を
終
わ
り
ま
す
。

次
回
は
反
射
的
利
益
に
関
す
る
事
件
･
そ
の
他
の
事
件

に
つ
い
て
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

(前
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係
長
)



同
曲
県
に
お
け
る
『地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
』

岡
山
県
土
木
部
道
路
建
設
課

二

地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
選
定

県
内
の
高
速
道
路
網
は
、
先
に
述
べ
た
も
の
の
他

に
現
在
建
設
中
で
あ
る
地
域
高
規
格
道
路

｢美
作
岡

山
道
路
｣
を
は
じ
め
と
し
て
、
｢空
港
津
山
道
路
｣、

｢倉
敷
福
山
道
路
｣、
｢北
条
湯
原
道
路
｣、
｢岡
山
環

状
道
路
｣
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中
国
横
断
自
動
車

道
姫
路
鳥
取
線
を
含
め
て
、
今
後
こ
れ
ら
の
路
線
の

早
期
整
備
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
に
付

随
し
た
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
は
、
県
南
と
県

北
、
主
要
都
市
間
を
連
絡
す
る
国
道
二
号
、
三
○
号
、
"

五
三
号
、
一
八
〇
号
、
三
一
三
号
等
の
一
般
国
道
が

ヤ行

あ
り
、
こ
れ
ら
一
般
国
道
と
有
機
的
に
接
続
し
、
県

満

内
各
地
域
の
主
要
拠
点
を
連
絡
す
る
主
要
地
方
道
、

パ　

さ
ら
に
地
域
の
生
活
を
支
え
る
道
路
と
し
て
一
般
県

一

は
じ
め
に

岡
山
県
は
、
南
は
瀬
戸
内
海
に
面
し
、
北
に
は
中

国
山
地
を
有
し
、
雨
が
少
な
く
温
暖
な
瀬
戸
内
式
気

候
の
も
と
、
香
り
高
い
文
化
を
誇
る

｢吉
備
文
化
｣

発
祥
の
地
と
し
て
、
古
く
か
ら
栄
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
条
件
の
な
か
、
古
く
は
干
拓

地
の
機
械
化
農
業
、
ま
た
白
桃
･
マ
ス
カ
ッ
ト
等
に

代
表
さ
れ
る
高
級
果
物
の
産
地
と
し
て
栄
え
て
き
ま

し
た
。
ま
た
工
業
面
で
は
、
学
生
服
、
ジ
ー
ン
ズ
を

中
心
と
し
た
繊
維
産
業
や
水
島
臨
海
工
業
地
帯
を
中

心
と
す
る
重
化
学
工
業
に
加
え
、
近
年
で
は
、
吉
備

高
原
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
先
端
技
術

産
業
な
ど
の
ソ
フ
ト
産
業
に
つ
い
て
も
、
そ
の
集
積

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
内
の
交
通
は
古
来
よ
り
山
陽
道
、
出
雲
往
来
、

金
昆
羅
往
来
な
ど
の
陸
上
、
海
上
交
通
網
が
発
達
し

て
い
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
中
国
縦
貫
自
動
車
道
、

山
陽
自
動
車
道
の
全
線
供
用
、
瀬
戸
中
央
自
動
車
道

(瀬
戸
大
橋
)
に
よ
り
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
で
き
上
が
り
、
特
に
本
年
三
月
の
中
国
横
断
自
動

車
道
岡
山
米
子
線
の
全
線
開
通
に
よ
り
、
日
本
海
か

ら
瀬
戸
内
海
を
経
て
太
平
洋
に
至
る
地
域
連
携
軸
が

構
築
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
国
内
は
も
と
よ
り
ア
ジ

ア
、
太
平
洋
地
域
も
視
野
に
入
れ
た
国
際
的
、
広
域

的
な
交
流
･
連
携
を
め
ざ
し
て
、
岡
山
空
港
の
機
能

拡
充

(滑
走
路
三
、
0
0
o
m
化
)
や
水
島
港
外
貿

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。



道
、
市
町
村
道
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

整
備
状
況
に
つ
い
て
は
一
般
国
道
に
つ
い
て
は
若
干

全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
地
方
道
に
つ
い

て
は
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
生
活
道
路
の
整
備

が
特
に
遅
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
状
況
の
中
、
岡
山
県
と
し
て
は
広
域
交

通
網
の
整
備
に
よ
り
中
四
国
に
お
け
る
拠
点
性
を
高

め
、
そ
の
優
位
性
を
十
分
活
用
し
な
が
ら
、
県
土
の

均
衡
あ
る
発
展
を
図
る

｢ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
県
土
の

形
成
｣
を
め
ざ
し
て
道
路
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
近
年
、
特
に
効
率
的
な
公
共
投
資
を
図
る
う

え
か
ら
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
一
体
と
な
っ
た
道

路
の
整
備
、
す
な
わ
ち
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る

た
め
に
展
開
さ
れ
て
い
る
各
種
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
等
を
支
援
す
る
た
め
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進

捗
に
併
せ
た
計
画
的
な
道
路
の
整
備
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
県
は
東
西
南
北
と
も
等

距
離
の
正
方
形
を
し
た
県
土
で
あ
り
生
活
圏
は
県
南
、

津
山
の
二
つ
の
地
方
生
活
圏
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
県
南
に
つ
い
て
は
、
岡
山
市
･
倉
敷
市
の

両
都
市
で
圏
域
の
約
六
0
%
の
人
口
を
有
し
て
お
り
、

そ
の
周
辺
に
玉
野
市
･
備
前
市
な
ど
を
配
し
た
構
造

と
な
っ
て
お
り
、
岡
山
･
倉
敷
市
内
の
交
通
混
雑
の

緩
和
の
た
め
、
都
市
内
道
路
の
整
備
と
併
せ
て
、
そ

の
周
辺
地
域
の
道
路
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
津
山
に
つ
い
て
は
津
山
市
を
中
心
と
し
て
い
ま

県鳥

/

　　内

玉島市 　　′‐
　　
　

島広

瀬

図 1 岡山県内の道路ネットワーク

勝央町~勝央町 L±2km
　　　　　　　　　　　　　　

兵 庫 県

　　　　　 　　　
　　　　　　　　　　　

- :井原市



す
が
過
疎
化
、
高
齢
化
が
進
み
こ
う
し
た
社
会
情
勢

の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が
緊
急
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
平
成
八
年
度
に
建
設
省
の
新
規

事
業
と
し
て
、
｢地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
｣が
ス

タ
ー
ト
し
、
本
県
で
は
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
次

の
三
箇
所
選
定
し
、
関
連
す
る
道
路
事
業
の
促
進
を

図
り
、
効
果
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。

①
津
山
地
方
拠
点
都
市
地
域
整
備
事
業

②
玉
野
圏
域
活
性
化
事
業

(仮
称
)

③
チ
ボ
リ
公
園

三

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
と
こ
れ

を
支
援
す
る
道
路
事
業

1

津
山
地
方
拠
点
都
市
地
域
整
備
事
業

(図
2
)

①
目
的
･
内
容

津
山
市
は
、
中
国
縦
貫
自
動
車
道
を
始
め
と
す
る

広
域
交
通
網
の
整
備
に
伴
い
、
多
く
の
製
造
業
、
流

通
業
の
立
地
集
積
が
あ
り
、
中
国
地
方
内
陸
部
有
数

の
一
大
産
業
拠
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
豊
か
な
み
ど
り
や
歴
史
に
培
わ
れ
た
多
く

の
伝
統
文
化
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
、
恵
ま
れ
た
歴
史

的
遺
産
や
文
化
的
伝
統
を
守
り
育
て
な
が
ら
、
生
活

者
の
視
点
に
立
ち
、
若
者
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
高

クリーンヒルズ津山

至津山市

次
都
市
機
能
の
一
層
の
集
積
と
、
高
齢
者
が
安
心
し

て
快
適
に
過
ご
せ
る
良
好
な
居
住
環
境
の
整
備
を
促

進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
県
南
地
域
と

の
連
携
強
化
、
地
域
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、

産
業
の
高
度
化
先
端
技
術
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

本
地
域
内
外
の
人
々
が
活
発
に
交
流
し
、
生
活
を
エ

ン
ジ
ョ
イ
で
き
る

｢心
豊
か
な
生
活
文
化
圏
｣
と
し

て
、
県
中
北
部
地
域
全
体
の
振
興
と
発
展
を
図
る
も

飜

　乱
至　

の
で
す
。

②
所
在
地
･
規
模

津
山
市

一
八
、
六
〇
0
m

③
地
域
活
性
化
の
効
果

･
津
山
市
北
部
地
区
に
お
い
て
、
良
好
な
住
環
境
の

形
成
及
び
余
暇
活
動
の
支
援
の
た
め
グ
リ
ー
ン
ヒ

ル
ズ
津
山
、
津
山
市
東
一
宮
土
地
区
画
整
理
事
業

を
進
め
ま
す
。

68 道行セ 97.9

至建部町

図 2 津山地方拠点都市地域整備事業
至英田町



･
津
山
市
西
部
、
鏡
野
地
区
に
お
い
て
西
の
副
次
交

流
拠
点
と
し
て
、
津
山
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

④
重
点
施
策
事
業

･
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

(図
3
)

･
事
業
主
体

岡
山
県
、
津
山
市

･
津
山
市
東
一
宮
土
地
区
画
整
理
事
業

･
事
業
主
体

土
地
区
画
整
理
組
合

.
津
山
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー

･
事
業
主
体

津
山
市

図 3 グリーンヒルズ津山計画図

ほ
か

⑤
支
援
す
る
道
路
事
業

(直
轄
)

一
般
国
道
五
三
号

津
山
バ
イ
パ
ス

↓
院
庄
I
C
、
津
山
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
と
岡
山
方

向
の
連
絡
を
強
化
し
ま
す
。

(補
助
)

一
般
国
道
一
七
九
号

鏡
野
バ
イ
パ
ス

↓
院
庄
I
C
、
津
山
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
と
山
陰
方

面
の
連
絡
を
強
化
し
ま
す
。

(地
方
道
)

一
般
県
道
西
一
宮
中
北
上
線

市
道
下
田
院
庄
線

↓
津
山
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
内
を
整
備
し
ま
す
。

⑥
今
後
の
展
望

平
成
六
年
五
月
に
承
認
さ
れ
た
津
山
地
方
拠
点
都

市
地
域
の
計
画
と
併
せ
て
道
路
整
備
を
推
進
中
で
あ

り
地
域
活
性
化
道
路
事
業
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら

地
域
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

2

玉
野
圏
域
活
性
化
事
業

(仮
称
)
(図
4
)

①
目
的
･
内
容

玉
野
市
は
古
く
か
ら
造
船
と
港
の
ま
ち
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
昭
和
四
〇
年
代
後
半
以

降
の
世
界
経
済
環
境
の
変
化
、
さ
ら
に
、
瀬
戸
大
橋

の
完
成
に
伴
う
昭
和
六
三
年
の
宇
高
連
絡
船
の
廃
止

な
ど
の
交
通
体
系
の
変
革
に
よ
り
、
賑
わ
い
の
喪
失

と
商
工
業
の
低
迷
を
余
儀
な
く
さ
れ
都
市
活
力
の
停

滞
が
み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
様
な
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
圏
域
内

外
の
人
々
が
是
非
行
っ
て
み
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力

あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
ウ
ォ

ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
整
備
、
都
市
基
盤
の
整
備
、
観

光
･
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
整
備
及
び
振
興
な
ど

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
多
く
の
施
策
を
展
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
交
流
人
ロ
の
増
加
を
図
り
、
玉
野
圏
域

全
体
の
振
興
と
発
展
を
図
る
も
の
で
す
。

②
所
在
地
･
規
模

玉
野
市
･
灘
崎
町

一
三
、
四
〇
〇
如

③
活
性
化
の
効
果

･
玉
野
市
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
宇
野
港
宇
野

地
区
港
湾
整
備
事
業
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
整

備
事
業
に
よ
り
、
交
通
体
系
の
変
革
に
対
応
し
た

港
湾
機
能
の
再
編
整
備
･
拡
充
は
も
と
よ
り
、
商

業
･
業
務
･
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
高
質
化
･
強
化
及

び
潤
い
と
賑
わ
い
の
あ
る
多
様
で
質
の
高
い
余
暇

空
間
の
創
出
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
交
流
人
口
の

増
加
や
雇
用
の
場
の
創
出
な
ど
、
地
域
経
済
の
活

性
化
が
大
い
に
期
待
で
き
ま
す
。
臨
海
部
に
は
、

県
南
ア
ク
ア
ハ
ウ
ス
整
備
事
業
に
よ
り
海
水
利
用

型
健
康
増
進
施
設
を
整
備
し
、
海
洋
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
と
し
て
宇
野
港
日
比
地
区
に
マ
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リ
ー
ナ
を
建
設
し
ま
す
。
ま
た
、
丘
陵
部
に
は
玉

野
市
の
シ
ン
ボ
ル
公
園
で
あ
る
深
山
公
園
の
施
設

内
容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
灘
崎
町
に

お
い
て
は
、
特
産
物
の
生
産
振
興
な
ど
農
業
の
安

定
的
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
都
市
と
農
村
、

消
費
者
と
生
産
者
の
相
互
交
流
や
都
市
住
民
が
農

業
･
農
村
を
理
解
で
き
る
お
か
や
ま
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
整
備
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
整
備

に
よ
り
近
年
の
多
様
化
す
る
観
光
･
レ
ク
リ
エ
ー

　　　
　　　　　

賀
罫
)中
o
n
(團
)

至広島県

。
鉛

　おかゃまファーマーズ @

シ
ョ
ン
需
要
に
対
応
さ
せ
潤
い
の
場
ま
た
観
光
の

拠
点
を
創
出
し
、
交
流
人
口
を
増
や
し
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

④
重
点
施
策
事
業

･
宇
野
港
宇
野
地
区
港
湾
整
備
事
業

･
事
業
主
体

運
輸
省
、
岡
山
県

･
県
南
ア
ク
ア
ハ
ウ
ス
整
備
事
業

ア
ク
ア
ハ
ウ
ス
ゾ
ー
ン

リ

ハ
ビ
リ
ゾ
ー
ン

　

業

一難

　
　
　

　
　
　

　
　

ク

野

　
　
　
　

　4 3 0

o
の
(回
)

)
深山公園総合整備事業

至倉敷市

至倉敷市

(主)玉野福田線
L=3.9km

(国)4 3 0
宇野港日比地区マリ-ナ施設整備事業

図 4 玉野圏域活性化事業 (仮称)

番
ギ

ア
メ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン

屋
外
周
辺
施
設

･
事
業
主
体

岡
山
県
･
玉
野
市

･
深
山
公
園
総
合
整
備
事
業

･
事
業
主
体

玉
野
市

･
(宇
野
港
宇
野
地
区
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
事

業
)
商
業
施
設
整
備
事
業

,
事
業
主
体

3
セ
ク

･
お
か
や
ま
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
整
備
事
業

･
事
業
主
体

岡
山
県

･
宇
野
港
日
比
地
区
マ
リ
ー
ナ
施
設
整
備
事
業

⑤
支
援
す
る
道
路
事
業

･
事
業
主
体

岡
山
県

‐ぬ
為

′

　

　　
　　　
　

　
　　

　

　

　　

"
‘
な
に

　　
　

　

図 5 宇野港宇野地区港湾整備事業イメージ図

至岡山市

、(国)3 0号(玉野拡幅)

(一)山田槌ヶ原線
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(直
轄
)

一
般
国
道
三
〇
号

児
島
･
玉
野
拡
幅

(地
方
道
)

主
要
地
方
道

玉
野
福
田
線

↓
高
規
格
幹
線
道
路
網
へ
の
ア
ク
セ
ス
時
間
が
短
縮

さ
れ
ま
す
。
交
通
を
効
率
的
か
つ
円
滑
に
処
理
し
ま

す
。
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
ま
す
。

⑥
今
後
の
展
望

宇
高
連
絡
船
の
廃
止
な
ど
に
よ
る
交
通
体
系
の
変

革
に
対
応
す
る
た
め
、
宇
野
港
及
び
そ
の
周
辺
地
域

に
お
い
て
道
路
整
備
を
推
進
中
で
あ
り
、
地
域
活
性

化
道
路
事
業
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
地
域
振
興
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

3

チ
ボ
リ
公
園

(図
6
)

①
目
的
･
内
容

二
一
世
紀
に
向
け
て
高
齢
化
が
進
み
余
暇
時
間
が

増
え
る
中
で
県
民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
さ
を
よ
り
実

感
で
き
る
空
間
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

②
所
在
地
･
規
模

倉
敷
市

二
九
、
八
〇
0
m

③
地
域
活
性
化
の
効
果

倉
敷
駅
北
の
開
発
か
ら
広
が
る
倉
敷
市
の
都
市
機

能
の
充
実
、
新
し
い
町
づ
く
り
の
起
爆
剤
と
な
る
と

と
も
に
新
た
な
観
光
拠
点
の
創
出
に
よ
り
地
域
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

④
重
点
施
策
事
業

･
倉
敷
チ
ボ
リ
公
園

　　
繊
市

o
紐 至岡山市

至津山市

.
事
業
主
体

3
セ
ク

⑤
支
援
す
る
道
路
事
業

至岡山1.C

市　
　至

(国)4 2

至広島県 (国)2号

ス

　
　

　
　

　

　　
　
　

至水難･C至岡山市 至岡山市

図 6 チボリ公園

鴨方I,c

(一)岡山倉敷操

早島I,c
至兵庫県

]茴4〒セ 97.9 7′



(直
轄
)

一
般
国
道
二
号

玉
島
バ
イ
パ
ス

(補
助
)

一
般
国
道
四
二
九
号

倉
敷
-
総
社
バ
イ
パ
ス

(地
方
道
)

一
般
県
道
吉
備
津
松
島
線

(街
路
)

市
道
三
田
五
軒
屋
海
岸
通
線

市
道
富
本
町
三
田
線

↓
倉
敷
市
東
西
北
部
方
面
か
ら
チ
ボ
リ
公
園
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
強
化
し
ま
す
。

⑥
今
後
の
展
望

　
　　　
　

　
　　　
　　　　　

　　　　
　　

　　　
　
　

鴇、当為

図 7 チボリ公園完成予想図

本
年
七
月
に
倉
敷
チ
ボ
リ
公
園
が
開
園
し
、
倉
敷

市
の
観
光
客
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
応
す
べ
く
道
路
整
備
を
推
進
中
で
あ
り
地
域
活
性

化
道
路
事
業
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
地
域
振
興
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

四

お
わ
り
に

二
一
世
紀
を
間
近
に
控
え
、
情
報
化
、
高
齢
化
、

国
際
化
さ
ら
に
は
社
会
状
況
や
県
民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
が
進
展
す
る
中
で
、
岡
山
県
と
し
て
は
県
民
一
人

一
人
が
日
々
の
暮
ら
し
中
で
快
適
さ
、
豊
か
さ
を
直

接
に
実
感
で
き
る
岡
山
づ
く
り
を
目
指
し
て
平
成
一

〇
年
度
か
ら

｢新
た
な
道
路
整
備
計
画
｣
を
策
定
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
整
備
計
画
策
定
に
あ

た
っ
て
は
二
一
世
紀
の
岡
山
の
道
路
は
い
か
に
あ
る

べ
き
か
に
つ
い
て
、
様
々
な
声
を
反
映
す
る
た
め
、

次
の
四
つ
の
基
礎
理
念
を
柱
と
し
て
県
民
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
っ
て
意
見
や
提
案
を
求
め
ま
し
た
。

一
、
中
四
国
の
交
流
拠
点
の
形
成

二
、
県
民
の
日
常
生
活
を
支
え
地
域
を
活
性
化
す

る
道
路
の
整
備

三
、
安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
の
形
成

四
、
時
代
の
流
れ
に
対
応
し
た
道
路
整
備

こ
れ
に
対
す
る
道
路
利
用
者
等
の
意
見
･
提
案
と

い
た
し
ま
し
て
は
、

｢中
四
国
の
交
流
拠
点
の
形
成
｣
に
つ
い
て
は
広
域
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交
通
網
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
が
最
も
多
く
、

都
市
内
の
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
整
備
を
望
む
意
見

と
ほ
ぼ
同
数
の
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た

(図
8
)。

｢県
民
の
日
常
生
活
を
支
え
地
域
を
活
性
化
す
る
道

路
整
備
｣
に
つ
い
て
は
都
心
部
に
お
け
る
環
状
道
路
、

バ
イ
パ
ス
の
整
備
等
渋
滞
対
策
を
望
む
声
が
多
く
、

都
心
部
に
お
け
る
駐
車
場
に
つ
い
て
は
整
備
を
望
む

意
見
が
あ
る
反
面
、
否
定
的
な
意
見
も
見
ら
れ
ま
し

た

(図
9
)。

｢安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
の
形
成
｣
に
つ
い
て

は
、
歩
道
整
備
、
交
差
点
改
良
等
に
よ
る
交
通
安
全

の
確
保
が
多
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
他
阪
神
･

㈱
印

淡
路
大
震
災
の
影
響
か
ら
災
害
に
強
い
道
路
の
整
備

を
求
め
る
意
見
や
高
齢
化
社
会
、
ゆ
と
り
社
会
に
対

応
す
る
道
路
整
備
を
求
め
る
意
見
が
み
ら
れ
ま
し
た

(図
博
)。

｢時
代
の
流
れ
に
対
応
し
た
道
路
整
備
｣
に
つ
い
て

は
、
域
外
か
ら
の
訪
問
者
に
も
わ
か
り
や
す
い
標
識

の
整
備
や
渋
滞
、
路
上
工
事
、
事
故
等
の
情
報
提
供

を
求
め
る
意
見
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た

(図
餌
)。

以
上
の
こ
と
を
十
分
に
踏
ま
え
、
ま
た
本
年
度
内

に
県
が
策
定
を
予
定
し
て
い
る

｢岡
山
県
の
新
ビ
ジ

ョ
ン

(快
適
生
活
県
･お
か
や
ま
)｣
と
の
整
合
が
図

ら
れ
た

｢新
た
な
道
路
整
備
計
画
｣
に
基
づ
き
今
後

の
道
路
整
備
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
県
財
政
の
悪
化
と
と
も
に
益
々
そ

“

の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
効
率
的
･
効
果
的
な
公

9

共
投
資
を
実
現
す
る
た
め
、
高
速
自
動
車
道
や
地
域

セ

高
規
格
道
路
を
軸
と
し
た
広
域
道
路
網
の
整
備
及
び

漸

そ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地

域
に
住
む
人
や
道
路
を
利
用
す
る
人
の
立
場
に
立
っ

て
既
存
の
道
路
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、
地
域

の
実
情
や
交
通
状
況
に
即
し
た
生
活
圏
域
内
の
道
路

網
の
整
備
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

7
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"鰡
月
･
日

世

界

の

動

き

○
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

(A
S
E
A
N
、
七
カ
国
)
が
ミ
ャ
ン

マ
ー

(ビ
ル
マ
)
と
ラ
オ
ス
の
加
盟
式
典
を
開
き
、
両
国
を
正
式

メ
ン
バ
ー
に
加
え
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
加
入
は
同
国
の
国
内
情
勢

か
ら
見
送
ら
れ
た
。

○
ロ
シ
ア
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
が
、
同
国
の
通
貨
ル
ー
ブ
ル
の

呼
称
単
位
を
千
分
の
一
に
切
り
下
げ
る
デ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
一

九
九
八
年
一
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
大
統
領
令
を
発

令
し
た
。

○
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
は
金
利
の
先
高
感
な
ど
か
ら
全
面
安

と
な
り
、
ダ
ウ
工
業
株
平
均
の
終
値
は
前
日
比
二
四
七
･
三
七
ド

ル
安
の
七
六
九
四
･
六
六
ド
ル
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
一
九
八
七
年

一
〇
月
の
大
暴
落

(ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
)
の
五
〇
八
ド
ル
安
に

次
ぐ
史
上
二
番
目
の
下
げ
幅
。

事

項

鱒
月
･
日

国

内

の

動

き

○
日
本
自
動
車
工
業
会
が
ま
と
め
た
今
年
上
半
期

(
-
-
六
月
)

の
四
輪
車
の
国
内
生
産
は
五
六
九
万
八
、
八
二
五
台
で
、
前
年
同

期
比
一
二
･
一
%
増
。
一
0
%
以
上
の
伸
び
は
一
七
年
ぶ
り
。

○
熊
本
県
の
福
島
誠
二
知
事
が
、
水
俣
湾
の
魚
介
類
の
水
銀
汚
染

値
が
国
の
暫
定
的
規
制
値
を
下
回
り
、
安
全
性
が
確
保
さ
れ
た
と

宣
言
。
こ
れ
に
よ
り
汚
染
魚
拡
散
防
止
の
た
め
の
仕
切
り
細

(湾

中
央
部
、
全
長
二
、
一
〇
六
m
)
の
撤
去
作
業
が
始
め
ら
れ
る
。

○
大
蔵
省
が
総
会
屋
に
利
益
供
与
し
た
第
一
勧
業
銀
行
と
野
村
証

券
に
対
し
、
業
務
の
一
部
停
止
を
命
じ
る
行
政
処
分
を
、
そ
れ
ぞ

れ
通
告
し
た
。
第
一
勧
業
銀
行
は
新
規
顧
客
へ
の
融
資
な
ど
、
野

村
は
株
式
自
己
売
買
業
務
な
ど
を
年
末
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
禁
止
す

る
こ
と
に
し
た
。

○
自
治
省
が
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
今
年
三
月
末
現
在
の
人
口

動
態
調
査
結
果
を
発
表
。
日
本
の
総
人
ロ
は
一
億
二
、
五
二
五
万

七
、
0
六
一
人
で
、
増
加
率
は
前
年
の
○
･
二
一
%
増
か
ら
0
･

二
七
%
増
へ
と
上
昇
。

○
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

(J
O
C
)
主
催
の
選
定
会
議
が
、

二
〇
〇
八
年
五
輪
の
開
催
を
目
指
す
日
本
の
立
候
補
都
市
を
大
阪

市
に
決
定
。

○
国
税
庁
が
九
七
年
分
の
路
線
価
を
公
表
。
標
準
宅
地

(住
宅
、

商
業
、
工
業
地
を
含
む
)
の
平
均
路
線
価
は
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
一
七
万
六
、
0
0
0
円
で
、
昨
年
度
に
比
べ
て
、
八
･
三
%

ダ
ウ
ン
し
た
。

事

項

8 7

m

月
･
日

道
路
行
政
の

動

き

○
秋
田
自
動
車
道

北
上
西
I
C
-
湯
田
I
C

(二
一
･
六
如
)

が
開
通
。
こ
れ
に
よ
り
東
北
六
県
の
県
庁
所
在
地
が
高
速
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
た
。

○
日
本
道
路
公
団
は
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
(東
京
湾
横
断
道
路
)

の
料
金
及
び
償
還
期
間
等
に
つ
い
て
の
事
業
変
更
許
可
を
建
設
大

臣
に
申
請
し
た
。
通
行
料
金
は
当
初
予
定
の
普
通
車
五
、
0
五
〇

円
か
ら
開
通
後
五
年
間
は
四
、
○
○
0
円
と
し
、
利
用
促
進
を
図

る
。
開
通
日
は
一
二
月
一
八
日
。

○

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
始
ま
る
。

○
建
設
省
は
平
成
一
○
年
度
に
お
け
る
重
点
施
策
j
｢国
土
建
設
｣

か
ら

｢国
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
｣
へ
の
転
換
-
を
発
表
し
た
。

○
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
は
本
州
四
国
連
絡
道
路
の
料
金
及
び
料

金
の
徴
収
期
間
に
つ
い
て
建
設
大
臣
に
料
金
変
更
認
可
申
請
を
行

っ
た
。

○

｢道
の
日
｣
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
お
台
場
潮
風
公
園
に
て

ロ
ー
ド
パ
ー
ク
･
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
に

て
親
子
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
た
。

事

項

7イ 道行セ 97,9
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｢

戸

ナ

局

番

円

榛
学
事

　
　
　
　　　

政

省

道

!

,
東
円
料

｢

修

人

わ
送

　
　
　
　　　

ン夕 一

大
手
百
貨
店
で
、
中
国
物
産
展
を
見
て
来
た
。
一

時
ほ
ど
の
物
珍
し
さ
は
な
く
な
っ
た
も
の
＼

日
本

文
化
の
簾
騨
を
感
じ
さ
せ
る
品
々
が
陳
列
さ
れ
て
い

◆
た
。
そ
の
中
で
興
味
を
引
い
た
の
は
、
高
さ
五
〇
糎

沁

ほ
ど
の
孟
宗
竹
の
置
物
だ
っ
た
。
直
径
で
二
〇
糎
は

…

あ
ず
き

…
あ
る
太
い
幹
の
下
部
に
、
小
豆
の
粒
を
ま
ぶ
し
た
よ

…
う
な
赤
黒
い
根
跡
が
つ
い
て
い
て
、
そ
れ
が
置
物
と

…
し
て
の
安
定
感
を
増
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。

　~
日
本
で
は
こ
ん
な
に
太
い
竹
は
、
め
っ
た
に
お
目
に

↑
か
か
れ
な
い
。
そ
の
時
ふ
と
、
“
か
ぐ
や
姫
"
が
入
っ

"

て
い
た
竹
の
節
も
、
こ
の
位
の
太
さ
が
ほ
し
い
と
恩

◆
っ
た
。

一
我
が
国
最
古
の
物
語
と
い
わ
れ
る
竹
取
物
語
は
平

W
安
初
期
の
作
で
、
作
者
は
不
詳
と
あ
る
。
こ
の
時
代
、

　一
遣
唐
使
な
ど
中
国
と
の
往
来
が
活
発
だ
っ
た
。
交
易

一

とう
ぶ
つ

せ
ん

一
商
人
が
持
ち
帰
る
唐
物
に
、
京
の
人
々
は
好
奇
と
羨

　
　
　

　　　

　
　

…
望
の
眼
を
注
い
だ
。
そ
ん
な
雰
囲
気
の
中
で
中
国
に

　~

渡
っ
た
使
節
団
の
幾
人
か
が
、
満
月
の
夜
に
は
竹
の

)
ふし

…
節
に
月
の
精
が
宿
る
と
い
う
中
国
の
民
話
を
き
い
た
。

こ
の
話
を
筋
に
し
て
竹
取
物
語
の
構
想
が
浮
か
ん
だ

よ
う
だ
が
、
老
翁
が
月
の
光
に
誘
わ
れ
て
竹
林
に
入

り
、
光
り
輝
く
節
を
見
つ
け
、
伐
っ
て
み
た
ら
中
に

赤
ん
坊
の
"

か
ぐ
や
姫
"
が
い
た
。
と
い
う
物
語
の

発
端
と
な
る
竹
は
日
本
在
来
の
細
い
竹
の
節
で
は
ど

う
も
実
感
が
出
な
い
。
こ
う
考
え
た
末
、
中
国
に
あ

る
太
く
て
節
の
長
い
孟
宗
竹
の
若
根
を
持
ち
帰
り
、

京
の
郊
外
に
植
え
て
物
語
の
背
景
を
人
々
に
納
得
さ

せ
る
こ
と
に
し
た
。
か
く
し
て
物
語
は
ロ
マ
ン
に
満

ち
た
も
の
に
な
り
、
そ
の
時
に
植
え
た
竹
も
無
事
に

根
付
い
た
。
先
ず
は
め
で
た
し
と
言
っ
た
と
こ
ろ
だ

っ
た
。
が
幾
世
代
か
を
経
る
に
従

っ
て
風
土
の
違
い

わ
いせ
い
か

か
、
そ
の
竹
は
次
第
に
矮
性
化
し
て
在
来
の
も
の
と

あ
ま
り
違
わ
な
い
も
の
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
れ

で
も
な
お
、
あ
の
太
い
孟
宗
竹
の
原
産
を
偲
ば
せ
る

竹
林
が
今
も
京
都
の
西
郊
に
あ
り
、
太
く
て
や
わ
ら

か
い
京
筍
を
産
す
る
。

こ
＼
ま
で
の
記
述
は
、
中
国
物
産
展
で
見
た
孟
宗

竹
の
置
物
と
次
に
述
べ
る
事
柄
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て

い
る
。

ぜ
いちく

易
占
い
で
使
う
盤
竹
は
、
我
が
国
で
は
京
都
産
の

竹
が
最
高
級
品
と
さ
れ
て
い
る
。
監
竹
は
易
者
が
占

う
と
き
に
使
う
道
具
の
一
つ
で
、
長
さ
四
六
糎
の
細

長
い
竹
の
棒
五
〇
本
が
一
組
で
あ
る
。
一
本
ノ
＼
は

上
端
が
直
径
三
粍
、
下
端
が
二
粍
で
下
端
に
行
く
に

従
っ
て
細
く
な
る
。
だ
か
ら
下
端
を
片
手
で
握
る
と

パ
ッ
と
扇
形
に
開
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
霊
感
が
宿
る
と
言
わ
れ
、
こ
の
中
か
ら
数
本
を
退

か

さ
ん
ぎ

ぜ
いちく

び
卦
と
し
て
算
木
に
表
す
の
で
あ
る
。
鮪
竹
に
な
る

ふし

ふ
ぞ
る

五
〇
本
の
竹
の
棒
は
途
中
に
節
が
あ
る
と
不
揃
い
に

な
る
の
で
、

一
つ
の
節
か
ら
取
る
と
決
め
ら
れ
て
い

る
。
し
か
も
上
端
と
下
端
の
太
さ
が
微
妙
に
違
う
よ

き
め

う
に
作
る
に
は
太
い
節
廻
り
と
竹
質
の
肌
理
、
そ
し

て
細
工
の
技
術
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
条
件
を
満
た

す
竹
は
、
冒
頭
に
書
い
た
平
安
時
代
に
移
植
し
た
中

国
原
産
の
子
孫
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
作

ぜ
いちく

る
の
に
こ
ん
な
気
む
づ
か
し
い
条
件
が
い
る
笙
竹
は
、

大
部
分
を
中
国
か
ら
輸
入
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

▲き

そ
の
上
な
お
ま
た
、
笙
竹
用
の
竹
の
節
を
伐
る
の

は
満
月
の
夜
と
決
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
と
す

る
と
、
竹
取
物
語
の
元
に
な
る
中
国
の
民
話
で
老
翁

が
竹
林
に
入
っ
た
の
は
、
鱸
竹
用
の
竹
を
取
る
為
で

は
な
か
っ
た
の
か
。
こ
の
方
が
満
月
の
夜
に
竹
林
に

入
っ
た
理
由
が
は
っ
き
り
す
る
。
し
か
も
竹
伐
用
の

道
具
を
持
っ
て
い
た
か
ら
、
光
り
輝
く
節
を
発
見
し

た
と
き
す
ぐ
伐
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
古
来
か
ら
竹
の
節
が
持
つ
神
秘
的
な
規
律
の
正

し
さ
は
、
神
霊
の
寄
り
座
し
と
し
て
、
い
る
/
＼
な

面
で
人
の
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
て
い
る
。ー

素
履
ー

今
月
号
か
ら
本
誌
の
発
行
人
が
交
替
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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